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176,177は 製塩土器の脚台部である。

12)土製品 (第252図 169～ 172,第 253図 173～ 175,第 254図 )

169～ 172は 支脚形土製品と考えられるが,形態は総て異なる。170,172は 上面が傾斜すること

から複数を用いることによって容器を固定したことは容易に推測できる。しかしながら171は 両端

が共に水平な円筒形であるために単品で用いられたものであろう。169に ついては上部欠損のため

に使用形態を復元することは難しいがやや傾きを有する点から170,172に 類する形態が考えられ

る。

飯蛤壺形土製品 3点を図化した。いずれも釣手部に一孔を穿ったいわゆる「釣鐘形」の形態で

あるが,175の 釣手部上端部は凹面化しており,溝状を呈している。釣鐘形の飯蛤壺形土製品の使

用形態については,上端部の穿孔に紐掛けをおこなったことが穿孔周辺の摩耗から明らかである。

したがってこの溝状部分がロープワークに用いられたことも想像に難 くない。なおこの形態の差

異を時期差 とすることは現状では不可能である。

第254図 は最大径1.2cmの 先端部が細い棒状部分 と

幅2.4cm以 上の扁平な部分から成る土製品である。両

部分の接点に径 0。 2cmの 孔が 2個並行 して穿たれて

いる。

0            5 cln

第254図 第 4層出土不明遺物実測図
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13)石器 (第255,256図 )

砥石(1)は 全面を加工して方形の板状の形態に成形する。作業面は広い 2面 と考えられ,長軸方

向の使用痕がみられる。

砥石(2)は 側面 2面に未成形の自然面を残す。広い 2面に長軸方向の使用痕がみられる。

磨製石斧が 2点出上している。

3の原形は蛤刃の形態と考えられるが,刃部の大部分を欠損している。しかしながら破損後も

ま」離調整を施すことにより新たに製品として使用したことが判る。この二次的な刃部の摩耗は著

しい。基部の側縁部に微小ではあるが,凹面化した部位が認められる。これは石斧柄の装着によ

り生じた紐擦れの痕跡と考えられる。

4の柱状石斧は中央構造線の断層崖において産出される結晶片岩を原材料としている。全面に

長軸方向の使用痕が認められるが,特に刃部の摩耗が著しく,そ の鋭利さを留めていない。さら

に基部に敲打の痕跡が明瞭な点からくさびとしての使途も考えられよう。基部側縁部に装着時の

紐擦れの痕跡が残る。

5は砂岩の円礫を成形した磨石である。製作あるいは使用による造岩鉱物の噴出が全面に認め

られる。側縁部の一端部に敲打痕が残るが,こ れは磨る使途 とともに潰す使途が存在したことを

裏付けるものである。例えば竪果類の調理などに用いられたものと考えられる。

削器と考えられる資料が 1点

“

)出土している。両側面から象J離調整を施すことにより刃部を形

成する。破損以前においては長方形の形態の器形が想定されることから小型の石包丁の可能性を

有する遺物である。

7は外湾刃タイプの磨製石包丁を模した打製石包丁である。片面に荒い自然面を残す。挟 りは

有しない。

(4)鉄製品 (第243図 2～ 10)

2は鏃身部にくびれを有する銅鏃を模した形態の鉄鏃である。鏃身部は厚さ 7 11ullを 測り,先端

部が丸 く成形されているために鋭利さを欠く。この点から殺傷力は決して高くないことが判る。

基部には矢柄の本質部が遺存する。

3は使途不明の遺物である。径0.9cm,長 さ3.7cmの 棒状部分の両端部が扁平に肥厚する形態で

あり,特に一端が円形に成形される。肉眼観察のみでは両端部に特殊な造作が存在するか否かを

判断することは不可能である。

4, 5は ヤリガンナである。 4は刃部が二等辺三角形を呈する形態であり,中心軸に直交する

方向に弱い湾曲を有する。茎部は長方形の断面形態である。 5は刃部の湾曲および反を有しない

形態である。

6は先端部が尖る棒状の遺物であるが,製品の使途については全 く判らない。あるいは残存部

分が茎部または基部であり,先端部を欠くものであろうか。
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7, 9に ついても使途不明である。 7は断面形態が長方形の板状の遺物であり, 9は 端部が屈

曲する形態である。

8,10は鉄鏃の茎部と考えられる。 8は鏃身部の一部が遺存しており,先端部の拡がる形態で

あることが半」る。

(5)銅製品 (第257図 )

銅鏡 2面が出土している。

1は外区と極一部の内区が遺存する。外区は平縁の形態であり,幅3.2cm,最大の厚さ0.6cmを

測る。断面形態は台形状を呈するが,内区との境部分の傾斜が縁辺部に比して緩い。外区に施さ

れた文様は 2条の鋸歯文帯間に 2条の平行波文帯を有する複波鋸歯文様である。内区は厚さ0。 15

cmを測 り,鏡の中心から放射状に櫛歯文様が施される。なお,復元される直径は約18.6cmで ある。

また,外区の切断部分が両面共に精緻である点から人為的に打欠かれたことも考えられよう。

ところで,当資料については内区の文様帯が全 く遺存しないために鏡の形式を明確にすること

ができないが,平縁の外区に複波鋸歯文が施文される例としては後漢以降の方格規矩鏡に多くを
(註 2)

認めることができる。

2の遺存状態は極めて悪 く,外帯 と中帯の一部を残すのみである。外帯は明らかに平行しない

複数の弧文が施され,いわゆる重弧文を形成する。中帯は放射状に間隔の広い櫛歯文が施され,

その内部に無文帯が構成されている。

これらの特徴から中帯の無文帯を花文の一部と認定することにより内行花文鏡に類する資料と

考えられる。

復元径は16cmを超える。

(6)土師器 (第 253図 178)

178は 赤色に発色する土師器の杯である。口縁端部は内面に沈線を施すことによりやや玉縁状に

仕上げる。造作は特に内面において丁寧であり,ヘラミガキ調整後ナデ調整を施す。奈良県平城
(誰 3)

京跡 S K870お よびS K2113出土の資料に酷似する器形がみられることから8世紀後半頃の遺物

と考えられる。

(刀 須恵器 (第253図 179～ 219)

179は 提瓶あるいは平瓶の口頸部と考えられる資料である。

蓋杯

180～ 182は H型式第 4～ 6段階の遺物に類する形態の杯蓋であるが,180に ついては頂部を回転

ヘラケズリ調整によつて仕上げるが,他は未調整またはナデ調整を施すのみである。この点に製

作手段の簡略化がみられる。183は 器高は低いが,復元径が26cmを超える大型の器形であり,端部

をやや外反気味に屈曲する形態である。 8世紀中頃の時期に比定できよう:185は 特に器高が低

い。端部内面に小型のかえしを有するが,既にかえしの機能は消失化の傾向にあると考えられる。
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III型式第 3段階の遺物に類するであろう。

杯身は径10cm前後の小型品が多い。185,186,1889192に ついてはほぼ直立するかえしを有す

るが,そ の他は短 く内傾した形態であることから2種類に大別することが可能であると考えてい

る。しかしながらこの形態差を時期差といえるには情報不足の感が強 く,性急すぎるであろう。

そこで,こ こでは共に180～ 182の蓋杯同様 H型式第 4～ 6段階頃の遺物として柔軟な時期幅を与

えておきたい。

206～208は高台を有する杯身であるが,杯部については大部分を失っている。206の高台は器壁

が薄 く,外方へ広 く開く形態である。207はやや外方へ開 く高台を有する。その器壁は厚 く成形さ

れており,安定感のある造作である。208の高台は断面形態が方形を呈し,やや外方へ開 く。ただ

し,高 さは低 く,小型である。

高杯

214が やや長脚であるのに対して他は短脚の形態である。211に みる様に脚端部を下方に折 り返

すことにより突出した形態とすることからH型式第 6段階の資料と考えたい。

聰

215,216は 腱の胴部の一部と考えられる。

壺

217～ 219は大型の壺の口縁部である。

(註 )

1 大山真充他『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報 (Ⅷ )下川津遺跡Ⅱ』,1987年。によると

同遺跡において検出された飯蛤壺焼成土鉱 より出土 した 8世紀前半の飯蛤壺形土製品は総て釣

手部に溝を有することが判る。したがつて173,174の 形態は 8世紀前半までには使用されなくな

ることも考えられる。

2 樋□隆康『古鏡』,1979年。なお,本資料については樋口隆康氏 (前京都大学)の 御教示が得ら

れたので,お礼申しあげたい。

3 奈良国立文化財研究所考古第 2調査室『平城宮内出土土器標準資料」 (プ リント),1974年。

4 平城京跡 S K2101出土遺物 (750年頃)に 類似する資料をみることができる。奈良国立文化財研

究所考古第 2調査室,1947年。
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3。 第 4層包蔵の自然礫群伴出遺物 (第 258図 )

n一 G区の第 4層中において検出された円礫群中よリー括出土した弥生土器群について報告する。

壺形土器

1は 二重口縁の形態であり,口縁部はやや肥厚気味に立ち上がる。 3は大型の器形が考えられ

よう。

甕形土器

4～ 6の 口縁部はく字に外反し,上端部が,やや突出するために受け口状を呈する。いずれも

肩の張らない胴部形態が考えられる。 7は ほぼ直立する短い口縁部を有する。

鉢形土器

15は 口縁端部を水平気味に広 く肥厚する。16に ついては胴部形態は15に似るが,日縁端部はナ

デ調整を施すことにより若千肥厚する。

その他の器種

甑形土器の底部が 2点出土しており,10は 平底,11は 尖底の器形である。

Qゝゞも

2

4

16

11-G区 自然礫群包蔵遺物実測図
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4。 第 3層出土遺物

(1)弥生土器 (第 261図 1～ 19)

壺形土器

1～ 5はやや外傾する頸部と水平気味に開口する口縁部を有するが,なかでも2, 4の 口縁部

の屈曲はほぼ直角に近い。端部は上下に肥厚し,端面を凹面化した後に刻目,凹線文を施す。

6, 7は二重口縁の形態である。

高杯形土器

14は 口縁端部を外部へ拡張することにより水平な面を形成する。屈曲部以下の部位に比して口

縁部が極めて短い形態である。

鉢形土器

大型品 1点 を図化したが,口径に比して器高の小さい浅い器形である。

その他の器種

17は 小型の甕形土器である。頸部に焼成前に穿たれた 1個の孔を有することから,紐掛けを行

なって使用したことが想像できる。しかしながら焼成後に底部に穿孔を施したことによってこの

遺物の容器としての機能は失われている。この点についてはもちろん単孔式甑形土器として用い

られたことも考えられようが,果 して焼成後の穿孔による甑形土器の作製は存在するのであろう

か。また遺物が小型品であることも実用的ではないことを意図しているものと思われる。しかし

ながらこれらの点については解決し得ていない。

18は鉢形土器の小型品である。短い頸部を有する。

19は珠算玉形の胴部を有する小型の壺形土器である。外面はヘラミガキ調整により丁寧な仕上

げが施されている。

12)土製品 (第 260図 ,第 262図 21,22)

釣鐘形の飯蛤壺形土製品 2点が出土している。いずれも釣手部上端部に溝を有する形態である。

16    15    14    13    12    11    10    9

F □ 0～ 10

□ 11～ 50

G
□ 51～ 100

H 囲 101～ 500

囲 501～ 1000

:

■ 1001～

第259図 第3層弥生土器地区別分布図
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移動式の竃 (第260図 )が出土している。全面のひさし状の部位と炊き口,煮沸容器を固定する

部位の一部が遺存するのみであるために原形を復元することは難しいが,ひ さし状部位の最高部

が本体の上端部を超える規模である点が特徴である。ところで,上端部の復元径は約38cmを 測る

ことから大型の容器の煮沸に用いられたことが推測できる。しかしながら,煮沸容器としての釜,

甑などの器種とのセット関係を把握する資料は得られなかった。本資料は時期の明確な遺物を伴

っていないために時期を特定することは不可能である。

0               10cln

第260図 第 3層 出土鼈実測図

き|、、
｀`、か

さ(   ＼、ミ
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第 3層 出土遺物実測図(1)
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第263図 第 3層 出土遺物実測図13)

13)石器 (第 265図 )

砥石(1)は 厚さ3。 4cm前後の板状の形態であり,両側面を作業面としている。

2は直刃を有する長方形の形態の袂入り打製石包丁である。側縁部について両面から象J離調整

を施すことにより刃部を形成しているが,既に摩耗が著しい。さらに背部についても原石から象J

片を採取する段階において鋭利なエッジが形成されており, しかも細かい剥離調整が施されてい

るために刃部としての利用も十分可能であると考えられる。

(4)鉄製品 (第 243図 1,14)

1は使途は不明であるが,円形の断面形態を有し,先端部ほど細い成形である。先端部の屈曲

は実用によって生じたものと考えられる。

なお出土層序は明らかでないが,本調査開始当初の試掘調査により出土した鉄鎌 1点 (14)を

ヽ情

報告しておきたい。先端部と基部を欠くが,身部に湾曲が認められる。

151 黒色土器 (第 264図 )

椀形の器形である。著しく摩耗しているために高台部が原形を保っている

か否かは判然としないが,現存する高台部の断面形態は稜線の不明瞭な逆台

形状を底する。

0      5 cm

第264図 第 3層出土

黒色土器実測図
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0           5 cln

第265図 第 3層出土石器実測図.
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(6)須恵器 (第 263図 23～ 68)

蓋杯

杯蓋24は末端部を折り返す形態である。 8世紀中頃の年代が与えられよう。25～ 27の 宝珠つま

みは既に機能を失い,形骸化の過程にあると考えられる。29の かえしについても小型化しており,

その実用性は弱い。

杯身30～40は 口径10cm前後の浅い器形である。かえしが内傾する点と小型化する点が特徴であ

る。 H型式第 6段階の遺物である。

41～ 46は 高台部を有する杯である。高台部はやや外部へ開く形態を呈する。

48は 椀形の器形が考えられる。

壺

23,49～ 58は 大型の器形である。特に遺存状態の良好な23は 肩の張る球体状の形態を呈する。

また53～ 56の 口縁部は端部を肥厚して方形に成形する。59は 玉縁状の口縁部を有する短頸壺であ

る。

60は杯部に屈曲部を有しない器形である。脚部は短い形態であり,端部を内部へ折 り返す。

長頸壺

64は 長胴の形態を呈し,小型の高台部を有する。65は 肩の張る器形である。

魅

67は 受け口状に開口する口頸部である。

68に ついては使途が半J然 としない。
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第 7節 ′
Jヽ 結

1。 検 出遺構 の時期考察

本項では特に本文中において言及することのなかった竪穴住居跡,集石墓,壺棺墓の構築ある

いは廃絶 (埋没)の時期について明らかにすることを試みる。また文末において掘立柱建物跡の

時期比定について再度触れたい。

まず最初の課題について結論を先に述べると既に筆者が竪穴住居跡と集石墓の伴出遺物の報告

に際して「弥生土器」の名称を用いた様に基本的には前 3者の遺構の伴出遺物が弥生時代後期に

製作されたことを想定している。さらに他地域との関連における時期比定を要求された場合には,

「畿内第 5様式の新しい段階」もしくは「上田町 I式前後の型式」に併行する遺物が多いのでは

なかろうかと考えていることにまで踏み込むことが現状では可能であると考えている。もちろん

この発言の無責任さについては当然批判されるべきではあるが,以下にこの問題が発生する原因

について触れることにより,同時期の遺構の時期決定の難しさについて認識する。

上記の問題点が起因する第一の要因としては,香川県下における弥生時代の土器による編年研

究が著しく停滞している現実があげられよう。なかでも近年弥生時代前期あるいは中期後半から

後期前半に至る時期についてはややまとまった資料が蓄積されつつあると言えるが,後期後半頃

に比定できる良好な資料の発見についての情報を聞く機会には恵まれていない。したがって1966

年に提唱された「第七様式原式」の概念を無視し難い状況であると考えられる。さらにこの問題

に拍車をかけているのが弥生時代以降の上器編年が確固としていない点と資料報告者の多くがい

わゆる「庄内式」に翻弄されている問題であろう。とりわけ後者の点,に ついては「庄内式」に対

して個々の報告者が任意の理解を行なっているために収拾がつかない実態がある。この問題は既

に都出比呂志氏によって指摘されており,現在の香川県における同型式に併行する土器の研究は

氏の見解当時の段階を超えていない様に思われる。以上の点を打破しない限り本遺跡の個々の遺

構について相対的な年代を与えることは困難であり,筆者も本報告においてこれらを解決するこ

とを怠ったことが事実である。

そこで上記の現実に基づき,各遺構の時期比定を行なう際に留意すべき点について以下に略述

しておきたい。

竪穴住居跡については床面に遺 された遺物のみを廃絶時期を示す資料 として用いることにする。

しかしながらS B01～ 04に ついては良好な資料が遺存 しないために床面から遊離 した位置におい

て出土 した遺物をも埋没過程にあった時期を示す資料 として準用する。

S B01の第94図 9～ 12よ り小型の鉢形土器に平底 と丸底の形態が共存 していたことが判る。埋
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土の下位出土の甕形土器 (第 94図 3)は坂出市高屋遺跡に類例をみ:る ことがで誉る。 S B02出土

の高杯形土器 (第 94図 16)の脚端部には凹線文が施されており弥生時代中期後半以降の技術的系

譜が考えられる。 S B03に ついては第94図20の壺形土器がほぼ完存:し ていたがその位置付けを行

なうことはできていない。ただし当遺構の埋没後にその上位にS X04(旧 河道)が形成されたこ

とから先後関係は明白である。ところで S X04出土の甕形土器 2点 (第 196図 4, 5)は 長胴の形

態であり,平底を有している。さらに胴部外面はタタキロ調整後にハケロ調整を施すことにより

前者の痕跡を消すことを意図していることが判る。なおこの形態と成形・調整技法は後期前半頃

に位置付けられる畿内西ノ辻 I式の甕形土器にみることができる。 S B05に は複数の異なる系譜

の甕形土器が遺存しているが,第99図 5と 6～ 8の 2者が特筆される。前者はやや球形を呈する

胴部と複合 El縁部を有する。後者はS B01の埋土中に包蔵されていた遺物 (第94図 3)に 同一の

器形である。しかしながら両者に共通する技法上の特徴は胴部内面にヘラ削り調整を行なう点で

ある。また出土した壺あるいは甕形土器の底部は平底が主体である。さらに高杯形土器の杯部は

屈曲部以上の部位が屈曲部以下の部位に比して短い形態であるが,こ の形態は明らかに弥生土器

の特徴である。

次に集石墓の伴出遺物について構築時期を特定するために必要な要素を抽出する。検討資料と

しては主体部あるいは墳丘直下に穿たれた土拡の内部に埋没していた遺物と封土の下位に包蔵さ

れていた遺物を主として使用する。これは同遺構が墳丘を有することから地表面下に完全に埋没

することが漸時的であったことが推測でき,しかも総ての遺構の上位に後世の包含層が存在する

ために封土上位の石材の間隙から出土した遺物には構築後の遺物が混入していると考えられるた

めである。

S Tllの主体部の甕形土器 2点 (第 107図 4,10)の うち後者の内面にはヘラ削り調整の痕跡が

認められる。壺および甕形土器の底部は平底の形態が主体である。 S T12に ついてはまず封土中

に包蔵されていた壺形土器に加飾された資料が多い点が特徴である。また土拡内部より出土した

壺形土器 (第 111図 24)の 口縁端部には凹線文が施されている。さらに甕形土器 (第 112図 36～ 41)

は胴部内面にヘラ削り調整を施し,口縁端部を横位にナデることにより上端部を「つまみ上げ」

気味に成形している。この成形 0調整技法は畿内上田町 I式の資料の特徴とされている。土拡伴

出遺物 (第 113図 66)は前述のS B01,05に おいても伴出している。底部の形態については完全な

丸底の資料は見出せないが,やや丸底を呈する資料が存在することが判る。なお第115図 112～ 115

の高杯形土器の形態は高松市葛谷遺跡の遺物に類例を多くみることができる。その他の同器形に

ついても屈曲部以下の部位が屈曲部以上の部位を凌駕する点に弥生土器の特徴を指摘できよう。

S T13伴 出の壺形土器には口縁端部に凹線文を施した資料がみられる (第 120図 2, 4～ 7,12,

13,25)。 第122図 57～64,74,75の 甕形土器は口縁端部を横位にナデて,上端部を「つまみ上げ」
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る形態である。さらに複合口縁を有する器形 (第 123図90～95)が共伴する。底部の形態について

は依然平底が主体であるが,下胴部から底部にかけての変化点が不明瞭な資料を封土中にみるこ

とができる (第 124図 115～ 117,120,121)。 封土中位に包蔵されていた高杯形土器の小片 (第 124

図125)は S T12の資料 (第 115図 112～ 115)と 同形態と考えられる。 S T14の壺形土器の特徴は

長頸の器形 (第 128図 10,11)と 複合口縁の器形 (第 128図 12～21,24)が少なからずみられる点

と言えよう。また直立あるいは外反する長い口縁部を有し,肩部に突帯を貼付する大型の器形 (第

129図49,第 130図50～54)が多く出土しているが,こ の形態は壺棺墓の棺身として用いられてい

る (S T03,06,07,10)こ とが判る。甕形土器は胴部外面に夕̀タ キロ調整を施した後に,細い

原体によるハケロ調整を丁寧に施 している。底部は完全な丸底の形態をみることはできない。高

杯形土器については杯部の屈曲部以上の部位が屈曲部以下の部位に比して短い形態である(第 134

図127,128,130)。 S T15の構築時期を検討する手がかりは少ないが, S B04の 上位に所在する

ことから前者が後出する事が判る。 S T16伴 出の壺形土器には長頸の形態 (第 142図 1～ 3)が存

在しているが,畿内においては長頸壺形土器は弥生時代前半以降は用いられなかった器種である

とされている。甕形土器は複合口縁の形態が特徴である。外面は細いハケロ調整ぅ内面はヘラ削

り調整が施される。 S T17は甕形土器に球形気味の胴部形態を呈する資料 (第 147図 17,第 148図

18,19,22～ 24)が存在することから他の遺構に比して,やや後出したのではなかろうか。ただ

し,本遺構伴出資料と「庄内式」あるいは「布留式」との併行関係の検討が時期焦躁である点に

ついては前述した。 S T18の第 1号主体部内に遺存していた壺形土器には口縁端部に凹線文を施

文した資料 (第 151図 5, 6,18,第 152図 28)と ヘラ描鋸歯文の施文および円形浮文の貼付によ

り加飾した資料 (第 151図 15)を みることができる。さらに第153図45～49の甕形土器は口縁上端

部を「つまみ上げ」た形態を呈する。第 1号主体部伴出の高杯形土器 (第 156図 104)の形態は寒

川町森広遺跡群出土資料に同様の器形が存在することが知られている。 S T19の甕形土器 (第 162

図 6, 7)は胴部内面にヘラ削り調整を施す特徴を有する。

さて壺棺墓の構築時期を検討する上でS T02,03,04,08に よって構成される第 1群 とS T01,

05,06,07の 第 2群の存在を無視することはできないであろう6す なわち同一のグループを構成

する遺構については,相互の存在を意識することが可能な程度の近接した時期に構築されたこと

が考えられるのである。この仮説に立脚して第 1群に用いられた壺形土器についてみると3種類

の形態が共存していたことが判る。S T02と S T04の棺身 (第 169図 2,第 174図)は最大径が胴

部中位に位置するために,やや球形を呈する形態であり,S T03と S T08の棺身(第 171図 2,第

184図 )に は肩の張る器形が用いられている。ただしS T08の資料は長胴の形態である。またST

08の棺蓋として用ぃられた壺形土器 (第 185図 )は 最大径が上胴部に位置しながらも,肩の張らな

い器形である。

一方第 2群の棺材として用いられた大形の壺形土器はいずれも最大径を上胴部に有し,やや肩

―-387-―



の張る器形であることと完全な平底の形態である点において酷似していることからほぼ同時期に

作製された資料であることが想定できよう。したがって第 2群の伴出遺物の形態上の特徴に留意

することにより上記の仮説の裏付けを行なうことが可能であることが判明した。

ところで両群の相対的時期士ヒ定については, S T04お よびS T07よ り伴出した甕形土器の胴部

の内面にヘラ削り調整が施される事実から畿内上田町 I式に比定される資料に類すると考えてお

り,前述の集石墓の構築時期と大差がないとの結論に至ったのである。なおグループを構成しな

いS T09と S T10の構築時期については前者の棺身の壺形土器の形態が第 2群の資料に類し,後

者の棺蓋に用いられた鉢形土器が S T05の棺蓋の資料と形態的に合致する点から第 1, 2群の構

築時期との時間的な隔たりはないことが判る。

最後に掘立柱建物跡 (S B06～ 10)の構築・廃絶時期について改めて記述するが,構築時期に

ついては柱材の設置と同時に埋没あるいは埋設したと特定できる遺物が伴出していないためにこ

れを比定することは不可能である。廃絶時期についても遺存状態の良好な遺物を伴出しない点と

複数の時期に比定できる遺物が共存する点などから結論付けることが極めて難しい。唯一 S B07

についてのみ 6世紀後半に至るまで機能していたことが推測されるのみであり,他の 4棟につい

てはS B07と の先後関係は判然としない。ただしS B06,08に ついてはS X13(胞 衣埋納遺構 )

との関連において平安時代初期に営まれた可能性を示唆することができた。.

2。 埋葬遺構の考察

① 弥生時代の埋葬遺構の形態分類研究略史

弥生時代の埋葬遺構についての研究は,ま ず九州地方の資料の整理に端を発したが,そ の後,

中国地方,畿内,関東地方などにおいても特異な墓制が知られることとなり,それと並行してこ

れらを弥生時代の社会のなかに位置付けようとする作業が活発化したのである。

特に考古学的研究方法の第一段階である形態上の特徴による分類作業に携わつた研究者は多く

藤田等,森貞次郎,近藤義郎,甲元真之,西谷正,都出比呂志氏らの業績は先駆的なものである。

なかでも近年都出氏が種々の埋葬遺構について,それらを構成する細かい要素にまで着目するこ

とにより,形態分類の適用範囲を拡大した点は,従前の研究においてはみられなかった手段 とし

て注目したい。しかしながら,大概的な分類方法と遺構の呼称方法においては,いずれも大差の

あるものではなく,そ の意味では,弥生時代の墓制については既に分類し尽 くされた感が強い。

そこで,本稿においては現在知 り得る墓制を整理し,稲木遺跡の埋葬遺構, とりわけ集石墓の

意義付けの序としたい。

まず,藤田氏は1966年 ,当時知られていた資料を 1甕棺墓, 2土墳墓, 3箱式石棺墓, 4支石

墓, 5木棺墓, 6配石墓, 7そ の他の埋葬跡に類別した。この分類方法,呼称法が総括的な研究

の第一歩と考えられる。さらに岡山県において弥生時代から古墳時代の過渡期の埋葬遺構である
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楯築遺跡の調査に携わった近藤氏は1977年 に墳丘墓の概念を提唱したのである。しかしながら,

前述の様にその後各地において新資料が知られるに至った。このため1979年 の甲元氏の論考には

上記の 7形態に加えて方形周溝墓と方形台状墓の呼称が新たに登場したのである。なお1980年 に
‐

西谷氏が日本の弥生時代の墓制と朝鮮半島の無文土器時代の墓制とを比較することにより,両地

域間の交流の実態を追求した成果は新資料の類別という役割は果たせなかったものの,埋葬形態

の系譜の研究として特筆すべきであると考えている。

不十分な研究略史ではあるが,以上により今日に至るまでの弥生時代の墓制の類別研究の大略

を知ることができると考えている。

② 集石墓について

(1)形態の特徴

稲木遺跡において確認された 9基の集石墓に共通する形態上の特徴は,平面形態が不整形な円

形もしくは方形を呈する点と低い墳丘を有する点である。ただし,前記の点については必ずしも

全ての墳丘の遺存状態が良好とは言えず,しかも後世の攪乱と削平により石材の散逸が著しいた

めに明確な平面形態は決定し難い事実が存在している。

しかしながら,こ の条件下においてS T14の南辺部および西辺部に供献されていた鉢形土器は

原形復元のために貴重な情報をもたらしたと考えられる。既に本文中に報告したが, S T14伴出

の 5個体分の完存する鉢形土器は 4個体が墳丘の南辺部に東西方向にほぼ直線的な列を形成して

配置しており,他の 1個体が西辺部に遺存している。すなわちこれらの配置は南西隅部を頂点と

したL字形を呈している。これは墳丘の原形が方形を呈していたことを裏付けていると考えられ

よう。もちろんこれに類する資料は他の遺構においては確認されていないために特殊な要素であ

る可能性は否めないが,方形の形態に構築された遺構が存在していたことは間違いない。

第二の墳丘を有する点については,封土と基盤土壌を分離することが全く困難であることから

他所から土砂を運搬したとは考えられない。遺構の構築地点において周囲の上砂をet‐ き集めたも

のであろう。

ところで,弥生時代の種々の埋葬遺構例において集石墓の有する最大の遺構要素がこの墳丘を

伴う点であると考えられる。既に墳丘を有する埋葬遺構としては方形周溝墓,墳丘墓,台状墓な

どが知られているが,こ れらは主体部を構築するために基盤層を整形し,あ るいは土盛を行なう

のである。すなわち,主体部を地表面よりも高所に営むことを目的としていることが考えられる。

ところが,集石墓は主体部の営造後に封土が形成されるために基盤層直上面における形状につ

いてはS T20～ 22に みる土拡墓と何ら異ならない。この点から封土は,埋葬遺構の存在の標示を

目的として形成され,墳丘を有する点と墳丘の存在による遺跡地内の空間の独占により,土拡墓,

壺棺墓とは異なる性格の遺構として現出したと考えられる。遺構の性格が被葬者の個性を決定す

る際の手掛かりとなることは言うまでもない。
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筆者は集石墓の墳丘に与えられた意識と同一の目的を内在する埋葬遺構としては,支石墓の大

型の石材と配石墓を構成する石材などがあると考えている。

さらに墳丘が有する性格にはいわゆる墓前祭祀 (こ こでは墓上祭祀と呼ぶべきか)の場として

の役割が想定できる。この点については(3)伴出遺物の特徴の項において詳述したい。

(2)構造の特徴

上部構造である封土は,特にその上面に自然石の円礫を多量に集積する点を特徴 とするが,墳

丘中央部にみられる石材が大型である点を除き,石材の配置に規則性は認められない。また,後

出する古墳に設けられる墳据の外護列石と同すの目的を有する石材も存在していない。したがっ

てこれらの特徴から墳丘の構築に際しては特異な技術あるいは企画性が用いられることがなかっ

たことが判る。ただし封土中に包蔵される石材に比して墳丘上面に被覆される石材の量が圧倒的

である事実は,円礫を利用して墳丘を構築すると同時に外表面を保護する葺石様の施設としての

意図が考えられる。

またS T12,13の 墳頂部に最大規模の石材を設置される点については本文中において標石とし

ての用途の可能性があることを指摘したが,弥生時代の墓制において標石を有する遺構は支石墓

に例がみられるのみである。しかしながら支石墓に標石を要するのは,主体部が地表面下に埋没

するためにその存在を視覚に訴える必要性があることに起因していると考えることが自然であろ

う。ところが集石墓は既に墳丘を有する点において視覚的なアピールを満たしていると言える。

しかも個々の遺存状態はともかく,全ての遺構にこの種の石材が認められなかづたことから,標

石としての性格はもとより,存在の有無が遺構の特殊性を意図することも念頭にいれておく必要

があろう。

S Tll～ 13,16,18に ついては封土を除去した後に,基盤層上面において土城が検出されてい

る。しかしながらS T12検 出の不整形な長楕円形の土拡については,検出位置が南部の墳裾下で

ある点から埋葬施設としての主体部であるとは考え難い。一方,他の 4基が有する土拡は全て墳

頂部直下に穿たれることから主体部と考えることが妥当であろう。ただし形態,規模は個々に異

なっており, とりわけS T18の第 1号主体部が最大規模を測る。また,こ れらの主体部は基盤層

を穿つただけの簡素な形態であり,壁面および床面には全 く他の施設を有しない。

主体部は埋土中に彩しい量の自然石を包蔵しているが, とりわけその上位に密集して堆積した

状態が認められる。これらは遺体の腐食に伴い封土中より沈下したものが大部分を占めていると

考えられるが,一部は遺体の埋納に用いられたものであろう。したがって土城の上位から検出さ

れた礫群については,蓋石様の性格を持ち合わせるのではなかろうか。

なお,基盤層直上には主体部としての上城および性格不明の土拡以外に施設を有しておらず,

方形周溝墓の周溝にみる埋葬施設と外部を区画する施設が設けられることがない。

(3)伴出遺物の特徴                             .
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墳丘上面と封土内部より多量の弥生土器片が出土している。しかも大部分が遺存状態の良好な

細片であることから,こ れらは墳丘の構築時に封土中および石材の間隙に人為的に投棄され,混

入したことが考えられる。特に墳丘上面において採取される遺物量が封土中に包蔵されるそれを

卓越している。

墳丘上面より出土した遺物について注目すべき点の第一はS T14,16,17の 墳頂部および墳裾

部において検出された土器群の存在である。これらの群を形成する遺物には原形に復することの

可能なものがあり,さ らに原位置を保っている。したがって遺構の構築時には,完形の遺物を埋

設したこと,あ るいは他所または出上位置において破壊した後に遺物を集積したことが考えられ

よう。この点については既に第 3節-3-⑤ -4伴出遺物概要の項に報告したが,S T14南西辺

部に埋設されていた5点の鉢形土器の遺存状態とは明確に異なる事実から,破壊した遺物を集積

して「供献」したものと結論付けた。

日常生活に不可欠な遺物を破壊することにより,実用性を抹消する意識はち土器棺として用い

られた壺形土器の頸部以上の部位を打ち欠くこと,あ るいは土器の胴 0底部に焼成後の穿孔を施

す意識に共通すると考えている。これらの意識はS Tllの墳頂部に倒立状態で埋設されてぃた頸

部以上の部位を欠いた壺形土器,S T12の墳丘上面より出土した大型の壺形土器の口縁部などに

も認めることができる。さらには多量に出土する弥生土器片についても,人為的に破壊した後に

混入したと考えられるのではなかろうか。

第二にS T14の 5点の完存する鉢形土器について考えてみたい。これらは全て口縁部を上にし

て南辺部および西辺部に埋設されている。もちろん墳丘構築時には露見していたことは疑う余地

はない。ところが土器内部に内容物が遺存していないことから実用に供せられたものか否かは明

らかにすることができなかった。しかしながらその配置がほぼ直線的なL字形を呈していること

から墳裾を明示する目的を有していたことは想像に難 くない。さらにその使途についてはいわゆ

る墓前における何らかの儀式に用いられたとすることが可能である。ただし,こ の仮説は実体を

有しないために安易な憶測の域を越えないものであることを明言しなければならない。

ここで主体部に包蔵される遺物が希少である点について触れておきたい。主体部の調査により

採取された遺物は少量の弥生土器片のみである。これらは遺体の埋葬時において土砂とともに混

入したと考えられ:冨J葬遺物として埋納されたものではない。これは特に畿内における弥生時代

の埋葬遺構が副葬品を有しない事実に共通する。

最後に伴出遺物の内容について検討を加える必要があろう。最多数を占める遺物は壺・甕 0高

杯 0鉢形土器,支脚形土器などの普遍的な弥生土器であるが,他に非日常的性格を有するいわゆ

るミニチュアの模造土器,器台形土器などが混在している。また製塩土器を包蔵する遺構をも存

在する。さらにこれらの土器類と土製品類に加えて少量の石器,石製品,鉄製品が伴出しており,

なかでもS T18の墳丘上面より出土した管玉は集石墓伴出の石製装身具類としては唯=の資料で
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ある。すなわち伴出する遺物の内容については日常的な生活遺物を主にするが,非日常的あるい

は非実用的な遺物をも若干混入していることが判る。しかも前者のなかにも製塩土器にみる特殊

な使途を有する資料が見出せる。

ところで本報告資料は弥生時代後期の埋葬遺構に日常的な遺物, とりわけ弥生土器の普遍的器

種を相当量伴出する例として類例は多くない。また後出する出現期の古墳に副葬される遺物が非

実用品と考えられる儀器類および特殊品を主とすることからも明らかに両者の間には副葬につい

ての意識の隔絶を認めることができる。

③ 善通寺市域の弥生時代後期の埋葬遺構例

本稿では 4稲木遺跡C地区の位置の考察に至る予備段階として,稲木遺跡に近接して立地する

同時期の埋葬遺構例の整理を行ないたい。しかしながら現善通寺市域において同遺構の調査例は

少ない。また筆者の怠慢により,既に滅失した遺跡についての情報の収集,お よび未報告資料の

調査はほとんど実施していないことをあらかじめ断っておく必要があろう。また第 1章第 3節 2

周辺の遺跡の項において詳述した遺跡については一部重複する。

(1)石川遺跡

善通寺市内に在住しておられ,当遺跡の資料を採集・保管されている盛岡俊秀氏よりの聞き取

り調査の結果,かつて土器棺 と考えられる大型の壺形土器が出土していたことが判つた。この遺

物については現在同氏の手元にないために,筆者は実見し得なかったが,氏の所有されるその他

の弥生土器の大部分が後期に属することから,こ の土器棺墓についても同時期に営まれた可能性

が強い。ただし不時の発見によるために遺構に関する記録類は一切存在していない。

(2)稲木遺跡D地区

前述の県道改良工事に伴う発掘調査により,弥生時代終末期の小型の竪穴式石室様の遺構 1基

と壺棺墓 1基,お よび埋葬遺構の可能性を有する周溝を穿つた遺構 1基が検出されている。特に

小型竪穴式石室様の遺構は長楕円形の土j/A‐ 内に人頭大の自然円礫を積上げて側壁を築き,遺体の

頭部に当たると考えられる短側壁面にのみ安山岩の板石を直立させている。床面の規模は長径182

cm,短径62cmを 測る。また検出時において既に側壁面の上位が露見したために,蓋石の存否およ

び上部構造の有無については全 く不明である。

なお本遺構出現に至る社会的背景については明らかにされていないが,稲木遺跡C地区に隣接

して所在する遺跡でありながら,両者に異なる埋葬形態が存在していたことに注目しなければな

らないであろう。

(3)九頭神遺跡

昭和62年度の調査により弥生時代後期末頃に構築された箱式石棺墓 1基 と小児壺棺墓 2墓が検

出されている。さらに不整長方形の平面形態を呈する集石遺構が調査されており,調査を担当さ

れた笹川龍一氏は墓様の性格を与えておられる。この遺構については前述の 3基の遺構よりも若

―-392-―



干遡る時期の遺物を伴出するが,や はり弥生時代後期に構築されたことが判る。これらの埋葬遺

構のなかでも特に注目したいのが箱式石棺墓と集石遺構である。前者は検出時において既に蓋石

の大部分を失っていたために,上部構造の詳細は不明である。側壁の材としては安山岩の板石と

砂岩の円礫が用いられており,短側壁が円礫のみで構築されているのに対して,長側壁には両者

が混用されている。この点から安山岩の不足を円礫で補ったことが推測できるが,周辺地域にお

いて同形態を有する遺構の存在は知られていない。後者は稲木遺跡の集石墓あるいは集石遺構に

酷似した遺構と考えられる。基盤層上面に自然石の円礫と弥生土器片を多量に集積するが,その

周囲および直下には他の遺構を伴わない。

現善通寺市域に分布する弥生時代後期の埋葬遺構を伴った遺跡のなかで,箱式石棺墓と土器棺

墓が共存する遺跡としては後述する仙遊遺跡が知られている。しかしながら両遺跡ともに調査範

囲に制限があるために遺跡の構造については未解決と言わなければならない。

“

)旧練兵場遺跡

遺跡の全体像が明らかでないことは既に紹介したが,従前から箱式石棺墓と土器棺墓に用いら

れたと考えられる大型の壺形土器が多数出土している。しかも広範囲に及ぶことから当地域にお

ける埋葬遺構を伴った遺跡としては最大規模を有するのではなかろうか。

151 仙遊遺跡

箱式石棺墓 1基 と小児壺棺墓 3基が調査されたが,後者のうち2基は破壊が著しいために資料

化されていない。箱式石棺墓は安山岩の板石を用いて床面,側壁面,蓋石を構築しており,内径

が長径166cm,短径48cmの規模を有する。使用された石材の多くには人面文,直弧文系の文様など

の種々の文様が線刻されていた。またSK-01と 呼称される壺棺墓の底部には焼成後の穿孔が 2

箇所に認められている。この穿孔の意図について笹川氏は葬送儀礼の性格を与えておられる。

(61 彼ノ宗遺跡

弥生時代後期から同終末期に至る小児壺棺墓の変遷がとらえられている。とりわけ終末期の竪

穴住居跡群との位置関係より,当該時期における小児の共同墓地形成の可能性が提示されている。

ただし集落に近接して墓地が営まれている点については稲木遺跡 C地区の構造に共通する要素と

考えられよう。   .

ところで,棺身に用いられた壺形土器は全て頸部以上を打ち欠いていることが判る。さらに棺

蓋は鉢形土器あるいは上胴部を破棄した壺・甕形土器が転用されている事実から,こ の埋葬手段

は当時の普遍的な形態であったことが改めて推察できよう。

3。 遺跡の構造について

① 集落の構造について

(1)住居跡の配置の問題
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集落と埋葬施設が営まれた地形は南北方向に軸を有する東西幅約130mの舌状の微高地である。

したがってS B01～ 04の 4基の竪穴住居跡はこの微高地上の西半部を占地していることが判る。

また県道西白方善通寺線の改良工事に伴う事前調査により,本遺跡は北方約200mの範囲を超えな

いことが判明したためS B05に隣接する住居跡が存在していると仮定しても,その数は希少であ

ると考えられる。すなわち本遺跡の集落の主体は微高地の西半部に存在することは否定できない

であろう。

そこで住居の立地の要因について考察してみたい。その第一は微高地東部に乱流する河川 (現

金倉川を含む)が存在していた点である。この点については本遺跡以東の現金倉川に至るまでの

地域において地割に規格性が認められない事実を一つの傍証資料とすることができるのではなか

ろうか。現存する地割の成立時期を比定する根拠は全 く存在しないが,堤防などの人工施設の設

置直前に至るまでは,河川は氾濫を繰 り返していたことが推測できる。さらに本調査時に実施し

た トレンチ調査においても9ラ イン以東の調査区は表土直下に河川堆積物と考えられる礫混じり

の砂層を確認している。したがつて住居の構築に際しては,冠水の危険性が高い東半部を避けて

西半部を選択したのであろう。

第二は生産手段の基盤である可耕地の問題である。既に当時の人々が鉄製農具の使用によって

扇状地の耕地化に成功したことについて述べたが,依然生産域の主体は水田化に適した海岸平野

であつたことが想像できる。しかも本遺跡の東方は河川の氾濫により冠水し易 く,砂礫の堆積が

著しいために安定した耕地とは考えられない。そこで北西方に拡がるシル ト層から成る海岸平野

部 (B地区)に生産域の存在を想定することができよう。すなわち居住域を生産域に連続して設

けるためには微高地の西半部を占地しなければならなかったのである。

(2)住居形態の問題

5基の住居跡についても個々の規模 と形態に差異が認められる。そこで本項ではこれらの差異

の起因する要素について述べる。

まず S B01～ 03は 相互に規模 と平面形態上の画一性がみられる。したがって既にモデルが存在

しており,規格的に構築されたことが推測できるのである。ところが S B04,05の 平面形態と規

模は前 3者のそれらとは明らかに異なっている。特にS B04が小型の規模を有している点とSB

05が大型の長方形の平面形態を呈する点が最大の特徴と言えよう。規模の差異については,取 り

も直さず居住人員数の差異と考えられるが,両遺構の所在地が居住域の中心部から隔絶した位置

にあることから,異質な人員構成が存在していたことも想定し得るであろう。しかしながら,こ

の点を伴出遺物から具体的に解明するには至らなかった。

次にS B01,05に おいてベッド状遺構が検出された。この点により同二集落内にベッド状遺構

の有無による構造の異なる2者が共存していたことが判る。構造上の差異は使途の差異の反映で

あると考えられるが, これを明らかにする資料は得られていない。
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ところで S B01のベッド状遺構は北壁面部のみに,S B05は北壁面部を除 く3壁面部について

設けられている。しかも後者が基盤層を穿って構築されているのに対して,前者は基盤層と異質

な土壌を用いていることから異なる技術によっていることが判る。

② 墓地の構造について

(1)埋葬遺構の配置の問題

本項においてはとりわけ特異な配置にある集石墓と壺棺墓について検討し,土城墓については

構築時期を比定することが難しいために論外とする。

既に両遺構の分布状況は本文中に略述した通 りであり,ま ず集石墓についてはA～ Cの 3グル

ープに大別することができる。ただし,個々のグループの成立要因とグループ相互の関連につい

ては本項では触れない。

ところで,集石墓と住居跡の配置の問題は後者が前者を取 り囲む位置関係にあることを予察し

たが,巨視点な観点に立脚すると集石墓は遺跡の東半部を占地していることが判る。すなわち集

石墓の構築位置は河川に近接する非耕地であったことが推測できよう。この点は後出する古墳時

代前期の古墳が,当時の経済基盤であったと考えられている水稲栽培に影響を及ぼすことを避け

たがために,尾根あるいは丘陵上に営造されたとする説に従うならば合理的に解説を加えること

が可能である。一方,弥生時代の墓制の研究者によっても配石墓と呼称される小型の自然石塊を

用いて構築された埋葬遺構の営造空間としては海岸の砂丘上などが選択されている事実が明らか
(註 17)

にされており,や はり非耕地の利用が考えられるのである。

次に壺棺墓の配置にみられる意図を明らかにしておく。 S T09,10を 除いて 2グループが存在

することは一目瞭然であるが,特に第 2群 (S T01,05,06,07)の 存在が特徴的であるもそれ

はS B04と の関連である。すなわち 3基 (S T01の 正確な出土位置は不明。)は明らかにS B04の

存在を意識して近接した位置に設けられたと考えられるのである。さらに棺材に転用されている

壺形土器の容量が小規模であることから,いずれも小児あるいは幼児の埋葬に用いられたことが

推測される。そこで,こ れらの事実から想起される事例としては縄文時代中期中葉の中部,西関

東地方に初源をみることができる埋甕と幼児甕棺墓がある。これらは死産児あるいは幼逝した小

児の埋葬に用いられ,住居の入口床面下などの人の出入りの多いところに埋設することにより,

早 く子供の魂が再び母親の胎内に宿ることを祈念した民俗事例に共通する意識の表われと考えら

れている。したがってS T05,06,07に ついても同様の意図により当該地に配置されたと考える

ことができるのではなかろうか。

(2)埋葬形態の問題

本文中および前項において埋葬遺構の形態と配置からみたグルーピングについて触れたが,

個々のグループの成立背景を明らかにすることはあえて避けた。そこで本項では集石墓という特

異な埋葬形態出現の社会的な背景についそ検討するとともに,上記の問題についても可能な限り
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言及しようと思う。

まず集石墓構築の意図を明確にしておく必要があるであろう。当遺構の構造における最大の特

徴が墳丘を有する点であることは前述の通りである。すなわち埋葬後においても遺構が地上に存

在することにより視覚的にアピールすることが可能になり,さ らには空間を占有することから被

葬者個人あるいは被葬者が生前属していた家族および集団の存在は後世へ物心両面の影響を及ぼ

すことが可能である。この点においては古墳の営造意図に同様ではなかろうか。

さて上記の意図に基づいて,本遺跡に居住していた人々が集石墓を構築したと仮定するならば,

周辺地域に営まれた埋葬遺構の性格とは明らかに異質であると言えよう。もちろんこの事実のみ

によって,本遺跡の特殊性についてまで言及することは極めて困難である。そこで以下に本遺跡

が周辺の遺跡群に比して卓越する事実を2点記述して当時の社会における特殊な位置付けの一端

に触れてみたい。

第一は鉄製農耕具,武器を保持する点である。すなわち耕地を拡大することにより生産力が増

大するとともに,戦闘による版図の拡大も可能である。

第二に銅鏡が出土している点があげられる。その入手経路が明らかでない以上,鏡を保持する

ことイコール所有者が特異な性格を有する者という図式は性急過ぎるであろうが,本遺跡の居住

者が宝器的性格の強い遺物を入手し得る立場にあったことは疑う余地はない。

したがって,こ こで乱暴な発言が許されるならば,周辺地域の集落に対して優位な位置にある

がために特異な埋葬形態を用いたことが推測できる。

ところで集石墓の配置にグループ性が認められる点について明確な回答を与える根拠は存在し

ていないが,一集落 (集団)内 における小集団 (家族)的な集合と考えることが妥当ではなかろ

うか。ただし,同一家族内においても幼児,小児あるいは若年の人物については壺棺墓として埋

葬されていることから集石墓の被葬者は特定個人であったことが考えられる。

また個々の形態と規模の面からはグループ相互の関係を明らかにすることはできない。しかし

ながらS T18(Cグループ)にのみ管玉の伴出がみられたことから,集団内においてよ
.り

優位な

人物の埋葬が行なわれた可能性が考えられる。

4。 稲木遺跡 C地区の位置

稲木遺跡C地区の主体は弥生時代後期後半頃の集落と墓地である。そこで本稿では,同時期の

現善通寺市域における本遺跡の存在意義と位置について展望する。

最初に遺跡の立地条件をめぐる問題から考察してみたい。既に報告した様に本遺跡は扇状地の

扇端部を占地している。この点は弥生時代前期の遺跡の立地条件に共通する事実であるが,前期

の人々が鉄製農耕具を有しないがために,可耕地を広い海岸平野に求めたであろうと推察される

のに対して,本遺跡に居住した人々は小海進による海岸平野の減少という環境変化に迫られなが
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らも,鉄製農耕具を入手し得たことから扇状地内部への集落の展開が可能になったことを仮想し

ている。この仮説は周囲の同時期の遺跡の大部分が完全に扇状地上に営まれている事実によって

傍証可能であると考えている。

ただし,本遺跡を完全に冠水の危険度の低い扇状地内部に営み得なかった理由については,ま

ず伏流水が利用できること,そ して河川と近接するために安定した耕作地の確保を目的とした場

合には海岸平野から離れ難かったことなどがあげられよう。

すなわち扇状地内部に立地する遺跡に比すると,は るかに河水の被害を被り易く,絶えず危険

と背中合わせの立地条件であるが,水利に恵まれていなかった弥生時代後期後半頃においては,

最も容易に水利を得ることが可能であつた立地条件であると言えるのではなかろうか。

次に出土遺構を観点として検討してみよう。特筆すべき遺構は 9基の集石墓である。既に本節

2T③に概観した様に現善通寺市域においては類似する資料は検出されていない。さらに周辺地

域においても類例を知 り得ない。したがって,本資料は極めて特殊な埋葬形態と考えることがで

きる。ただし,稲木遺跡D地区の資料にみる様に,従前から知られている墓制とは明らかに異な

る資料が増加していることが事実である。しかも個々の出現要因あるいは系譜などについてはま

だまだ未知な点が多い。本例についても上記の点について解決するには至らなかったが,類似資

料が愛媛県川之江市大江東宮石遺跡と徳島県三好郡足代東原遺跡において確認されていることだ

けを紹介しておきたい。

また,出現要因については,氾濫原に遺構を構築する以上,自 然石を用いる手段は自然な行為

と考えることもできよう。しかしながら,現状では本資料については一遺跡内においてその特殊

性から存在理由を検討することは可能であるが,遺跡外の周辺社会の中に位置付けることはまだ

まだ難しいことを報告しておく。

5。 集落の変遷

発掘調査により,本遺跡において初めて集落が形成されたのが弥生時代後期後半頃であり,そ

の後古墳時代後期あるいは平安時代初期に至って再び集落が営まれていたことが判明した。ただ

し正確に後 2者の時期に比定することの可能な住居遺構が存在しないことは本節 1に おいて報告

した通 りである。

上記以外の時期については奈良時代後半頃と古代以降の遺物が数点出土したのみであり,考古

学的研究方法によっては全 く空白時期と言わざるを得ない。しかしながら通説に従うならば,本

遺跡地は旧多度郡に属しており,現地形からもいわゆる方格地割による土地区画が施されたこと

が推測できるのである。したがって条里制施行以後においても,集落以外の目的により土地利用

が行なわれていことは十分考えられる。しかしながら,こ の点については文献調査を怠ったため

に明らかにできていない。同様なことは中世以降の土地利用の問題についても言える。調査開始
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時において既に水田と化していた事実のみを報告し得たに止まっており,近世・近代の様相は解

明するに至らなかった。筆者の怠慢として大いに攻められるべき点であると反省している。

以下に時代別の集落の変遷を検討する。

① 弥生時代

本遺跡の主体を構成する時期であるが,前期から後期前半頃までの遺構は未検出であり,後期

後半頃に至って突如として集落と墓地が出現する。この要因としては小海進により可耕地である

海岸平野が減少したために扇状地の開墾の必要に迫られたことを第 1章第 3節において推測した。

さらに本遺跡において:出土した鉄製農耕具の使用の必要性についても同土壌の掘削に不可欠であ

る点を指摘しておいた。

特 に鉄製農工具の使用の開始事実は,耕地の拡大以外に,砂礫により形成された基盤層におけ

る竪穴住居の掘削,あ るいは埋葬施設の構築用具として最適の利器と考えられよう。すなわち本

遺跡の集落の出現条件について地形的要因と鉄製品の使用の有機的関連を再度提示しておきたい。

確実に同時期の遺構 と考えられる主なものは竪穴住居跡 5基,集石墓 9基,壺棺墓10基である。

これらの集落構造については本節 3において触れたため,繰 り返すことは避ける。

② 古墳時代

弥生時代後期後半頃の集落が廃絶した後,古墳時代後期に至るまでは人間の活動の痕跡をみる

ことはできない。この点については弥生時代の遺構を被覆する堆積層が厚 く,しかも砂礫層を各

所にレンズ状に包蔵する事実から洪水などの自然の営力により居住地としては適さない条件下に

あつたことが考えられる。

当該時期の特筆すべき遺構はS X07,08である。炉跡の可能性を指摘したが,居住遺構を伴っ

ていなかった。

ところで,古墳時代後期以降に埋没したと考えられる掘立柱建物跡が 5棟検出されているが,

同時期の遺物を伴出した遺構はS B07の みである。したがって集落の存否について明確にする資

料は存在しない。

③ 平安時代

平安時代 (初期)の年代観はS X13(胞衣埋納遺構)伴出の銅銭の鋳造年代に拠っている。同

遺構については既に水野氏の研究成果を紹介したが,単独では存在しない性格を有する点から近

接して所在する掘立柱建物跡 2棟 (S B06,08)が共存していた可能性を示唆した。

④ 空白時期の問題

最後に本遺跡における空白時期の土地利用の解明の手掛かりとして,調査の契機となった条里

遺構の問題について若干触れておきたい。

現善通寺市域に方格の地割が現存することは従前より良く知られており,本調査の開始時期に

おいてもこの地割がいわゆる条里制の土地区画に基づくものではないか確認することを目的の第
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一に掲げて着手したことが事実である。

ところが,巨視的には方格に規格された現地割についても, ミクロな視点に立脚すると細かい

地割の乱れを認めることができる。そこで後者の視点から本遺跡周辺の微地形を観察すると,土

讃線軌道敷以西においては整然とした方格の地割が存在するが,軌道敷以東および現七王工業用

地以北においては規格性を有する土地区画を認めることができない。そこで現存する土地区画の

初現が考古学的あるいは文献史学的研究方法によって明らかにできていない以上,即断は危険で

あるが,本遺跡の軌道敷以東の地区 (C地区の主体を成す地区)に ついては方格地割が形成され

なかった可能性を考えてみたい。発掘調査によっても土地区画の存在を想起させる規格的な配置

の遺構を検出していない事実が存在している。

以下に全くの推察を述べて筆をおくことにする。河川 (現金倉川を含む)の流路が一定でなか

つた時期においては本遺跡地を区画することは不適当であったのではなかろうか。

(註 )

1.盛岡秀人氏により提唱された弥生時代後期後半 I～Ⅲ期に相当すると考えられる。盛岡秀人「畿

内第 V様式の編年細分と大師山遺跡出土土器の占める位置」網干善教他『関西大学文学部考古学

研究第 5冊・河内長野大師山』,1977年。

2.本稿に用いた「上田町式」および「西ノ辻式」の型式名は都出比呂志氏の編年観に拠ってい

る。都出,1974年。

3.潮見浩・藤田等「中国・四国」和島誠一他『日本の考古学』Hl,1966年 。

4.真鍋昌宏氏は上田町 I式 に併行する高屋 (期)の前段階に牟礼町原遺跡の資料を位置付けてい

る。真鍋昌宏「弥生後期末～古墳前期土器編年について」秋山他,1982年。

5。 氏の指摘は以下の通 りである。「 (略)明 らかに第五様式とすべき土器を土師器と扱うような論

文や報告書も日につくようになってきた。この混乱は (略)地域の異なる土器をいきなり比較す

ることからくるものである。」都出,1974年。

6.真鍋,1982年。において甕Cに 分類される遺物である。

7。 小西 0薦田・松野他,1984年。

8。 井藤暁子他『池上遺跡・四ツ池遺跡発掘調査報告書』第 2分冊土器編,1979年。

9。 廣瀬常雄『日本の古代遺跡 8香川』,1983年。に遺物実測図が掲載されている。

10。 藤田等「埋葬」和島他,1966年。

11.森貞次郎「埋葬」大場磐雄他『新版考古学講座』第 4巻,1979年。

12.近藤義郎「古墳以前の墳丘墓―楯築遺跡をめぐって一」「岡山大学法文学部学術紀要』38史 学

編,1977年。

13.甲元真之「弥生時代の墓制」大塚初重他『日本考古学を学ぶ』 (3),1979年。

14.西谷正「日朝原始墳墓の諸問題」井上光貞他『東アジア世界における日本古代史講座』第 1

巻,1980年。

15。 都出比呂志「墳墓」佐原真他『岩波講座日本考古学』第 4巻,1986年。

16。 例えば岩崎卓也氏は「埴輪起源論ノー ト」和歌森太郎他『日本文化史学への提言』,1975年。に

おいて,岡山県地方の弥生時代後期の埋葬遺構にみられる「供献土器」については墓前祭におけ

る「神人共食」の儀式に用いられたことを指摘している。

17.藤 田,1966年。

18.渡辺誠「埋葬の変遷」江坂輝爾他『古代史発掘 2縄文土器と貝塚』,1973年。
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19.石川士郎「り‖之江市大江・東宮石遺跡発掘報告書」『愛媛考古学』第 7号,1984年。同遺跡は金

生川河日の幅50m,長 さ600mの海岸砂丘上に立地しており,埋葬遺構と考えられる配石遺構が 4

基検出されている。なお,同資料については石川士郎氏 (川之江市松柏公民館)よ り多大の御教

示が得られたのでお礼申しあげるものである。

20.菅原康夫・小笠原賢『足代遺跡 (東原地区C調査区)現地説明会資料 (NQ l)』 ,1982年。同『足

代東原遺跡現地説明会資料B-2調査区を中心として (NQ 2)』 ,1982年。同遺跡は吉野川北岸の

河岸段丘上に形成された扇状地形の扇央部に営まれている。総数35基 の積石墓が検出されてお

り,弥生時代末から古墳時代初頭 (前期)に かけての構築年代観が与えられている。
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第26表 竪穴住居跡伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面 内 面 外  面

第94図

1

軽く横ナ
横ナデ。 横ナデ。 長石含む ÷強存。埋土中位(

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ハケロ(

石

ｏ
石，舗

長
英 ÷存。 埋土上位

`

3 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ 斜ハケロ
(細 )。

雲母細片
多量含む( ÷存。 埋土下位く

4 斜板ナデ ( 縦ハケロ 横指ナデ(

右上リタ
タキロ後,

横ナデ。

含
緻

を
精

粒
ず

砂
ま ÷存。 床面直上 (

5 斜板ナデ
`

縦櫛ハケ
目。 横指ナデ

`

櫛
'ハ ケロ 精緻。

口 縁 部 一
部 欠 くが
ほ ぼ 完 存

埋土上位

6 横ナデ。 横ナデ。 長石含む ( 底部完存 埋土中位

7 縦 板 ナ デ ( 縦ハケロ 長 石 ,石
英含む。

底 部 完 存

8 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
ナ

ｏ

耗
れ

摩
デ 斜ハケロ 石英含む

口縁部一
部欠くが
ほぼ完存(

9 横板ナデ
`

上
キ
横

，石″
復ｒアｏ

積
リ
ロ
ナ

石

ｏ
石，訥

長
英

口縁部一
部欠 くが
ほぼ完存

`

床面直上 (

目
原

ヶヽ
状

。

斜ノ
鰤
榊

縦指ナデ
石

ｏ
石，訥

長
英 完存。

横板 ナデ ( 縦板 ナデ 板 ナ デ
(簾状 )。

斜ヘラ削
り。

石

ｏ
石，訥

長
英 完存。

斜板ナデ
`

摩耗。
含
緻

を
精

粒
ず

砂
ま

口縁部÷
存。

斜 ナデ。 横ナデ。
横,斜 ハ
ケロ後,

横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

縦
後
デ

長 石 ,石
英含む。 ÷存。 礫群。

デ
痕

ｏ
縮師残す。＞

，
斜

目
。

縦

ケ
長 石,石
英含む。 底部完存 埋土上位

摩耗。

タ

ロ

。

詢舛ｍ
大粒長石,

石英含む。底部完存
`

礫群。

横ナデ後
ヘラ描鋸
歯文施す

横ナデ。 横ナデ。 長 石,石
英含む。

=存

。 埋土中位(

縦ヘラミ
ガキ。

斜ハケロ,

横ナデ。
長 石 ,石
英含 む。

頸部÷存埋土下位 (

摩耗。 横ナデ。 摩耗。
デ

　

。

ナ
耗

板
帷

長 石,石
英含む。 ÷存。 埋土上位 c

横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

横
後
デ

ロ

ナ
ヶヽ
横

縦
後
デ

縦板ナデ(

社
舛
乱

′ヽ ヶ

，夕
後
斜

ｏ

横
り
目
検
目

長石含 む( 完存。 床面直上
`

斜ハケロ 横 ナデ。 斜板 ナデ 縦ヘラミ
ガキ。

板 ナ デ
(簾状)。

縦ヘラミ
ガキ。

石

ｏ
石，舗

長
英

=存

。 埋 土 。
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第27表 竪穴住居跡伴出遺物観察表像)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第94図

22

横,斜板
ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ

`

縦ナデ。 斜板ナデ
`

斜ナデ。
長石,石
英含 む。

ほぼ完存 埋土上位 (

斜ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
デ
痕

ｏ

指獅残す。＞
縦ナデ。

デ
痕

ｏ

肝蜘残す。＞
長石含む

`

胴部,底
部完存。

横ナデ。 横ナデ。 縦,横ナ 縦,横ナ 縦,斜ナ
デ (指 頭
痕残す。)`

ナ
頭

ｏ
＞

，斜
鮨
射

縦
デ
痕

長石少量
含む。

胴部,底
部完存。

縦ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。

脚台部完
存。

埋土。

横ナデ。 横ナデ。 長石,石
英含む。

底部完存(

デ
痕

ｏ

伊師残す。＞
縦 ナデ。 石英含む 底部完存

`

埋土上位 (

斜板ナデ
(

横タタキ
目。

石英含む 底部完存
`

炉跡。

図９６

１

第

横ナデ。

横ナデ後 ,

一部縦,横

長島乳
含

横ナデ。
縦ハケロ
後,縦ヘ
ラミガキ

長石含む《
精緻。 ÷存。 埋土。

2 横ナデ。 (立上り)

横ナデ。斜̈ノ、ヶ口栃す。

デ
縦

ｏ

ナ

一部
デ
ｏ
＞

横
＜
ナ

ロ
ミ

，
。

ケ
ラ
後
デ

ハ
ヘ
キ
ナ

縦
縦

ガ
横

斜ハケロ 横ナデ。
石
含，量

石
少

ｏ

長
英
む

÷存。 床面直上で

3 横ナデ。 横ハケロ
縦ハケロ
後,横ナ
デ。

横ナデ。 横ナデ。 長石,石
英含 む。 ÷存。 埋土。

4 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜 ナデ。

，
　
，
セ
て

り

リ

タ

上
上
夕

（

右
左
横
目

長石,石
英含む。 ÷存。

雲母微細
片多量含
む。精緻(

÷存。

縦,横ナ 横,斜ナ 長石,石
英含む。 底部

=存

(

斜,横指
ナデ。

斜,板ナ
横指ナデ 横板ナデ( 長石含む ÷存。

斜指ナデ 横ナデ。 斜ハケロ(

斜指ナデ
(指 頭 痕
残す。)。

斜ハケロ
斜指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

長石,石
英含む。 十存。

横板ナデ〈縦板ナデく長石含む( 底部÷存

第99図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ( 横ナデ。 横ヘラ削

り。 縦ハケロ
雲 母 微 細
片 多 量 含
t,。 ÷存。

土器集中
部。

横ナデ。
縦,斜ナ

沈
竹

る
施

目
，約

は
数

。

刻
線
管
刺
す

長石含む
` 発存。 埋土。

3
(立上り)

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

t,司 Sり 積
ヘラ削り
(指 頭痕
残す。)。

縦ハケロ
長石,雲
母微細片
含む。

÷存。

4
斜ナデ後,

凹線施すc
横ナデ。

ロ
ナ

ケ
横

斜
後
デ

横 ナデ。
縦ハケロ
後,横ナ
デ。

横ヘラ削
り。 斜ハケロ(

斜ヘラ削
り。 横ハケロ

雲母細片
含む。精
lCl.

完存。 床面直上
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第28表 竪穴住居跡伴出遺物観察表13)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第99図

5

横ナデ後,

凹線 2条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

(上 )横ヘ
ラ削り。
(下 )縦ヘ
ラ肖Jり 。

縦ヘラ削
り。

縦ヘラミ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。

長石細片,

雲母細片
含む。

完存。
ペッド状
遺構床面
直上。

6 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ

残

下

ラ

臨

総

肖Ｕり
。

斜ハケロ 長石,石
英含む。

=存

。 土器集中
部。

7 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 縦,斜ヘ

ラ肖Jり 。
縦ヘラミ
ガキ。

縦ヘラ削
り。

縦ヘラミ
ガキ。

雲母微細
片含む。
精緻。

÷存。

8 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
後,横ナ 横ヘラ削

り。 縦ハケロ

砂 粒 を ほ
と ん ど 含
ま ず 精 緻 。

蓼 ぽ 響ミ

=弱

存。

第1∞図
9

横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残
す。

斜板 ナデ(

長石,石
英含む。

=存

。

斜板ナデ
(指 頭痕
残す。)

縦ナデ。 斜指ナデ〈斜ハケロ
石
含，量

石
多

ｏ

長
英

む
底部完存( 北東柱穴

t上司り積
板ナデ。
(下部)横
ハケロ。

創 離 。
縦指ナデ
(指 頭 痕
残す。)。

斜 板 ナ デ
長石,石
英含む。

底部完存
`

土器集中
部。

斜ヘラ削
り,縦 ,

横,斜ハ
ケロ。

斜ヘ ラ ミ
ガキ。

長石,石
英含 む。

底部÷存̀

縦指ナデ
`

縦 ナデ。 縦 ナデ。 剥離。
長石,石
英含む。

底部÷存̀

斜ヘラ削
り。

上
キ
板

左
夕

，
６

，
夕
後
デ

右
リ
ロ
ナ

長石含む 底部完存(

横ハケロ
横ハケロ
後,横タ
タキロ。

斜ハケロ

左上リタ
タ キ ロ
(指 頭痕
残す。)。

長石含 む 底部完存
状
面

ド
床

ｏ

ツ
構
上

ぺ
遺
直

斜ナデ。
横タタキ
目。

長石,石
英多量含
む。

底部完存
土器集中
部。

摩耗。
指頭痕残
す。

石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

底部完存

摩耗。 摩耗。 長石,石
英含む。 底部

=存

横 ナデ
縦ヘ ラ ミ
ガキ後 ,

斜ナデ。
長石含む 底部÷存̀埋土。

横ハケロ 縦板ナデ
`

横ハケロ 縦板ナデ 横ハケロ 斜板ナデ
`

長石,石
英含む。 十強存。

ベッド状
遺構床面
直上。

横ナデ。 横ナデ。
ほとんど
未調整。

長石,石
英含む。 ÷弱存。埋土。

横 ナデ。
指頭痕残
す。

指頭痕残
す。 縦板ナデ(

指頭痕残
す。

板 ナ デ
(簾状)。

指頭痕残
す。

長石,石
英含む。

口縁部を
一部欠く
がほぼ完
存^

第Юl図
26

摩耗。 縦ナデ。 縦ナデ。 斜ナデ。 斜ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む
`
金存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
大粒長石,

石英含む
`

÷存。
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第29表 竪穴住居跡伴出遺物観察表14)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内  面 外 面

第Юl図
28

斜ハケロ
後,縦板
ナデ。

縦板ナデ〈斜ナデ。
縦板ナデ
後,斜ナ
デ。

長石含む 底部完存く
土器集中
部。

横ハケロ
後,ナ デ

上
キ
縦

右
夕

，
ｏ

，夕
後
デ

横
リ
ロ
ナ

縦,横 ,

斜ナデ。

，
夕

，

ｏ

り

リ

ロ

デ

上
上

キ
ナ

左
右

夕
板

長石含む

を
く
完

部
欠

ぼ

縁
部

ほ

＾

口

一
が
存

埋土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

指頭痕多
数残す。

縦,横ナ 縦,横 ,

斜ナデ。
雲母多量
含む。

ほぼ完存
`

埋土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ハケロ 横板ナデ 縦ハケロ
石
が

，
む

。

石
含
緻

長
英
精

胴部以下
完存。

横ナデ。 横指ナデ 横指ナデく
指頭痕残
す。

指頭痕残
す。

指頭痕残
す。

指頭痕残
す。

長石,石
英含む。

完存。
状
面

ド
床

ｏ

ツ
構
上

べ
遺
直

横ナデ。 横指ナデ 横指ナデ
`

指頭痕残
す。

横ナデ。
指頭痕残
す。

横ナデ。
長石,石
英含 む。

完存。 埋土。

34
縦,横斜
ナデ。

斜板ナデ〈縦指ナデ 斜板ナデ
`

長石,石
英含む。

底部完存
`

土器集中
部。

斜ナデ。 斜板ナデ 縦指ナデ 斜板ナデ
`

長石,石
英含む。

底部完存(

第30表 竪穴住居跡伴出遺物観察表15)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部

内  面 外  面 内 面 外 面 内  面 外  面

第94図

16

横ヘラ削
り,斜ナ
デ。

横ナデ。
横ナデ後,凹線 1条
施す。 長石含む ÷存。 埋土下位

第lm図

20

全体に摩
耗。

シポリロ 縦ヘラミ
ガキ。

長石,石
英含む。

ほぼ完存〈

ベッド状
遺構床面
直上。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。 十弱存。埋土。

縦ナデ。
シポリロ

縦ヘラミ
ガキ。 横ナデ。 長石含む

脚部ほぼ
完存。

土器集中
部。

(註 )

観察表 (第 26～ 128表 )に は壺 。裂 。高杯・鉢形土器及び土師器.須恵器のうち普遍的な器形のみを一覧化している。
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第31表 山拡伴出遺物観察表

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出上位置

口縁端部
口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第1“図
1

横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り後,斜
ハケロ。

縦,斜ハ
ケロ。

雲母細片
含む。 ÷存。 埋土。

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。

ハ
黒

斜

ｏ
，目

。

縦
ケ
斑

斜ナデ。 縦ハケロ 雲母細片,

石英含む
`

÷存。

3 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

斜
後
デ

横ナデ。
縦,斜ヘ
ラ削り。 斜ハケロ 縦,斜ヘ

ラ肖Jり 。 縦ハケロ
雲母多量
含む。 完存。

4 摩耗。 摩耗。 石英含む
`

底部÷存(

5 横ナデ。 横ナデ。 斜 ナデ。
斜

ｏ

，
ロロロ

縦

ケ
指頭痕残
す。

キ
縦
目

′々
　

，
ルノ

タ
後

ハ

横
目
斜

石英少量
含む。 士存。
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第32表
・

第 1号集石墓伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第1『図
1

下
部

（
横

「
齢
動

目 後
，デ

。
＞
。

横

部

の

ア
ナ

デ
の
ケ
縦

・

‰
非
「

長石,石
英含む。 頸部÷存1 封土。

2 横ナデ。 横ナデ。
ロ

ヘ
キ

ケ
斜
ガ

ハ
　

，
ミ

斜
後

ラ

目

，デ

不

¨
嘩

け

ぃ

明 瞭＞
。

砂粒含ま
ず精lgl ÷存。

3 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

横
後
デ

ロ

ナ
ケ
横

ハ

，
（

斜
後
デ

長石含む《轟存。

4

斜ハケロ
後,横ナ 横ナデ。 長石,石

英含む。 士存。
主体部埋
土。

横ナデ。
摩耗著し

デ
前
の
目

けけ櫛は力ヽ。＞。

横ナデ。

(上部)斜
ヘラ削り
後,横ナ

(上部)横
ナデ。

長石,雲
母含む。 ÷存。 封土。

6 横ナデ。 横ナデ。

(上 部)斜
ナ デ(一
部縦ヘラ
削りか6)

(上部)斜
ハ ケ ロ
(細 )後 ,

横ナデハ

長石含む ÷存。

7 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む ( ÷存。

8

目

の横′、ヶ鰍原体＞。

目

，

。

ケ
後
デ

横″、翻
播

(上部)横
ナデ。

右
タ卿”キロ。

長石含む
` ÷存。

横ナデ。 横ナデ。
横 ナ デ
(粗 い調
整)。

弱いハケ
目(細 )後 ,

縦ナデ。

雲母細片
多量含むて÷存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
削
斜

へ
″依
デ

斜
リ
ナ

斜ハケロ
(極細)。

長石少量
含む。

=存

。 主体部埋
土。

11
摩耗著 し

横ナデ。 横ナデ。
石
母，雲

ｏ

石

，む

長
英
含 ÷存。 封土。

横ハケロ 横ナデ。 縦ハケロ 長石,石
英含む。 轟存。

指頭痕残
す。

摩耗著 し 長石,石
英含む。 底部÷存

斜板ナデて縦ヘラミ
ガキ。 雲母含む 底部完存て

いω絣̈
，
日

，

ｏ

積
ケ
簿
膵デ

ロ
ナ

ケ
横

縦
後
デ

長石,雲
母含む。

底部サ存(

縦指ナデて

ロ

ナ

ケ
縦

縦

後

デ
石英含む《底部÷存

ハ ケ ロ
(簾状)。

斜 ナデ。
雲母少量
含む。

底部完存(

横 ナ デ
(指 頭 痕

墜 蔀 髯 ,、

ケロ (細 )

目

，

。

ケ
後

デ

縦ノ、
翻

鮭

石

ｏ
，
拓Ｕ

石
含

長
英 底部完存

`

斜ハケロ
(太 )。

目

，

ｏ

ケ
後

デ

斜ノ、
細

鮭
長石含む 底部十存̀

削

↓
ヘラ
師

＞。

縦
り
上

縦ハケロ

稗乳
雲母少量
含 む。

底部完存
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挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内  面 外  面 内 面 外  面 内  面 外 面

第1“図
21

デ

デ

ナ

ナ

＞
ｏ

斜
鮨
力、。

デ
原
る

ナ
状
凛
」

縦
輌
陶
れ

雲母細片
含む。

底部ほぼ
完存。 封土。

斜ハケロ
(細・太の
2種 類
有。)。

ナ

ナ

ｏ

斜

指

ｏヽ
＞

一群
」
ア
デ

長石,石
英含む。

底部完存《

斜ナデ。 “神鰍ナデ。

横
夕
後
目
横

石

ｏ
，む
石
含

長
英 底部÷存〈

ハ ケ ロ
(簾状)。

指頭痕残
す。未調
整。

長石,石
英,雲母
含む。

底部完存
`

縦,横ナ
デ(ほ と
んど未調
整。)。

斜,横ナ
デ(ほ と
んど未調
整。)。

長石,石
英含む。

完存。 封土。

横,斜ハ
ケロ後,

横,斜ナ
デ

^

デ
痕

ｏ

肝蜘残す。＞

ハ
　

，
ナ

斜
後
斜

，
日

，

。

横
ケ
横
デ

デ
痕

ｏ

肝蜘残す。＞
長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

［中嗜．ナデヵ、。＞。
横 ナ デ。 ［一噺ナデヵ、。＞。

全面 に指
頭痕残す

横 ナ デ
(指 か。)。

横 指 ナ デ 長 石 含 む

存
端略疇部欠＞。全面に指

頭痕残す
`

斜ハケロ
(細 )後 ,

斜ナデ。

ナ
頭

ｏ
＞

瀾
鮨
射

斜
デ
痕

ロ

ナ
ケ
斜

ハ

，
ｏ

斜
後
デ

長石,石
英含む。 底部÷存〈

縦,斜ハ
ケロ(太 )`

縦ヘラミ
ガキ。

指頭痕残
す。

ナデ。(粗
い調整 )。

長石少量
含 む。

ほぼ完存

(胴 部÷
弱欠 )。

第1“図
32

横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

横
後
デ

横ナデ。 ［̈＜細＞後，ナデ。＜ノ、ヶ̈
(上胴部)

横ヘラミ
ガキ後,

横ナデ。

砂粒を含
まず精緻 ÷存。 主体部埋

土。

斜ナデ。
横ヘラミ
ガキ。

横ナデ。
縦ヘラミ
ガキ後,

横ナデ。

横

・
斜ヘ
ガキ′

含
緻

を
精

粒
ず

砂
ま ÷存。 封土。

34

横 ナデ後 ,

沈線上の
文様施 す c

横ハケロ
(細 )。

夕
後

ｏ

リ
ロ
デ

上

キ
ナ

右

夕
横

斜指ナデ
`

縦指ナデ 雲母含 むて÷存。

第33表 第 1号集石墓伴出遺物観察表12)

第34表 第 1号集石墓伴出遺物観察表13)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口  縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内  面 外 面 内 面 外  面 内  面 外 面

第1“図
30

ガ
横

ラ
忽
畿
ア

ヘ
キ
ナ

し
部
ミ
痕

ｏ

著

一
ラ
の
す

耗

ｏ
ヘ
キ
残

摩

い
に
ガ
跡

長石含む 杯部
=存

( 封土。

横
旨
，下

ハ

¨
「

板＞
。

＜
銅

ケ ロ
。

斜

後

デ

，
ロ

ナ

縦

ケ
横

長石,石
英含む。

脚部
=存

(
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第35表 第 2号集石墓伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内  面 外 面 内 面 外 面

第l10図

1
横ナデ。 横ナデ。 博姦展後'

文施す。
横ナデ。

縦ハケロ
(細 )。

長石含む
`
÷存。 封土。

2 横ナデ。 』̈̈中ナデ。
聰̈

ロ

ナ

ケ
横

横
後
デ

横ナデ後,

貼付突帯
(亥J目 施
す^)^

長石,石
英含む。

上
を

，存

立
バ分
が
完

縁
部
く
ぼ

口
り
欠

ほ

封土上位

3 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ミ
似
の
ナ

ラ
に
デ
横

ヘ
キ
ナ

，
（

縦
ガ
る
後
デ

長石,石
英細片含
む。

÷存。 封土。

4

横ナデ後,

櫛描波状
文4条施
す。

横ナデ後,

ヘラミガ
キ。

横ナデ。
長石,雲
母含む。 ÷存。

状

ｏ

波
す

描
施

櫛
文 横ナデ。 横ナデ。

大粒の長
石,石英
含む。

=存

。

6

横ナデ後,

櫛描波状
文施す。

ヘラミガ
キ。

横ナデ。
縦ハケロ
(細 )後 ,

ナデ。

長石,石
英,雲母
含む。

+存。

7

横 ナデ後 ,

ヘ ラ描鋸
歯文,貼
付文施 すで

横ナデ。
摩耗。

ハケロ。
(端部)横
ナデ。

石

ｏ
，む
石
含

長
英

=存

。

8

デ後
，嗣

，
凹線
」

ナ
ラ
文
条

横
へ
歯
１

横ナデ。 横ナデ。 長石含 む( 七存。

後
鋸
す

デ
描
施

ナ
ラ
文

横

へ
歯

ラ
蕉
曝
ア

ヘ
キ
ナ

縦
ガ
横

指 ナ デ
(粗 tゝ 調
整)。

長石,石
英含 む。 金存。 封土上位

`

横ナデ後,

沈線2条
施す。

鶴瑞」

板
横

ナ
残
有

横ナデ。
横板ナデ
後,横ナ
デ。

後

ミ
デ
ラ
　
。

ナ
ヘ
キ

横
縦
ガ

長石多量
含む。

=存

。 封土。

11 横ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
(細 )後 ,

横ナデ。
横ナデ。

縦ハケロ
(細 )後 ,

横ナデ。

石

ｏ
，
おり

石
含

長
英

=存

。

横ナデ。 横ナデ。
斜ハケロ
後,横ナ
デ。

縦 ハケロ 長石含む ( ÷存.′

横ナデ。
縦ナデ。
指頭痕残
す。

横ナデ。
9衡ろ

(兌

名ご爺}縦

(上部)横
板ナデ。
(下部)斜
ナデ

^

長石含む
` ÷存。 土城埋土 (

横ナデ。 横ナデ。
デ
調

ナ

ｔ
　
ｏ

横
網
勘

斜ヘラ削
り。

上
キ
斜
粗
＞
。

，石″後，烈雛

楔
リ
ロ
ナ
い

長石含 む サ存。 封土下位 (

横ナデ。 摩耗。
長石細片
含む。 ÷存。 土 l広埋土

横ナデ。 横ナデ。 縦ヘラミ
ガキ。

長石含む

か
ほ

ｏ

部
部
存

縁
肩
完

口
ら
ぼ

封土。

後
鋸
す

デ
描
施

ナ
ラ
文

横

へ
歯

横ナデ。 横ナデ。

砂粒をほ
とんど含
まない。

÷存。 封土下位
`

横ナデ。
沈線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

長石細片
含む。 ÷存。 封土上位く

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英多量含
む。

十存。

横 ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
縦ハケロ
摩耗著し

片
む

細
含

石
量

長
多 ほぼ完存 土城埋土

`
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第36表 第 2号集石墓伴出遺物観察表12)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内  面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第10図

21

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。

デ
ロ

呈

ナ

ヶ

を
＞
。

横
＜′
状

す

横ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 +存。 封土。

デ
ロ
体

ナ
ヶ
原
ヽ

横
＜′
状

か 』̈̈̈
＜縦′、ヶ先〔

(立上 部 )

横 ナ デ。
(立 _L部
以 下 )横
ナ デ

^

横 ナデ。
(立 上 部
以 下 )横

横ハケロ
後,横ナ
デ。(小 口
状原体。)

ロ

ナ

ケ
横

縦
後
デ

石

ｏ
，
む

石
含

長
英

頸部以上
完存。 土J広 埋土 (

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石
母
む

，雲
含

石

，片

長
英
細 ÷存。 封土上位 (

第11図

24
横ナデ。

横ハケLj

(端 部 は
ハケロ後,

ナデ6)。

ロ

ナ

ケ
横

縦

後

デ
横ナデ。 横ナデ.

長石,石
英含む。 ÷存。 ■l広 埋土て

横ナデ後,

凹線2条
施す。

ガ
横

ラ
律

，
ア

ヘ
キ
ナ

横ナデ後,

縦ヘラミ
ガキ。

ヘ
キ

横

ガ
主
ラ

縦ヘラミ
ガキ。

ほ
含
緻

を
ど
精

粒
ん
ず

砂
と
ま

+存。 封土。

後
条

デ
，
・　
。

ナ
線
す

横
沈
施

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ナデ後,

貼付突帯c

長石多量
含む。 十存。

横 ナ デ。 縦ハケロ 指頭痕残
す。

斜ハケロ 長石細片
含む。

頸 部 完 存 封 土 下 位 (

横ナデ。

目
け
刻
Ｊ

′ヽヶ鮒
樹鯖

縦
貼
突
目

縦ヘラ削
り。 横ナデ。 長石含む ( ÷存。 封土。

縦 ナデ。

ロ

ヘ
キ

ケ
縦
ガ

ハ

，
ミ

縦
後
ラ

横ナデ。
ヘ
キ

縦
ガ

長石,石
英含む。

頸部完存
`

横ナデ。

目

，

ｏ

ケ
後

デ

縦′、
細

齢

縦ハケロ
(太 )。

長石 ,石
英細片多
量含む。

頸部完存
`

封土上位

斜ハケロ
(口 縁部
直近横ナ
デ)ハ

ロ
ナ
部
顕

ヽケ
横
頸
点

＾

縦
後
デ
接
著

指頭痕残
す。

横ナデ。
長石細片
多量含む(

頸部完存
`

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 摩耗。 摩耗。

石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 長石含。 ÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 縦ヘラミ
ガキ。 石英含。

=存

。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 縦ハケロ
長石,石
英含む。 ÷存。

第IP図

36
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

横
下

へ

＾

卿ナデ。＜制加
縦ハケロ 長石,雲

母含む。 十存。 封土中位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 指ナデ。 縦ハケロ
片
む

細
含

母
量

雲
多 ÷存。

38 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ 縦ハ ケロ
(細 )。

雲母細片
含 む。 十存。 封土。

横ナデ。 横ナデ. 横ナデ。

横
下
指

蜘ナデ。＜脚戒
縦ハケロ 長石,石

英含む。 昔存。 封土中位 (

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
縦ヘラ削
り。

斜指ナデ
砂粒をほ
とんど含
まず精緻

`

十存。 封土。
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挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第112図

41
横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

斜ヘラ削
りか指ナ

上
キ
縦
目

横
，

右
”

目 後
，

一
＜細＞

。

精緻。 ÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 精緻。 ÷存。 封土下位

横ナデ。
横ハケロ
(細 )後 ,

横ナデ。
横 ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

夕
後

目

リ

ロ

ケ

上
キ
ハ

右
夕
縦

長石細片
含む。 ÷存。 封土上位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
指頭痕残
す。

縦ハケロ
後,ナ デ

`

雲母含む
`

=存

。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
指

ハ

，

。

縦

後

デ

縦ハケロ
(細 )。

ほ
合
】
ｏ

を
ど

い

粒

ん
な

砂

と
ま

+存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 斜指ナデ
`

指ナデ。
砂粒をほ
とんど含
まない。

÷存。

横 ナデ。
右上 リタ
タキロ後 ,

横ナデ。
横ナデ。 横ナデ。 縦板ナデ

`

横,左上
リタタキ
目。

砂粒をほ
とんど含
まず精緻(

÷存。

横ナデ。 横 ナデ。

デ

ケ
行

ナ

ハ
先
一―

斜
酬

目

肛

右
．

Ｌリ タ
編

後
，

縦ヘラ
ミガキカヽ。

砂粒をほ
とんど含
まず精緻

頸部
=存

`

封土上位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
痕牌蜘残す。＞

摩耗。
長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 斜ハケロ
長石,石
英細片含
む。

肩部÷存̀土,広 埋土

後
条

デ

ー

ｏ

ナ
線
す

横
沈
施

横ナデ。 横 ナデ。

ロ
ナ

ケ
横

ハ

，
（

斜
後
デ

横ハケロ̀
(タ タキ
目が先行
か。)

砂粒をほ
とんど含
まず精緻(

+存。 封±。

後
条

デ
ー

ｏ

ナ
線

す

横
沈
施

横ナデ。 横ナデ。
(上部)横
ナデ。

(上部)縦
ハケロ。
(細。)

長石含む

=存

。

粗い成形,

調整。

デ
調

ナ

ｔ

。

横
佃
勘

指頭痕残
す。 縦指ナデ 縦ヘラミ

ガキ。
長石含む 十存。 封土上位 (

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
雲
含，量

石
少

ｏ

長
母

む
÷存。 封土。

第lB図

55
摩耗。 摩耗。

縦ヘラ削
り。

摩耗。
長石多量
含む。 十存。

横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ 横ナデ。 長石含む ÷存。 封土上位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 縦ハケロ
雲母細片
含む。

頸部
=存

`

封土。

58 横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜ナデ。

ロ

ナ

ケ
斜

縦

後

デ
長石含 む ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

長
英
む

の
石
含

量

，母

多
石
雲 サ存。

横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
横ハケロ
(太 )後 ,

横ナデ。

縦ハケロ
(細 )後 ,

横 ナデ。
雲母含む ÷存。

第37表 第 2号集石墓伴出遺物観察表(3)
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挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第li3図

61
摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残

す。 斜ハケロ 長石,雲
母含む。

=存

。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
(上部)斜
ヘラ削り̀ 縦ハケロ

雲母細片
多量含む ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む ÷存。 封土上位

横ナデ. 横ナデ。 横ナデ。
(上部)縦
板ナデ。

キ
縦

ｏ

ルノ
　

，ロロ］

夕
後

ケ

斜
ロ

ハ

ほ
含
緻

を
ど
精

粒
ん
ず

砂
と
ま

÷存。 封土中位
`

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
(細 )後 ,

横ナデ。

縦,横 ,

斜ハケロ̀
縦ハケロ
(細 )。

片
精

細

ｏ

母
む

雲
含
緻 十存。 封土上位 (

横ナデ。
デ
原

ナ
状

。

横
鰤
的

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
(細 )。

長石細片
含む。 ÷存。 土

'広

埋土 (

横 ナ デ。 横ナデ。 横 ナ デ。
縦 ハケロ
(細 )後 ,

横 ナデ。

横ハケロ
(細 )後 .

横ナデ。

縦ハケロ
(細 )。

指頭痕残
す。

長石含むく
精緻。 ÷存 封 土 上 位 〈

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 指ナデ。 縦ハケロ
(細 )。

片

む

細
含

母
量

雲
多

=存

。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜横ナデ( 縦ハケロ〈 雲母含む ( ÷存。 封土。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 雲母含む(

精緻。 ÷存。

横 ナデ後 ,

沈線 2条
施 す。

横ナデ。 横ナデ。 長石少量
含む。

=存

。

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。 縦ハ ケロ 石英含む 十存。 封土上位

横 ナデ。
横ハケロ
(細 )後 ,

斜ナデ。

目

，
。

ケ
後

デ

縦′、
棚
け

長石,雲
母含む。 ÷存。 封土。

横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
斜指ナデ
(不明瞭)

斜 ナ デ
(不明瞭)(

雲母含む ÷存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 斜指ナデ
`

縦ハケロ 長石含む 昔存。

図１１‐

７６

第 (下部)横
ハケロ。

(下部)縦
ハケロ後,

縦ヘラミ
ガキ6

横ハケロ

ロ

ヘ
キ

ケ
縦
ガ

ハ
　

，
ミ

縦
後

ラ

長石,石
英多量含
む。

底部完存 封土上位
`

縦板ナデ 縦ハケロ
(細 )。

雲
含
緻

，片
精

石
細

ｏ

長
母
む

底部完存 封土。

縦ヘラ削
り。

縦ハケロ
(細 )。 (底

部)タ タ
キロか^

雲母含む
`精緻。 ÷存。

縦,横 ,

斜ハケロ
(2種 )。

斜ハケロ
(細 )。 (底

部)ハ ケ
目。

雲母多量
含む。 ÷存。

縦指ナデ
`

縦指ナデ
ほ
含

ｏ

を
ど
い

粒
ん
な

砂
と
ま

=存

。

第38表 第 2号集石墓伴出遺物観察表14)
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第39表 ‐第 2号集石墓伴出遺物観察表15)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第11図

81

縦,斜ハ
ケロ。

日

，の
ラ

。

ケ
後
部
ヘ
キ

縦ノ、
⑩
軒
礫
ジ

長石,石
英含む。 ÷存。 封土中位

ロ
ラ
キ

６

ケヽ
ヘ
ガ
鋤

計
後
，ミ
げ

斜ハケロ 長石含むて底部完存{ 封土。

斜板 ナデ
`

縦,斜ハ
ケロ。

石

ｏ

，
上卍Ｕ

石
含

長

英 底部完存(

摩耗著し 縦ヘラミ
ガキ。

長石,石
英多量含
む。

底部完存(

ハ ケ ロ
(簾状)。

横
後
デ
粗

ｏ

紘
増
ル
①
離

長石含む
`

=存

。 封土上位|

(下 部)斜
ヘラ削 り(

(下 部)縦
板ナデ。

指
す卿醐

上

キ
板

ヘ
キ

左

夕

，

，ガ

①

嘘
聯

″

共

雲
含，片

石
細

ｏ

長
母
む

底部完存

(下 部)斜
指ナデ。

縦ハ ケロ
(細 )。

ラ
筵
蜃
ア

ヘ
キ
ナ

縦

ガ
斜

縦ハケロ
(細 )。

長石含む ( 底部完存 封土。

縦 ナデ。 斜ハケロ 斜板 ナデ
`

縦ハケロ 砂粒を含
まず精lgl(

胴部÷存
底部完存

縦指ナデ 縦 ハケロ 長石含む (

=存

。

縦,横ナ
デ(板 状
原体か。)

右上リタ
タ キ ロ
(太 )。

長石含む 底部完存 封土下位 (

横,斜指
ナデ。

横,斜指
ナデ。

ほ
含

ｏ

を
Ｆ
」
い

粒

ん
な

砂

と
ま

÷存。 封土上位 (

デ
痕

ｏ

肝師残す。＞
斜ナデ。 長石含む 底部完存( 封土。

斜指ナデ
斜

ｏ

，
日ロロ

縦

ヶ

長石,雲
母少量含
む。

÷存。

横
目
原

調
ケ
状

。

σ
ハ
鰤
困

縦
デ卿蹄

横ハケロ
縦,横指
ナデ。

長石含む ÷存。

摩耗。

キ

ま″
帳
＞。

横
目

で

長石多量
含む。

底部完存〈封土上位

目
底

ナ

ヽヶ
＞
ｏ
＜

板

斜′
伏
調
九

摩耗。 長石含む ÷存。 封土。

櫛状原体
による縦 ,

斜ハ ケロ
後.ナ デ′

縦 ハ ケロ
(不明瞭 )(

長石,石
英少量含
む。

=存

。

縦,斜板
ナデ。

上
キ
斜

右
夕

，
ｏ

，
夕
後
デ

横
リ
ロ
ナ

雲母含む ÷存。

斜ハケロ 斜板ナデ(

長石,石
英含む。 ÷存。

斜指 ナデく
(底 部)指
頭痕残す (

斜ナデ。 石英含む ( 底部完存
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第40表 第 2号集石墓伴出遺物観察表(6)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第114図

101

斜,横ナ 縦ハケロ
(細 )(底
まで)。

石英含む 底部完存
`

土jrA埋 土
`

斜ハ ケロ
(細 )。

斜 ナ デ
(粗 い調
整)。

長石含む 底部完存( 封土。

指頭痕残
す。

縦ヘラミ
ガキ後,

横ナデ。

ほ
含
緻

を
ど
精

粒

ん
ず

砂

と
ま

底部完存《

横指ナデ
`

摩耗。指
頭痕残す(

石英含む 底部完存
`

第115図

105

縦ヘラミ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。

石英多量
含む。 底部完存

`

封土上位(

(下部)縦
ヘラミガ
キ。

(下部)縦
ハケロ。

長石,石
英含む。

底部完存
`

(下 部)横
ナデ。指
頭痕残す

(下 部 )縦
ナデ。

長石細片
少量含む

脚台部完
存 。

封 土 。

榊斜ノ、ヶ口̈板ナデ。

(下部)縦
ハ ケ ロ
(細 )。

ハ ケ ロ
(簾状)。

縦ハケロ
長石少量
含む。

底部完存く

脚台部÷
存。

縦指ナデ 指頭痕残
す。

ほ
含
緻

を
ど
精

粒

ん
ず

砂

と
ま

一九部ム
ロ

ｏ

脚
存

指頭痕残
す。 摩耗。 長石含む

脚台部ほ
ぼ完存。

旧
３０

剃
１

横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

横

後

デ
横ナデ。

横,斜ヘ
ラミガキ

横 ハケロ
(細 )。

長石少量
含む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

横

後

デ

長石,石
英含む。 希存:

横ナデ。 横ナデ。

横
ラ

。

，
ヘ
キ

縦
縦
ガ

縦ベラミ
ガキ。

横
ラ

。

，
ヘ
キ

縦
斜
ガ

長石含む ÷存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 斜ヘラミ
ガキ。 摩耗。

ほ
含

ｏ

を

ど
い

粒

ん
な

砂

と
ま

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ
`

縦ハケロ 長石含む ÷存。 封土上位

摩耗。

ロ

ナ
ケ
横

横

後

デ
横ナデ。

斜ハケロ
(細 )後 ,

縦ヘラ削
り。

後 ,一 部 斜

長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 不明瞭。

右上リタ
タキロ後,

斜ハケロ
(lfΠ )^

雲母多量
含む。 金存。

ケヽロ
＞後

，ガ
卿

計
柵
斜
ぃ

斜ハケロ
(細 )後 ,

縦ナデ。

横ハケロ
(細 )後 ,

縦ナデ。

横ハケロ
(細 )後 ,

斜ナデ。

長石,石
英雲母細
片多量含
む

^

÷存。

138 横 ナデ。 摩耗。
ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
長石含む ( 金存。

横ナデ。
横タタキ
目。横ナ 縦ハケロ 縦板ナデ《

長石細片
含む。 ÷存。
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第41表 第2号集石墓伴出遺物観察表171

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口 縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内  面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第15図

111
横ナデ。

後
文
竹
施

け
酔
［
中

九

横ハケロ
後,ナ デ
か 。

縦ヘラミ
ガキ。 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

ハ

，

（

斜

後

デ

砂粒をほ
とんど含
まず精緻

`

口縁部÷
存。

封土上位

横ナデ。
横ナデ後,

凹線 4条
施す。

横ナデ。 摩耗。
横ナデ後,

斜ハケロc

砂粒をほ
とんど含
まない。

=存

。 封土。

横ナデ。 横ナデ。
横ヘラミ
ガキ。

斜ヘラミ
ガキ。

砂粒をほ
とんど含
まず精緻(

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

雲
含
緻

，片
精

石
細

ｏ

長
母
む

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 ヘ
キ

斜
ガ

砂粒をほ
とんど含
まない。

=存

。 封土上位
`

摩耗。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ほ
合
】
ｏ

を
ど
い

粒

ん
な

砂

と
ま

口縁部完
存。 封 土

縦ヘラミ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。

日

，ミ
一
デ

ケ
後
ラ

。ナ

斜′、
⑩
終
替
締

縦 ハ ケロ
(細 )後 ,

縦 ヘ ラ ミ

蘇 轟 ゝ アく

石
含，量

石
少

ｏ

長
英
む

÷存。 封土上位

摩耗。 摩耗。 摩耗。
斜ハケロ
(太 )。

長石多量
含む。

=存

。

斜ナデ。 斜ナデ。
斜,横ナ

斜ナデ. 石英含む ÷存。

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

縦ヘラミ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。

長石多量
含む。 轟存。

(上部)縦
板ナデ。
(下 部)横
ナデ^

縦
ガ
下

ヘ
キ

¨
一

キ
。

＜
動
神

長石,石
英含 む。

脚部÷存̀封土。

(上部)横
′ヽケロ。
(下部)横
ナデ

^

縦
後
下
ナ′̈、ヶロナデ。＜ぃデ。

横ナデ。
長石,雲
母細片含
む。

脚端部÷
存。

斜ナデ。 縦ヘラミ
ガキ。 内外面とも横ナデ。

砂粒 をほ
とん ど含
まない。

欠
部
度

を
脚
存

ｏ

部
が
遺
良

端
く
の
は

封土上位
`

横ハケロ 縦ヘラミ
ガキ。

長石,石
英少量含
む。精緻

`

脚部完存
`

封土。

シポリロ
横ナデ。

縦
□
下
ケ

部
ケ

＞
ｏ枠
細

＜
．
‐．

（
吠
詢
駅

横ナデ。
長石,細
片多量含
む。

÷存。 封土上位(

横ナデ。

後
錮
半
文

デ
描

，管

ｏ

ナ
ラ
文
竹
す

横

へ
歯
裁
施

横ナデ。
砂粒をほ
とんど含
まず精緻

`

=存

。

横ナデ。 ”後，ヘラ鵜施す。

縦
目
描
半
文

横ナデ。
ほ
合
】
ｏ

を

ど

い

粒

ん

な

砂

と

ま

=存

。

斜ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。 横ナデ。 雲母含む ÷存。 封土。

斜ハケロ
後,斜ナ
デ。

斜ナデ。 雲母含む( ÷存。
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挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕・ 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内  面 外  面

第16図

140

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

横ナデ。
横ナデ後,

波状にヘ
ラミガキ。

含
緻

を
精

粒
ず

砂
ま ÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ヘラミ
ガキ。 摩耗。 雲母含む

`

小片。

横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜ハ ケロ( 縦ハケロ
長石,石
英含む。

を
ほ
完

部
が
ど

縁
く
ん

＾

口
欠

と
存

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 ”̈枷̈『一
縦 ハケロ

長石細片
少量含む

`

÷存。

横ナデ。
横ハケロ
後,横ナ
デ。

ロ

ナ

ケ
横

縦

後

デ
斜ハケロ̀ 縦ハケロ

(細 )。
摩耗。

指頭痕残
す。(底 )

指ナデ。

長石細片
含む。

田
部

形

一　
ｏ

完
縁
欠

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 縦板ナデ
(

削
縦

へ
″依
デ

縦

リ
ナ

指頭痕残
す。

長石細片
含む。 ÷存。

横 ナデ。 横ナデ。
デ
痕

ｏ
指師残す。＞

横ナデ。 石 英 含 む ÷存。 封 土 上 位
`

摩耗。
横 タタキ
目。摩耗

`

摩耗。
横タタキ
目。摩耗(

長石,石
英含 む。

口縁部 を
欠 くがほ
ぼ完存。

封土。

摩耗著し 摩耗著し 長石多量
含む。 ÷存。

第lr図

149
(下部)斜
ハケロ。

縦

ｏⅧ錆
指頭痕残
す。 縦指ナデて

砂粒 をほ
とん ど含
まない。

底部完存《

縦ヘ ラ削
り。(下 一

上 )

斜ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英多量含
む。

底部完存
`

土
'広

埋土

へ
後
目

縦

リ
ケ

縦ハケロ
縦ヘラ削
り。指頭
痕残す。

縦ナデ。
長石,雲
母含む。

胴部÷弱
存。

封土。

斜ハケロ
(太 )。

縦ハケロ
(底 )焼成
前穿孔 4

子Lぉ

長石,石
英含む。 底部完存(

縦指ナデ〈縦板ナデ 長石細片
含む。 底部完存(

横ナデ。

ロ

ナ

ヶ
縦

横

後

デ

キ

。
″
ω

横
目

(上部)縦
ナデ。

(上部)縦
ハケロ。

砂粒をほ
とんど含
まず精緻で

十存。 封土下位て

横ハケロ(

横ナデ。
横ナデ。 横 ナデ。

一部斜ハ

ケロ後 ,

横ナデ。
長石含む ÷存。

第42表 第 2号集石墓伴出遺物観察表(8)
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第43表 第 3号集石墓伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出上位置

口縁端部
口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第lm図

1
横ナデ。 横ナデ。

縦ハケロ
後,横ナ
デ。

横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

以
形

へ

＾

岬動前‐こ斜知

縦ハケロ
後,横ナ 長石多量

含む。

=存

。 西部墳裾 |

2

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
縦,斜ハ
ケロ。

長石,雲
母細片多
量含む。

÷存。 封土下位
`

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 粗い調整(

縦ハケロ
(太 )。

長石含む( 頸部÷存封土上位
`

4

横ナデ後,

凹線 2条
施す。

横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

横 ナ デ
(板 )。

一ア
ケ

＞
。

縦＜縦′、晰
長石含 む〈十存。 封土下位〈

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

デ
施

ナ
ロ

＞
。

横
例
す。

横ナデ。 横ナデ。
斜ハケロ
(細 )後 ,

斜ナデ。
長石含む( ÷存。

6 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む
( ÷存。 封土中位

7 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石細片
含むが精
lgl.

÷存。 主体部埋
土。

8

横ナデ後
沈線 3条
施す。

横ナデ。 横ナデ。
長石細片
含む。

=存

。 封土中位 (

9 横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。

=存

。 封土。

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
砂粒をほ
とんど含
まず精緻(

=存

。 封土中位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
長石,石
英含 む。 ÷存。

主体部埋
土。

横ナデ。
横 ナ デ
(摩 耗)。

横ナデ。
片細

ｏ

石
む

長
含 t存。 封土中位

`

鴫
ナ
原
る
５

¨
後
．

横
剛

は
線 ４

，一

相
付
デ
体
沈
〓

ロ

ナ
ケ
横

横
後
デ

横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。 封土下位

`

横ナデ。 横ナデ。 け＜摩耗。
長石,石
英含む。 ÷存。 主体部埋

土。

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 縦ヘラミ
ガキ。

長石多量
含む。 ÷存。 封土上位

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石含 むく÷存。 封土下位 (

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
長石,石
英含む。

=存

。 封土。

横 ナデ。
横 ナ デ
(摩耗)。

横ナデ。
(摩耗。)

横ナデ。 横ナデ。 長石含むて士存。 封土上位(

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 長石含む
` ÷存。 封土。

横ナデ後,

竹管文施
す。

剥落。 剥落。 長石含む(

=存

。 封土下位
`
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第44表 第 3号集石墓伴出遺物観察表鯰)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内  面 外 面 内 面 外 面

第lm図

21

後
鋸
す

デ
描
施

ナ
ラ
文

横
へ
歯

横ハケロ 横ハケロ 横ハケロ
横ハケロ
後,横ナ
デ。

長石,雲
母細片含
む:

÷存。 封土上位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石,雲
母細片含
む。

÷存。

横ナデ。 摩耗。 摩耗。
石

ｏ
，む
石
含

長
英 ÷存。 封上下位て

横ナデ。 横ハケロ 横ナデ。 指ナデ。 縦ハケロ 石英含む ÷存。

横ナデ後,

沈線 2条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ

ロ

ナ

ヽ ヶ
行＞

。

横

＜ノ
先

長石,石
英含む。 ÷存。 封土中位で

デ
状け回原体＞。

ロ

ナ

。

ケヽ
横
褥

横
後
デ

横ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。 封土。

横 ナ デ。 横 ナ デ。 摩耗。 長石,石
英含む。

=存

。 封 上 下 位
`

第121図

28
横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

長石,雲
母細片含
む。

÷存。 封土中位て

横 ナデ。 横ナデ。

デ
縦
ガ牌＜一部林キ＞。

長石多量
含む。

=存

。 封土上位〈

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む
`

=存

。 封土中位で

横ナデ後,

櫛描波状
文施す。

ロ
ナ

ケ
横

斜
後
デ

横 ナデ。
長石,石
英含む。

存
１

一
５ 封土上位 (

後
波
条

デ
描
２

ｃ

ナ
ラ
文
す

横
へ
状
施

横 ナデ。

斜
後
デ

ケヽロ
横ナ 長石含 む

` ÷存。 封土。

横 ナデ。 ヘ
キ

横
ガ

横 ナ デ
(斜 ハ ケ
目先行 )。

長石含 むて発存。 封土下位
`

34

横ナデ後,

ヘラ描波
状文施すc

斜″ヽケロ
後,横ヘ
ラミガキ

斜ハケロ
ほ
含
緻

を
ど
精

粒
ん
ず

砂
と
ま

口縁端部
を欠 くが

÷存。
封土上位 (

横 ナデ。 横ナデ。
摩耗。沈
線施す。

長石細片
含む。 ÷存。

横ナデ。
横 ナ デ
(摩耗)。

横 ナ デ
(摩耗)。

長石含む ÷存。

(立上 部 )

横 ナ デ 。
(立 上 部
以 下 )横
ナデ。 』̈̈”』

指ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

長石多量
含む。 十存。

38 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石多量
含む。 士存。 封土。

横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

斜
後
デ

ロ

ナ
ケ
横

斜
後
デ

指 頭 痕
(粗 )残 す(

斜ハ ケロ
砂粒をほ
とんど含
まず精lgl(

÷存。 封土中位

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
後,横ナ
デ。

長石,石
英多量含
む。

÷存。 主体部埋
土。
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第45表 第 3号集石墓伴出遺物観察表13)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第21図

41
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

長石細片
含む。

=存

。 封土中位
`

長石多量
含む。 十存。 封土上位

`

ロ

ナ
ケ
横

横
後
デ

縦ハケロ
ほ
含
緻

を
ど
精

粒

ん
ず

砂

と
ま

頸部÷存封土。

横 ナ デ
(弱 )。

縦ナデ後,

横ナデ。

後

ｏ

デ

デ

ナ

ナ

縦

横 縦ナデ。 縦ハケロ
指頭痕残
す (未 調
整)。

斜ハケロ
(不明瞭)。

長石含む
`

頸部÷存封土下位 (

横板ナデ,

縦ハケロ,

斜ヘラ削
り。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

少量の長
石,石英
含む。

体部÷存

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
指頭痕残
す。

突帯貼付
後,横ナ
デ。

長石含む( 十存。 封土。

デ
痕

ｏ
け蜘残す。＞

縦ナデ。
ヘラ描絵
画 (ハ ケ
先行か。)

長石含む
`

精緻。 rEsfl+r? 封土下位〈

指ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

砂粒をほ
とんど含
まず精緻(

!E*[+.

横ナデ。
後

ミ
デ
ラ
　
。

ナ

ヘ
キ

横
縦

ガ

長石多量
含む。 ÷存。 封土。

縦ナデ。
摩 耗 (細
筋ハケロ
か。)。

長石,石
英含む。 洗存。 封土中位く

第12図

51
横ナデ。 横ナデ。 横ハ ケロ( 縦指ナデ

石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

=存

。 封土下位て

横ナデ。 横ハケロ 縦ハケロ 剣落。 縦ハケロ
長石多量
含む。 金存。 封土中位

`

横ナデ。 横ナデ。 縦,横ナ 縦ヘラ削
り。

縦 ナ デ
(4ヽ 口 1大

原体)。

長石含む̀ ÷存。 封上下位〈

横ナデ。 横ナデ。

ロ
デ
痕

ｏ

け後，ナ獅残す。＞
縦ヘラ削
り。

縦ハケロ
(小 口状
原体)。

長石含 む (

砂粒 ほ と
ん ど含 ま
ない。

÷存。 封土上位(

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
デ
痕

ｏ

け蜘残す。＞
斜ナデ。 石英含む〈

=存

。 封土下位(

横ナデ。
縦ナデ後
横ナデ。

横ナデ。 縦ナデ。
縦ハケロ
(月 ロヽイ犬
原体)6

長石細片
含む。 七存。 封土中位(

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ 摩耗。
雲
多

ｏ

■
片
む

石
細
含

長
母
量

尭存。 封土上位(

横ナデ。
目
状横ノ、ヶ卿原体＞。

横ナデ。 斜指ナデ
縦ハケロ
(小 口状
原体)。

長石含む( ÷存。 封土中位(

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
痕

ｏ

け蜘残す。＞
針
硼

，
口口］

縦

ケ

片
精

細

ｏ

母
む

。

雲
含
緻

=存

。 封土上位(

横 ナデ後 ,

沈線 1条
施 す。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

横ナデ。
(細 筋縦
ノ)ケ ロ先
イ予6)。

指頭痕残
す。

縦ハ ケロ
(細 )。

雲母細片
多量含む
精緻。

÷存。
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第46表 第 3号集石墓伴出遺物観察表(4)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置

口縁端部

口 縁  部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内  面 外 面 内 面 外 面

第12図

61
横ナデ。 長石含む ÷存。 封上下位i

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

斜ハケロ
雲母細片
多量含む(

精lgl。

士存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

む
と
ま

。

含
ほ
含
徴

石
粒

ど
精

長
砂

ん
ず

希存。 封土中位

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

長石含む
`

砂粒ほと
んど含ま
ず精徴。

t存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ
斜ハケロ
(細 )。

石

ｏ
，
む

ｏ

石
含
徴

長
英
精 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ6
指,板併
用ナデ。

斜ハケロ
(細 )。

長石,石
英含む。 ÷存。

横 ナ デ。 横 ナデ。 横 ナ デ。

ロ

ナ

ケ
横

斜

後
デ

斜ハケロ
後,横ナ 長 石 含 む ÷存。 封 土 下 位

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石細片
含む。 轟存。 封土上位

横ナデ。 横ナデ。
横 ナ デ
(摩耗)。

長石含む 券存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
痕

ｏ
的蜘残す。＞

縦 ナデ。 長石含む
`

=存

。 封土中位

71 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ
ナ
頭

＾
―

′ヽヶ滞
鮨
け

縦
後
デ
痛

目
面
原

ヽヶ
外

一　
＾

縦ノ
的
同
出

片
む

細
含

石
量

長
多 ÷存。 封土上位 (

横 ナデ後 ,

凹線 1条
施 す。

横ナデ。 横 ナデ。

以
合

へ

（

卿鱗耐加

た,耗 (淑疋
ハケロの
痕 跡 残
す

^)。

長石含む
` 金存。 封土下位 (

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
指頭痕残
す。

縦ハケロ
(細 )。

石英含むて÷存。 封土上位(

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
砂粒ほと
んど含ま
ず精緻。

=存

。 封土中位〔

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ
`

デ
ケ
行

ナ

ハ
先
Ｌ

横
縦
ロ
カ、。

片
む

細
含

母
量

雲
多 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 雲母含む 士存。 封土上位《

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
デ
痕

ｏ

け蜘残す。＞

デ
痕

ｏ

鮨師残す。＞
長石含む t存。 封土下位

`

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

長石含む〈
砂粒 ほ と
んど含 ま
ない。

=存

。 封土上位
`

第1"図

79
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

指ナデ。
(下部)未
調整。

斜ハケロ
後,ナ デ(

長石多量
含む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
長石,石
英細片含
む。

÷存。 封土中位
`
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第47表 第 3号集石墓伴出遺物観察表151

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内  面 外  面 内  面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

図鵬

８‐

第

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残
す。

縦,斜ハ
ケロ(細 )(

石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

轟存。 封土下位 (

摩 耗 (横
ナデか。)〈

横ナデ。 横ナデ。
縦ヘラ削
り。

長石,石
英含む。 ÷存。 封土中位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む̀ ÷存。 封土下位(

横ナデ。 横ハケロ 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

横

後

デ
縦 ハケロ

長石細片
含む。 ÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む〈÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
指頭痕残
す。

斜,縦ナ
長石含む〈
砂粒 ほ と
ん ど含 ま
ず精緻 ^

÷存。 封土下位 (

横ナデ。 摩耗。 横 ナデ。 長石含む
` ÷存。 封土上位で

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ハケロ 摩耗。
長石,石
英含む。

=存

。

デ

ロ

＞
ｏ

ナヶヽ膵

横
＜′
状

横ナデ。 横ナデ。
長石細片
含む。 ÷存。

(立 上 部 )

横 ナ デ。
(立 上 部
以 下 )横
ナ デ。

(立 上 部 )

擢r_『蔀
以

~ド
)横

ナデ。

長石含む《金存。

(立上部)

横ナデ。

(立上部)

横ナデ後,

沈線 4条
施す。

横ナデ。 横ナデ。

長石含む《
砂粒ほと
んど含ま
ず精緻。

÷存。 封土。

(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。

デ
痕

ｏ

け蜘残す。＞
横ナデ。

横ヘラ削
り。

日
Ｌ
ア

ケ

ナ

縦
後

長石,石
英含む。 ÷存。 封土下位|

横ナデ後
`凹線 2条

施す。
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残

す。
斜ハケロ

長石細片
含む。 頸部÷存封土上位|

横ナデ後,

凹線 2条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。 斜ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 +存。

横ナデ後,

沈線複数
施す。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
痕

ｏ

指蜘残す。＞
長石多量
含む。 ÷存。 封土中位|

横 ナ デ
(指 頭痕
残す。)。

横ナデ。 縦指ナデく
上
キ

右
タ

，
夕

。

横
り
目

長石含む
砂粒ほと
んど含ま
ず結紳^

÷存。 封土上位|

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石多量
含む。

=存

。 封土中位 (

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
雲母細片
多量含む

`精lgl。

÷存。

横

ｏ
＞細

か
摩

ナ 摩耗。 摩耗。 長石細片
多量含む ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ヘラ削
り。

ロ

キ

ケ

タ
ハ
タ

ｏ

縦
横
目

ほ
含
緻

粒
ど
精

砂
ん
ず ÷存。 封土上位
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第48表 第 3号集石墓伴出遺物観察表(61

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出上位置

口縁端部
口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内  面 外  面 内 面 外 面

第la図

101
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
痕

ｏ

経蜘残す。＞
横ナデ。

横 ナ デ
(指 頭痕
残す。)。

横ナデ。

片
精

細

ｏ

石
む

。

長
含
徴

=存

。 封土上位
`

ll12 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦 ナ デ
(接合部)

横ナデ。
指頭痕残
す。

斜ハケロ
(細 )後 ,

横ナデ。

長石,石
英含む。 ÷存。 封上下位

`

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
指頭痕残
す。 摩耗。

長石,石
英含む。 ÷存。 主体部埋

土。

第124図

104

(下部)摩
耗。

(下部)縦
ハケロ。

横指ナデ(

デ

ロ

ｏ
＞

ナ
ヶヽ
御

斜
＜′
先

長石含む
` ÷存。 封上下位(

縦ヘラ削
り。

積,石上
リタタキ
目後,縦
ハケロ。

砂粒ほと
んど含ま
ず精lgl。

底部完存 封土。

摩耗。 摩耗。
長石,石
英多量含
む。

底部
=存

横,斜ハ
ケロ。 横指ナデ《

む
と
ま

含
ほ
含

ｏ

石
粒
ど
い

長
砂
ん
な

底部
=存

板ナデ。 縦 ハケロ〈
長石,石
英含む。

底部完存
`

縦,横ハ
ケロ。

り
目

上

キ

左
タ

雲母多量
含む。 底部完存

`

斜指ナデ( 縦板ナデ 長石多量
含む。 底部

=存
デ
痕

ｏ
け師残す。＞

け̈̈
木葉痕。

長石雲母
含む。

底部完存

縦,横 ,

斜指ナデ 縦板ナデ 長石細片
含む。

底部完存

摩耗。
縦ヘラミ
ガキ。

長石細片
含む。

底部完存

斜ヘラ削
り。黒斑{

上
キ

ハ
底

，
右

″
後
，訳

で＞
。

横
リ
ロ
ケ
ま

長石,石
英雲母含
む。

底部完存( 封土上位
`

縦ナデ。 縦ハケロ 長石含む 底部完存 封土。

縦ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

雲母細片
多量含む 底部

=存

〈

縦ハケロ 縦ハケロ 雲母細片
多量含む 底部完存

`

斜ハケロ
(摩耗)。

縦板ナデ 横指ナデ〈縦板ナデ 石英細片
含む。 底部完存〈封土中位

横ナデ。 斜ハケロ 長石含むて底部÷存̀封土。

横ナデ。
ハ
底，

斜
訳

で＞
。

縦
ケ
ま

長石含む 底部完存く
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第49表 第 3号集石墓伴出遺物観察表(刀

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内  面 外  面 内 面 外  面

第124図

121
へ

ｏ

縦

り 縦ハケロ 長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

第1%図

142
斜板ナデ 指頭痕残

す。
縦指ナデ

`

指頭痕残
す。

砂粒ほと
んど含ま
ず精lgl。

口縁部の
存否判断
難。

封土中位 (

摩耗。
縦ハケロ
(不明瞭)

雲母細片
含む。

口縁部十
存。

封土上位で

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜,横ナ

縦 ナデ。
長石細片
含む。

=以

上完
存。

封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
(上 部)斜
ナデ。

(上部)斜
ナデ。

砂粒ほと
んど含ま
ず精緻。

t存。 封土中位く

後
沈
施

デ
　

，^
不

ナ
線

１

６

横

凹
線

す

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石,石
英含む。 ÷存。 封土上位

`

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
板ナデ後
縦ヘラミ
ガキ。

横ナデ後,

縦ヘラミ
ガキ。

雲母細片
多量含む ÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
右上 リタ
タキロ後 ,

斜ナデ。
長石含む ( 希存。 封土上位(

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。 長石含む
( 金存。 封土。

横ナデ。
ロ

ナ

ケ
横

横
後

デ
横ナデ。

(上部)横
ハケロ。

(上 部)斜
ハケロ。

雲
含
緻

，片
精

石
細

ｏ

長
母
む

÷存。

横ナデ。
斜ハケロ
(後 に横
ナデ。)。

ロ
ロ
ヘ
キ

ケ
縦

ガ

ハ
　

，
ミ

斜

後

ラ
斜ハケロ 長石含む(

口縁部t
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 石英含む ( 尭存。 封土下位
`

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハ ケロ《
横,縦ハ
ケロ。 長石含む

`

口縁部t
存。

封土。

横ナデ。 横ハケロ
縦ハケロ
後,横ナ 長石含む

` 士存。

横ナデ。 横ナデ。
デ
痕

ｏ

け回残す。＞

デ
ラ
　
。

ナ

ヘ
キ

横
縦

ガ
横指ナデ( 横指ナデ 長石細片

含む。 サ存。

ハ ケ ロ
(簾状)。

縦ハケロ,

縦ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 底部完存〈封土下位 (

縦ナデ。
縦ナデ。
黒斑。

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 底部÷存( 封土上位(

横 ナデ。
横板 ナデ

`

黒斑。
長石含む 底部完存(
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第50表 第 3号集石墓伴出遺物観察表(8)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第124図

122
横ナデ。

斜,横ナ
横ナデ。

砂粒ほと
んど含ま
ず精緻。

t存。 封土上位 (

横ナデ後,

沈線 3条
施す。

ｏ横

ガけ脚，キ。

横ナデ。
(下部)横
ヘラミガ
キ6

長石細片
含む。 尭存。

横 ナデ後 ,

凹線 3条
施 す。

摩耗。 横ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 金存。 封土下位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ヘラミ
ガキ。

砂粒 をほ
とん ど含
まず精緻 (

寺存。 封土中位

横ハケロ
後,横指
ナデ。

縦ヘラ
ガキ。

横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。 封土上位で

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
長石細片
含む。 ÷存。 封土下位

`

横ナデ。 横 ナ デ。 横 ナデ。
砂粒 をほ
とん ど含
まず精緻 (

÷存。 封 ± 。

摩耗。 摩耗。
横ナデ後,凹線 2条
施す。 ‐ 長石含む

=存

。

横 ナデ。 縦板ナデ 長石含 む 脚部完存

縦板 ナデ( 摩耗。
石英細片
含む。

脚部÷存

横
下
ナ蜘ナデ。＜騨九

縦

ガ
下

ヘ
キ

＜
・
」 部＞

一

キ
。

＜
中

わ

長石細片
含む。

脚部完存

斜ヘラミ
ガキ。

ラ
生仮
デ

ヘ
キ
ナ

斜
ガ
横

縦ヘラミ
ガキ。 斜ハケロ

長石細片
含 む。 +存。

摩耗。
井形にヘ
ラミガキ 縦指ナデ

`

縦ヘラミ
ガキ。

長石細片
含 む。

杯部,脚
部一部存

封土 _L位
`

井形にヘ
ラミガキ′摩耗。 雲母細片

含む。
杯部一部
存。

封土中位 (

目
横却卿ナデ。

縦ヘラミ
ガキ。 長石含む

`

脚上部存 封上下位 (

縦ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

脚上部存 封土上位(

シ

ｏ横蜘柳帥ナデ。
¨̈一一̈曰

長石細片
含 む。 十存。 封土。

斜ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 雲母含む 杯部完存

摩耗。 摩耗。 長石含む 脚部÷存〈

縦指 ナデ 縦ヘラミ
ガキ。

砂粒ほと
んど含ま
ず精緻。

脚上部存 (
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第51表 第 4号集石墓伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

□ 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内  面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第l"図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデb

斜ヘラ削
り。 縦ハケロ

長石,雲
母微細片
含む。

胴部÷存〈封土。

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ
ナ

ケ
縦

ハ

，
ｏ

横
後
デ

縦ハケロ
長石,石
英含む。 金存。 南部墳裾

`

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

長石,雲
母微細片
含む。

=存

。 封土。

4

横ナデ後,

(沈 線状
2条 か。)。

横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

横
後
デ

ロ

ナ

ケ
横

縦

後

デ

長石,雲
母微細片
多量含む

十存。

5
横ナデ後,

凹線施す。横ナデ。 横ナデ。
長石,雲
母微細片
多量含む

÷存。

横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
長石,雲
母含む。 ÷存。

7 横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。

土部

ｏ

西
群

北
器

横ナデ後,

竹管文施
す。

横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。 t存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
雲
含，片

石
細

ｏ

長
母
む

島存。

横ナデ。
ｏ筋
先

ｏ

け鰤′ヽケロ的
縦指ナデ 縦ハケロ

(細 )。

と
ま

ｏ細

ｏ

ほ
含
緻
微
む

粒
ど
精
母
含

砂
ん
ず
雲
片

÷存。

横ナデ。 横ナデ。
指頭痕残
す。

縦ハケロ
(細 )後 ,

横ナデ。

と
ま

ｏ
む

ほ
含
緻
含

粒
ど
精
母

砂
ん
ず
雲

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

斜
後
デ

横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。

横ナデ,

凹線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 石英含 む
` ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。

後
条

デ
ー

。

ナ
線
す

横
凹
施

横ナデ。
デ
ラ
　
。

ナ

ヘ
キ

横
縦

ガ
石英含 む

` 昔存。

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

デ
ラ
　
・

ナ
ヘ
キ

横
横
ガ

横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷弱存。北西部土

器群。

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

摩耗。
後

ミ

デ

ラ

　

。

ナ
ヘ
キ

横
縦
ガ

石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

十存。

(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。
長石,石
英含む。

轟存。悪

横ナデ。
(立上部)

摩耗。
(立上部)

横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。

石
含，量

石
多

ｏ

長
英

む

=存

。 北西部土
器群。
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第52表 第 4号集石墓伴出遺物観察表像)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第鵬図
21

(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。
摩耗。

ミ
、
　

，
ュ
ノ

ラ
後
横

ヘ
キ
部

＾

縦
ガ

一
デ

長石,石
英含む。

口縁部÷
存。

北西部土
器群。

横 ナデ後 ,

凹線 1条
施す。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石含む ÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。 横ナデ。
石
含，量

石
多

ｏ

長
英

む
÷存。

土部

ｏ

西
群

北
器

横ナデ。
(立上部 )

横 ナデ。
(立上部)

横ナデ。
横 ナ デ
(摩 耗)。

横ナデ。 長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

横ナデ。 摩耗。
目

，

。

ケ
後

デ

縦′、
翻

け

石

ｏ
，二絆）

石
含

長
英 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
石

ｏ
，
払リ

石
含

長
英 ÷存。 北西部上

器群。

横 ナ デ。

デ

　

。

ナ
耗

横
陣

横 ナ デ
(摩耗 )。

石 英 含 む ÷存。

横ナデ。 横ナデ。

横 ナ デ
(一 部縦
ハケロ先
イ予̂)^

縦ハケロ 縦ハケロ
石

ｏ
，む
石
含

長
英

=存

。 封土。

第l"図

29

デ

ロ

。
＞

ナ
ヶヽ
爛

横
＜′
原

横ナデ。 横 ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

横ナデ。
横ヘラ削
り。 縦ハ ケロ

石
母
む

，雲
含

石

，片

長
英
細

頸部以上
完存。

横 ナデ。 横 ナ デ。 横 ナデ。
石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

士存。

デ

ロ

呈

ナ

ヶ
を
＞
。

横
＜′
状
す

摩耗。 横ナデ。 摩耗。

石
母
含

，雲
片

石

，細

ｏ

長
英
微
む

÷存。

横ナデ。

デ
ケ
行

ナ

ハ
先
＞
。

横
徹
ロ
カ、。

。
主
丁

デ

タ

ナ

タ

。

横

横

目
横ナデ。

ロ

キ

ケ

タ
ハ
タ

。

斜
横
目

雲
含，量

石
多

ｏ

長
母
む

頸部÷存

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
長石,雲
母細片含
む。

÷存。

34 横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残
す。

縦ハ ケロ 長石,雲
母含む。

頸部以下

÷存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
縦指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

縦ナデ。 石英含 む
` ÷存。

横 ナデ。
デ
著

ｏ

ナ
耗

ｏヽ
＞

横
罐
ぃ

デ
著

ｏ

ナ
耗

ｏヽ
＞

横
罐
ぃ

石英含む ( ÷存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含 む
` ÷存。

38 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 石英含む 金存。
北西部土
器群。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 石英含 む 士存。 封土。

摩耗。 横ナデ。 横 ナデ。 長石,石
英含む。

=存

。
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第53表 第 4号集石墓伴出遺物観察表13)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第1"図

41

ハ ケロ後 ,

検 ナ デ。
(下 部 )斜
ハケロ後 ,

目
内
な
体

縦′、ヶ［［朝鳳

長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

摩耗. 摩耗。
横 ナ デ
(亥 1日 )。

横ハケロ
(摩耗)。

縦,横ナ 長石,石
英多量含
む。

頸部÷存南部墳裾
`

横 指 ナ デ
(指 頭 痕
残 す。)。

摩 耗 著 し

摩 耗 (横
ハケロ)。

長石,雲
母含む。

胴部÷存封土。

指頭痕残
す。

摩耗。

考
る
小
多

。

と
れ
の
を
む

岩
ら
石
子
含

頁
え
岩
粒
量

月同剖3ほ ぼ
完存。

縦ナデ。 横ナデ。
長石,石
英,雲母
含む。

頸部
=存

南部墳裾
`

摩耗。 横ナデ。
雲母細片
多量含む 頸部十存 封±。

横ナデ.

横ナデ。
貼付突帯
施す。

長石含 む〔頸部
=存

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
縦ハケロ(

長石,石
英含 む。

頸部÷存

横 ナ デ
(摩耗)。

横 ナ デ
(摩耗)。

長石,石
英多量含
む。

サ存。

第l∞図
50

横ハケロ
後,縦 ナ 縦ハ ケロ

`

長石含む 頸部÷存

摩耗。
ケ
横

細
後
デ

縦
ロ
ナ

雲母細片
含む。

頸部÷存

横ナデ。 横ナデ。
石英多量
含む。 ÷存。

横ナデ。

体
縦
後

＾

原
る
ロ
デ

状
よ
ケ
ナ

櫛
に
ハ
横

長石,雲
母細片含
む。

頸部÷存

横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。

頸部÷存

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
後,横ナ
デ。

長石,雲
母細片含
む。

t存。 北西部土
器群。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
ケ
行

ナ

ハ
先
一Ｌ

横
縦

目

ぇ

指頭痕残
す。

斜ヘラミ
ガキ。

雲母細片
多量含む
精緻。

÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

縦ハケロ
(細 )。

長石,石
英 ,雲母
細片含 む

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
ほ
含
緻

粒

ど
精

砂

ん
ず

=存

。 北西部土
器群。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ
`

縦ハケロ
(摩耗)。

雪
下
片
［

，細

ｏ

石
微

む

長
母
含 ÷存。 封土。

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残
す。

摩 耗 (縦
ハ ケ ロ
か。)。

雲母細片
含む。

=存

。
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第54表 第 4号集石墓伴出遺物観察表(41

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第1“図
61

軽 く横ナ
ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
横ナデ。 横ナデ。

夕
後
目枷用′ヽヶ飢

雲母微細
片含む。 ÷存。 南部墳裾

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ6 縦指ナデ
夕
彿
い
ｏ

リ
ロ
デ

上
キ
ナ

左

夕
横

長石,石
英含む。

=存

。 封土。

横ナデ。
横ハケロ
後,横ナ
デ。

右上リタ
タキロ後,

横ナデ。
斜指ナデ

上
キ

右
タ

横

り
目

長石,雲
母含む。 ÷存。 南部墳裾

64 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

削
横

へ
生
篠
デ

縦

リ
ナ

縦ハケロ
長石,雲
母細片含
む。

÷存。

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

デ
部
残
い

ｏ

時』ゅる。粗調整。＞

上
キ
斜

ｏ

右
夕

，日

，
夕

後

ケ

横
リ
ロ
ハ

砂粒を含
まない。
長石細片
含む。

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦
後
デ

ケヽロ
横ナ 横ヘラ削

り。 摩耗。
長石,雲
母細片含
む。

÷存。 北西部土
器群。

横ナデ後 ,

沈線 1条
施 す。

横 ナ デ。 横 ナ デ。
指頭痕残
ζに。

横 ナ デ。
長 石 ,石
英 含 む。 ÷存。

68

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。

縦,斜ハ
ケロ(細 )

後,横ナ
デ。

長石細片
含む。 士存。 南部墳裾

小口状原
体による
横ナデ。

横 ナデ。 横ナデ。

削
横
目

ラ
　

，ケ

ヘ
後

ハ

斜

り
斜

キ
斜
ロ
ナ

タ

，ケ
斜

夕
後

（

，
。

横
目
縦
後
デ

雲母微細
片含む。

頸部t存 `

封土。

横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

横

後

デ
横ナデ。

斜ヘラ削
り。

縦ハケロ
(摩耗)。

長石,雲
母細片含
む。

十存。 南部墳裾

第11図

71
横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

横ヘラ削
り。 横ナデ。 石英含む ÷弱存。封土。

横ナデ。 横ナデ。

削
横

ラ
　

，、
。

へ
後
デ

縦

リ
ナ

縦,斜ハ
ケロ。

長石,雲
母細片含
む。

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

日
原
横峨耐体＞後，ナデ。

指頭痕残
す。 縦ハケロ(

雲母細片
多量含む
精緻。

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。 長石,石
英含む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
デ
痕

ｏ

経蜘残す。＞

長石,石
英多量含
む。

胴部÷存北西部土
器群。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残
す。

摩耗。 石英含む ∴存。

横ナデ。
斜ハケロ
後,横ナ

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
横ハケロ

縦

ｏ
，日口

斜
ケ

雲母細片
多量含む

`

÷存。 封土。

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

デ
原

ｏ

ナ
状

ｏゝ
＞

横
飯
働

横 ナ デ
(板 状原
体か。)。

横ハケロ 斜ハケロ 摩耗。
石英,雲
母細片多
量含 む。

金存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ 石英含 む(

=存

。 北西部土
器群。

横 ナデ。 横ナデ。
ロ

ナ
ケ
横

斜
後
デ

縦ヘラ削
り後,指
ナデ。

斜,縦ハ
ケロ。

長石,雲
母細片多
量含む。

÷強存。封土。
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第55表 第 4号集石墓伴出遺物観察表(51

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口  縁
.部

頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第131図

81
横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 長石含む 士存。

北西部土
器群。

横ナデ。 横ハケロ
ロ

ナ

ケ
横

縦

後

デ

ロ

ナ

ケ
横

ハ

，

＾

斜

後

デ
横ナデ。 横ハケロ(

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。 封土。

横ハケロ
後,横ナ 横ナデ。

デ
痕

ｏ

け蜘残す。＞

横タタキ
目後,縦
ハケロ。

雲母細片
多量含む

=存

。

84 横ナデ。
剥落,摩
耗。

剥落,摩
耗。

デ
痕

ｏ
し

け
ぃ

残 す
。
＞

疇

」

摩耗著し 長石,雲
母含む。

口縁部÷
存。

横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ

右上リタ
タキロ後,

横ナデ。
横ハケロ 横ナデ。 横ナデ。 一̈［鰤

長石,石
英含む。 ÷存。

後
条

デ
，
　̈
。

ナ
線
す

横
凹
施

横ナデ。 横ナデ。 長石含む( 士存。

第11図

87
横ナデ。 横 ナデ。 石英含む ÷存。

88 摩耗。
主に縦板
ナデ。

長石,石
英多量含
む。

底部完存
`

南部墳裾
`

横指ナデ
`

縦ハケロ 指頭痕残
す。 縦板ナデ

`

長石,雲
母細片含
む。

底部完存
`

封土。

指ナデ。
(大 部分
摩耗。)。

ア
痕
残

い

″
呻
独
夢

長石,石
英,雲母
多量含 む

底部完存

横ハケロ
上

キ

右

タ

横

り
目

長石含む( 底部完存

摩耗。 縦 ハケロ
長石,石
英含む。

底部÷存

縦指ナデ〈横指ナデ 雲母含む
` ÷存。 南部墳裾

`

恢
下
ナロナデ。＜織一プ

ロ

ナ

ケ
横

横

後

デ

長石細片
含む。 底部完存( 封土。

横板 ナデ
縦 ナ デ
(板 状 原
体か。)。

石英多量
含む。

底部完存
`

摩耗。
底周囲指
頭痕残す〈

石英含む 底部完存〈

横指ナデ
(摩耗)。

横指ナデ
(摩耗)。

雲母細片
含む。

=存

。

(下部)縦
板ナデ。

(下 部)縦
板ナデ。

縦指ナデ
`

デ
痕

ｏ
縦蜘残す。＞

長石,石
英含む。

底部完存(

St瑠 後 ,

縦 板 ナ デ c

(下 部 )縦
板 ナ デ 。 ”̈キロ後，縦ヘラミガキ。＜下部＞縦ヘラミガキ^

縦板ナデ
`

縦板ナデ
後,縦ヘ
ラミガキ

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 底部完存

縦板ナデ
(摩耗).

γ
後

ミ

リ
日
冒
フ
　
＾

エ
キ

ヘ
キ

有
夕
縦

ガ

砂粒含ま
ず精緻。
雲母含む〈

底部÷存
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第56表 第 4号集石墓伴出遺物観察表(6)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第1"図

101

丁寧な縦
ハケロ。

獲,気機 早
デ (ヘ ラ ミ
ガキ状 )。

長石,雲
母含む。
精151.

底部完存 封土。

斜板ナデ〔

原
原
の

囃

，
櫛 状
珈

ケ ロ
。

小
体
体

（

長石,雲
母含む。

底部÷存

斜指ナデ(

デ
ロ
指
残

協

給

す
。
＞
。

長石含む 脚台部完
存。

て・」部＞縦編淵』
一̈後，縦′、ヶ̈̈
縦̈ヘラミ・

長石,石
英,雲母
含む。

底部÷存南部墳裾(

指頭痕残
す。

縦板ナデ
`

長石多量
含む。

脚台部
=存。

封土。

(下部)縦
ヘラ削り
後,ナ デ

`

科
後
ご岬′ヽヶ口縦ヘラ″

縦ヘラ削
り。

縦ヘラ
ガキ。

石英含む 底部÷存北西部土
器群。

摩 耗 。 摩 耗 。
長石,石
英含 む。

底 部 完 存 封 ± 。

第11図

108
摩耗。 縦指ナデ(

石英多量
含む。

底部
=存

摩耗。 摩 耗 (板
ナデか。)`

石英含む ( 底部完存

削
指

へ
″仮
デ

縦

リ
ナ

縦ヘラミ
ガキ。 長石含む〈底部÷存北西部土

器群。

縦ヘラ削
り。 縦板ナデく長石含む

`

底部完存 封土。

縦,横ハ
ケロ後,

縦指ナデ

上
キ
縦
目

横
，

右
”

目 後
，

ノ、 ヶ
織

雲母細片
含む。

底部完存 (

斜指ナデ 縦指ナデ(

長石,石
英多量含
む。

底部完存(

斜指ナデ
`

縦ハケロ 長石含む
`
底部完存〈

横板 ナデ
`

縦板ナデ
石
母
む

，雲
含

石

，片

長
英
細

底部完存〈

デ
痕

ｏ

肝蜘残す。＞
縦ヘラミ
ガキ。

長石含むく底部÷存̀

デ
脚

ナ
明

横
ぃ 縦ハケロ 長石,石

英含む。 底部完存

斜ヘラ削
り。

縦,横 ,

斜ハケロ
(細 )。

長石,雲
母細片含
む。精緻

`

底部÷存く

指頭痕残
す。 縦板ナデ

`

石英含む 底部完存

横ハケロ 摩耗。 長石含む 底部
=存

南部墳裾 (
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第57表 第 4号集石墓伴出遺物観察表171

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置

口縁端部
口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第鵬図
121

横指ナデ
夕

。

り

目
上
キ

右
タ

石英含む
精緻。

底部完存 封土。

横指ナデ 斜ナデ。
雲母細片
含む。

底部÷存̀南部墳裾(

斜指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

板 ナデ。 精緻。 底部完存《封土。

縦ヘラ削
り。 縦ハケロ 長石含むて底部完存(

斜指ナデ
デ
痕

ｏ
時蜘残す。＞

砂粒含ま
ず精緻。 底部÷存̀南部墳裾 (

デ
脚

ナ
明

横
ぃ 縦板ナデ

`

長石,石
英含む。

底部完存( 封土。

第鵬図
148

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
キ
行

ナ
タ
先
＞
。

横
け
目
れ

長石,石
英含む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
夕
先

ｏ

瓢
相
力ヽ。＞

摩
夕
行

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。

土部

ｏ

西
群

北
器

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
指頭痕残
す。 横ナデ。

長石,石
英含む。 t存。

横ナデ。
横 ナ デ
(櫛 状原
体か。)。

横ナデ。 指ナデ。 横ハケロ
長石細片
含む。 金存。 封土。

横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

横

後

デ
横ナデ。 横ハ ケロ 縦ハケロ

雲母細片
多量含む( ÷存。

横ナデ後,

沈線2条
施す。

縦ハケロ
(細 )後 ,

横ナデ。

縦ハケロ
(細 )後 ,

横ナデ。

斜ハケロ
(細 )後 ,

横 ナデ。

縦ハケロ
(細 )。

長石細片
含む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ
( 縦指ナデ 指頭痕残

す。

片
む

細
含

ｏ

母
量
緻

雲
多
精

□縁部÷
存。

南部墳裾
`

横ナデ。 摩耗。 斜ハケロ 摩耗。
長石,石
英,雲母
含む。

希存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ
斜ヘラ削
り後,指
ナデ。

雲母細片
多量含む〈

ほぼ完存
`

南部墳裾
`

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 斜ナデ。 斜ナデ。 斜ナデ。
長石,石
英含む。

一部

ｏ

縁
存

口
部 封土。

横ナデ。

「
」
¨
い

＞
。

縦
頭
板
可
有

縦 ナ デ
(指 頭痕
残す。)。

長石,石
英含む。

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハ ケロ
斜ハケロ
黒斑。

斜ハケロ
斜ハケロ
黒斑。

雲母含む
`

完存。 南部墳裾(

横ナデ。 横板 ナデ 縦板ナデ
`

ほ
含
緻

粒
ど
精

砂
ん
ず

底部完存 封土。

横ナデ。 横ナデ。
摩耗著し 縦,斜板

ナデ。
指頭痕残
す。

長石,石
英細片多
量含む。

ほぼ完存 南部墳裾(
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第58表 第 4号集石墓伴出遺物観察表(8)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内  面 外 面 内  面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

第1“図
162

横指ナデ 横 ナ デ
(板 か。)。

縦ナデ。
目
状斜′、ヶ回原体＞。

摩耗。
デ

ロ

。
＞

ナ
ヶヽ
御

横
＜′
先

石
母
む

，雲
含

石

，量

長
英
多

口縁を一
部欠くが
ほぼ完存(

封土。

横ナデ。
横,斜指
ナデ。

縦指ナデ
デ

調
ナ

し

。

指
錮
勘

雲
多

ｏ

，片

む

石
細
含

長
母
量

口縁部
=存。

デ

ロ

ナ
片

。
＞
。

横

＜

か
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

上
夕

，
ヘ
キ

左
夕
後
縦
ガ

，左
目
部
ミ

横
リ
キ

一
ラ

石英多量
含む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横タタキ
目。

長石,石
英含む。 告存。

第1“図
166

縦ヘ ラ ミ
ガキ後 ,

横 ナデ:

横ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。 斜ハケロ 長石含む

精緻。 も存。 南部墳裾(

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
横指ナデ〈 縦板ナデ

`

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ

指頭痕残
す。

縦指ナデ(

石

ｏ
，
む

石
含

長
英

口縁部÷
存。

横 ナ デ。 横 ナ デ。 摩耗。 長 石 含 む 鳥存。
北西部上
器群。

縦指ナデ(

目
原

ヶヽ
状

。

縦ノ
鰤
”

長石,雲
母含む。 底部完存 南部墳裾

`

縦 ナデ。

デ
原

ナ
状

。

縦
飯
匈

長石含む( 底部完存 封土。

横ナデ。

後

ミ

デ
ラ
　
。

ナ

ヘ
キ

横
縦
ガ

長石,雲
母細片含
む。

口縁部÷
存。
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第59表 第 4号集石墓伴出遺物観察表(9)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第11図

127
横ナデ。 横ナデ。

デ

ミ

、
″

齢＜ヘラ商

斜ハケロ
後,,横ナ
デ。

(上部)横
ナデ。(下
部)横 ハ
ケロ。

縦ハケロ( 横ナデ。
石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

ほぼ完存 北西部土
器群。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

石
む
石
多

長石，始は中」
÷存。

横ナデ。
横 ナ デ
(縦 ハ ケ
目先行)。

長石,雲
母含む。 ÷存。 封土。

軽 く横 ナ 横 ナ デ
(摩耗)。

横ナデ。
縦 ナ デ
(摩耗)。

横ハケロ
石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

口縁 部 ,

脚 部 の一
部 を欠 く
が ほ ぼ完

北西部土
器群。

横ナデ。 横ナデ。

雲
む
雲
多

長石，晴はいしヽ。＞。
÷存。 封土。

井形にヘ
ラミガキ

`

摩耗。
石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

杯部存。

横ヘラミ
ガキ。

井形にヘ
ラミガキ

長石,雲
母含む。

杯部÷存

デ
著

ｏ

ナ
耗

ｏヽ
＞

横
暉

ぃ
縦ハケロ 横ナデ。

石
含，量

石
多

ｏ

長
英

む

=弱

存。

シポリロ 縦ハケロ 長石含む ( 脚上部存

井形にヘ
ラミガキ′縦ハケロ 横 ナデ。

縦ヘラミ
ガキ。

石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

杯,脚部
存。

デ
著

ｏ

ナ
耗

ｏヽ
＞

縦
に

ぃ

デ
著

ｏ

ナ
耗

ｏヽ
＞

縦
に

ぃ

横ナデ後,凹線 1条
施す。

石
含，量

石
多

ｏ

長
英

む
÷存。

摩耗。
縦ヘラミ
ガキ。

横ナデ後,凹線 1条
施す。

長石多量
含む。

=存

。 北西部土
器群。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 雲母含む( ÷存。 封土。

縦ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

長石,雲
母含む。
精緻。

Hsr+F

摩耗。 摩耗。 石英含む
`

杯部十存

(上部)シ
ポリロ。
(下部)横
ナデ。

縦ヘラミ
ガキ。

長石含む〈脚部
=存

北西部土
器群。

摩耗。 摩耗。 シポリロ 摩耗。 石英含 む〈脚上部存 封土。

ロ
デ
痕

ｏ

却け蜘残す。＞
縦ヘラミ
ガキ。

石
含，量

石
多

ｏ

長
英

む
脚上部存

ロ
デ
痕

＾

利
ナ
師
す（、

シ
指
Ｇ
職

縦ハケロ 雲母含む
`

脚上部存

(上部)横
ナデ。(下

部 )縦 ナ
縦ヘラミ
ガキ。

石英含む( 脚上部存(
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挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

第11図

147
横ナデ。

縦ハケロ
後,横ナ
デ。

長石,細
片含む。 mxtill-+, 北西部土

器群。

第60表 第 4号集石墓伴出遺物観察表00

第61表 第 5号集石墓伴出遺物観察表

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内  面 外 面 内  面 外  面

第l“図
1

(立上部)

横ナデ。

(立上部 )

横ナデ後 ,

凹線 2条
施す。

横ナデ。 横 ナデ。
長石,石
英含む。

eHH\+#, 封上下位

2

目
板
下
＞
。

′ヽケ
，縦
六
“

斜
後

ナ
部

ロ

ナ

ケ
横

縦

後

デ

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 頸部÷存̀封土上位

3

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

横 ナ デ
(横 ハ ケ

島究(子猿
クト )・

・・

ロ

ナ

ケ
横

縦

後

デ
長石含 む ÷存。

4 横ナデ。
デ
原

ナ
状

。

横
販
的

デ
原

ナ
状

。

横
飯
内

横ハケロ

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

片
む

細
含

石
母

長
雲 ÷存。 封土。

5 横ナデ。 横ナデ。
へ
　
ｏ

横

り，削
斜

ラ
縦ハケロ
(細 )

長石,雲
母細片含
t∫ 。

÷存。 封上下位

ロ

ナ
ケ
横

斜
後
デ

キ

ハ
　

，
ｏ

夕
縦

後

デ

タ

，
ロ

ナ

横

ロ

ケ
横

(上部)縦
指ナデ。
(下部)指
ナデ6 『̈任̈右^Ｌリタ一

石

ｏ
，
む

石
含

長
英

口
干

薇
結

＞
。

完
縁
欠

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ

夕
後

ｏ

リ
ロ
デ

上

キ
ナ

右
夕
横

縦指ナデ
`

横 タタキ
目。 晏暮bF

=存

。 封土。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハ ケロ
長石細片
含 む。 ÷存。

デ
ケ
行

ナ
ハ
先
＞
。

横
酬
ロ
カ、。

デ

タ
先

ナ

タ

ロ

。

横
鯖
キ
御

斜ハケロ

上
上

キ

右
左

タ

横
り
り
日

と
ま
雲
片

ほ
含

ｏ細

・

粒
ど
い
微
む

砂
ん
な
母
含

÷存。

横ナデ。
縦指ナデ
後,横ナ
デ。

デ
ナ

ナ
横

縦
後
デ

縦指ナデ

(指 頭 痕
残す。)。

縦指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

褐
指
残

伎
「
痕
Ｌ

縦
ナ
頭
す

指
指
残
粗

ｏ

，
横

【
痕

。
＞
。睡

縦
ナ
頭
す
い

縦,硬子目
ナ デ (1旨

頭 痕 残
すぉ)ハ

指
指
残

横
「
痕
ゝ^

縦
ナ
頭
す

長石細片,

頁岩粒含
む。

ほぼ完存《

11 横ナデ。
横 タタキ
目。

斜ナデ。
横タタキ
目後,横
ナデ。

長石,雲
母細片含
む。

底部完存 て 封土上位

縦ヘラ削
り。

縦ハケロ
縦ヘ ラ削
り(指 頭
痕残す。)

ロ

ナ

ケ
斜

縦

後

デ

長石,雲
母細片含
む。

底部完存〈封土。

縦 ナデ。

夕
後

ｏ

リ
ロ
デ

上
キ
ナ

左
夕
斜

横ハケロ
夕
後

ｏ

リ
ロ
デ

上
キ
ナ

左
夕
斜

長石少量 ,

雲母含む c
底部完存て
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第62表 第 6号集石墓伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第12図

1
横ナデ。

横ハケロ
(細 )。

縦ハケロ
デ
痕

ｏ

け蜘残す。＞
縦ハケロ( 縦指ナデ

`

縦ハケロ
(細 )。

長石,石
英含む。

口縁部ほ
ぼ完存。

土器群。

2
後
デ

デ
ナ

ナ
板

指
縦

小口状原
体による
縦板ナデ

横指ナデ
`

横 ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 頸部完存

3 横ナデ。 縦ハケロ
デ
削

ナ
ラ

指

へ

ｏ

縦
縦

り

脅

，
縦′、ヶ

後
，

縦 ヘ
ミ ガ キ

。斑
。

横
目
ロ
ラ
黒

長石,石
英含む。

頸,胴上
部完存。

封土。

4 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦板ナデ
`

縦板ナデ 縦指ナデ
`

縦板ナデ

と
ま

。む

ほ
含
緻
含

粒
ど
精
石

砂
ん
ず
長

口縁部÷
存。

5 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 縦ハケロ
石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

+存。 封土上位で

6

横ナデ後,

凹線4条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 縦 ナデ。
縦ハケロ
(細 )。

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷強存。

7

横ナデ後,

櫛描波状
文施す。

横
後
デ

ケヽロ
横ナ 斜ハケロ 長石含む〔

=存

。

8

後
波
竹
す

デ
描

，怖

ナ
ラ
文
Ｖ

横
へ
状
管

横ナデ。 横ナデ。 長石含む( +存。

9

横ナデ後,

鋸歯文,

竹管文施
す。

横ナデ。 横ナデ。
石

ｏ
，む
石
含

長
英 士存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。 横ナデ。
指頭痕残
す。

斜ハケロ
む含

ｏ

石
緻

長
精 ÷存。 土器群。

横 ナデ。 横ナデ。

横 ナデ後 ,

ヘラ描鋸
歯文,竹
管文施 すで

雲母微細
片含む。
精緻。

轟存。 封土上位

横ナデ後,

凹線施すc
横ナデ。 横 ナデ。

長石,石
英含む。 金存。

第‖3図
13

横ナデ。

デ
ケ
行

ナ
ハ
先
Ｌ

横
鱗
目
れ

横ナデ。
横ヘラ削
り。

斜ハケロ
(細 )。

石

ｏ細
含

，む
微
量

石
含
母
多

＾

長
英
雲
片
お

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 十存。 土器群。

横ナデ。 摩耗。 摩耗。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ヘラ削
り。

縦ハケロ
(細 )。

雲母微細
片多量含
む。精緻 (

÷存。 封土上位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
デ
痕

ｏ
け蜘残す。＞

上
キ

右
タ

横
り
目

長石,石
英含む。 ÷存。 土器群。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。

上
キ
横

右
夕

，
（

，夕
後
デ

横
リ
ロ
ナ

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

石
母
含

，雲
片

石

，細

ｏ

長
英
微
む

=存

。 封土上位く

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
，
ロ

ナ

級
ケ
縦

科
横
後
デ

上

キ

右
タ

横

り
目

長石細片
多量含む ÷存。 土器群。
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第63表
・

第 6号集石墓伴出遺物観察表12)

挿図

番号

成 形 お び 調  整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第11図

21

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

横ハケロ
後,横ナ 縦ハケロ

(細 )。

斜ヘラ削
り。

縦,斜ハ
ケロ(細 )

長石,石
英含む。

=存

。 封土上位 (

横ナデ。 横板ナデ( 横指ナデ〈 長石含 む ÷強存。

横ナデ。 横ナデ。
夕
後

ｏ

リ
ロ
デ

上

キ
ナ

右

夕
横

□日
　
」
ア

ケ
指

ナ

ハ

，縦

縦

後

板

夕
太

（
デ

リ
臥
斜
ナ

上
キ
部
日

＞
ｏ

右

夕

一
ケ
消

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。

横ナデ。
横ハケロ
(細 )。

斜ハケロ
(細 )。

縦板ナデ
`

上
キ
部
＞
。

，右
″
＜一硝

横
リ
ロ
ナ

精緻。 ÷存。

横 ナデ。 横ナデ。

上
キ
横

右
夕

，
〈

，夕
後
デ

横
リ
ロ
ナ

横ナデ。

上

キ
ナ

右

夕

，
６

，
夕
後
消

横

リ
ロ
デ

長石含む(

精緻。 ÷強存。

横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ
`

斜ハケロ

と
ま

。
む

ほ
含
緻
含

粒
ど
精
石

砂
ん
ず
長

÷存。

横 ナ デ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。

デ
痕

ｏ
伊蜘残す。＞

斜
目
下
ケ

部
ζ
飾

＜・Ｌハ佃酌
Ⅸ

石

ｏ雲
片

，む

細

・

石
含
緻
微
む

長
英
精
母
含

÷存。 封 土。

横ナデ。 横 ナデ。
横 ナデ後 ,

凹線 3条
施す。

斜ナデ。 斜 ナデ。

ほ
含

ｏ

を

ど

い

粒

ん
な

砂

と
ま

Jヽ片。

横 ナデ。 摩耗。 摩耗。 横ナデ。 雲母含む。 小片。 土器群。

(内 面 )横
ナ デ 。 (外
面 )横 ナ デ
凹 線 2条

指ナデ。
ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ

横,斜ハ
ケロ。

ミ
斜
先

ｏ

ヘライ
用
力ヽ。＞

斜
ガ

ハ
行

長石,石
英含む。

=存

。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 長石含むて÷存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
砂粒をほ
とんど含
まない。

小片。

(立上部)

横ナデ。
(立上部 )

横ナデ。
指頭痕残
す。

斜ハケロ
後,横ナ
デ。

横ヘラ削
り。 斜ハケロ̀ 長石含 む〈÷存。 土器群。

］横ナデ。
(立上部)

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 石英多量
含む。 ÷存。 封土上位(

第11図

35 斜ハケロ
斜ハケロ
黒斑。

斜ハケロ
`

斜ハケロ 長石含む
`

底部完存〈

縦ヘラ削
り。黒斑

`

斜 ハケロ
後,縦板

姦FR[易
ハケロ。

長石含 む 底部
=存

`

縦ナデ。
，
夕

。

り

り

目

上
上

キ

左
右

タ

長石,石
英含む。 底部完存

38 斜ハケロ
夕
後
目

リ
ロ

ケ

上
キ

ハ

右

夕
斜

ハ ケ ロ
(簾状)。

右上リタ
タキロ。
黒斑。

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 底部完存 土器群。

横 ナデ。
縦ハケロ
(細 )。

横 ナデ。
縦ハケロ
(細 )。

板 ナ デ
(簾状)。

縦ハケロ
(細 ,指頭
痕残す。)(

黒蕗^

砂粒含ま
ない。

底部完存(

胴,回縁

部÷存。
封土上位 (

デ

ハ
指
残

け
剤
訳
痕
主

縦
後

ケ
頭
オ

目
底

″ヽ ヶ
燎

で＞
。

縦
黒
ま

石英含む
`

底部完存
`
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第64表 第 6号集石墓伴出遺物観察表13)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置

口縁端部
口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内  面 外  面 内 面 外 面

第1■ 図
41

縦ヘラ削
り。

黒斑。斜
ナデ。

大粒石英
含む。

底部完存
`

土器群。

摩耗。

残
斑

痕
黒

ｏ

頭

ｏ耗

指
す
摩

長石,石
英含む。 底部完存 封土上位〈

摩耗。

デ

ミ
里ヽ
¨

ナ
ラ

。

板

ヘ
キ

＾

縦
縦
ガ
嘉

雲母細片
含む。 底部完存 土器群。

縦板ナデ
横,右上
リタタキ
目。

縦板ナデ

上

キ

右

タ

横

り
目

石英含む( 底部完存て

コア
　
ｏ

ナ
状

板
篠

縦板ナデ
`

長石,雲
母細片含
む。

底部完存〈封土。

斜ハケロ

上
キ
横

６

狂
夕

，日

，
夕

後

ケ

横
リ
ロ

ハ

雲母含 む ( 底部完存 土器群。

ミ
指
残
黒

や
【
痕

。
＞
。

（

縦
ガ
頭
す
喜

ミ
指
残
黒

や
【
痕

。
＞
。

。

縦
ガ
頭
す
斑

長石,石
英含む。

底部完存で封土上位《

横板ナデ 斜ハケロ
指ナデ後,

斜ヘラミ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。

長石,石
英含む。

胴部一部
存。底部
完存。

縦,斜ハ
ケロ。

縦 ハケロ

デ
痕

ｏ
け獅残す。＞

斜ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英

部
部

一
底

ｏ

部

ｏ存

胴
存
完

横ヘラ削
り。

夕
後

ミ

リ
ロ
ラ

６

上
キ

ヘ
キ

左
夕
縦
ガ

斜ヘラ削
り。黒斑(

縦ハケロ
後,縦ヘ
ラミガキ̀
黒斑。

長石,石
英含む。

底部÷存( 土器群。

指
す
斜

＾

剛疇卿ノ、ヶ日
縦ハケロ 横ナデ。

ミ
指
残

ヘラ
颯
痕

。＞．

縦
ガ
頭
す

石英,雲
母含む

`

底部完存(

第‖5図
57

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
指 ナ デ
(指 頭 痕
残す。)。

横ナデ。 」義睦岬』

砂
ん
ず
母
多

鳥存。 封土上位(

横ナデ。
斜ヘラミ
ガキ。

斜 ナデ。
長石,雲
母含む。 ÷存。

原

る

。

目

よ

デ

ケ

に

ナ

ハ
体

横

斜ハケロ
黒斑。

斜ハケロ
斜ハケロ
黒斑。

キ
横

一
ケ

タ

，
。
ハ

タ
後
デ
斜

＾

襴
ロ
ナ
部
目

石英含む 十存。

後
条

デ
，
・　
ｏ

ナ
線

す

横
凹
施

横ナデ。 横ナデ。 縦板ナデ 縦ヘラ削
り。

む含

ｏ

石
緻

長
精

=存

。

縦ヘラ削
り。

縦ヘラ削
り。

縦ヘラ削
り。

縦ヘラ削
り。

長石,石
英含む。

胴部÷存土器群。

横ナデ。 横ナデ。 縦板ナデ〈

ロ

ナ

ケ
斜

縦

後

デ
斜ナデ。 斜ナデ。

長石含む
`

精緻。

口縁,胴
部÷存。
底部完存

封土上位〈

摩耗。 摩耗。 縦板ナデ 摩耗。

石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

十存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ 斜ナデ。
縦,横指
ナデ。

縦,斜ナ
雲
片
む

ｏ細
含

緻
微
量

精
母
多

底部完存く
口縁,胴
部÷存。

封土上位

横 ナデ。 横 ナデ。

横
ラ，

へ
　
ｏ

縦
斜
り

斜板ナデ (

長石,石
英多量含
む。

÷存。
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第65表 第 6号集石墓伴出遺物観察表14)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 '面
外  面

第16図

66 縦指ナデ 縦ハケロ
(底 まで)

長石,雲
母含む。 底部完存( 封土上位|

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内  面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第16図

52
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

横ヘラミ
ガキ。

摩耗。
長石,雲
母細片少
量含む。

÷存。 封土。

摩耗。 摩耗。 石英含む
`精緻。 ÷存。 封土上位

`

54

シポリロ(

黒斑。摩
耗。

摩耗。 長石,石
英含む。

脚上部存て土 器 群 。

縦指ナデ
`

縦ヘラミ
ガキ。

長石,石
英,雲母
細片含む(

脚部÷存̀

横 ナデ。 横ナデ。
長石,雲
母微細片
含む。

=存

。 封土上位

第66表 第 6号集石墓伴出遺物観察表15)
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第67表 第 7号集石墓伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第11,図

1
横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

縦ヘラミ
ガキ。 縦ハケロ

石

ｏ
，
拓リ

石
含

長
英 ÷存。 封土。

2

小口状原
体による
横 ナデ。

横ナデ後,

縦ヘラミ
ガキ。

ラ
な
タ
デ

ヘ
キ
ナ

縦
ガ
横

横ナデ後
ヘラミガ
キ。

日

，
。
ミ

γ
後
デ
ラ

・

い鰤轟肝い一

長石,石
英含む。
精緻。

部

ｏ

端
欠

縁
部

口

一

3

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

横ナデ。
横ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

ロ

ヘ
キ

ケ
斜

ガ

ハ
　

，
ミ

斜
後

ラ

斜ヘラ 1

ガキ後,

横ナデ。
長石含む

口縁部÷
存。

4 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
横ナデ。 斜ハケロ(

長石,雲
母含む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ

ロ

ナ

ケ
横

ハ

，
。

縦

後

デ
長石含む +存。

6 横ナデ。
横ナデ後,

沈線施すく
横ナデ。

長石,雲
母含む。 ÷存。

横 ハ ケロ
(細 ,太 )

夕
後

，目

り
目
横

ケ

上
キ

，
ハ

右
夕
縦
斜

長石,石
英含む。

胴部÷存

8 横ナデ。 縦 ハケロ 横指ナデ 縦,斜ハ
ケロ。

石英含む
`

頸部÷存

ロ

ナ

ケ
横

横

後

デ
横ナデ。

残

ナ

離
縦

＞
。

指
す
デ

夕
後
目

リ
ロ
ケ

上
キ

ハ

右

夕
縦

長石含む
` ÷存。

軽 く横ナ
横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

横

後

デ
縦ハケロ

長石,雲
母細片含
む。

÷存。

横ナデ。
S= 穫ヽ,

濤亀石知ハケロ。

横

下

上

キ

¨

「

』

”
目

。

縦ヘラ削
り。斜ハ
ケロ。

夕

，ロ

ヘ
キ

リ
ロ

ケ
斜

ガ

上

キ

ハ

，
ミ

右

夕
縦
後

ラ

縦ハケロ 縦ハケロ 長石含む ÷存。

横ハケロ
後,横ナ
デ。

縦ハケロ
後,横ナ
デ。

斜ハケロ
縦ハケロ
後,縦板
ナデ。

長石含むc ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

デ

け
燥
　
ｏ
デ

は師残す。＞蹄

夕
後
デ

リ
ロ
ナ

上
キ
板

右
夕
斜

石

ｏ
，む
石
含

長
英 ÷存。

軽 く横 ナ
横ナデ。

横 ナ デ
(指 頭 痕
残す。)。

横ナデ。

上
キ
縦
い
ｏ

右
夕

，
目

，
夕
後

ケ

横
リ
ロ

ハ

石

ｏ
，む
石
含

長
英 十存。

横ナデ。 横ハケロ 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
斜

斜
後

デ

縦ハケロ
後,横ナ
デ。

長石,石
英含 む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
。
こ
ｆ

デ

タ

ナ

タ

。

縦
横
目

デ
痕

ｏ
は蜘残す。＞

タ
ロ
痕

ｏ

抑舛蜘残す。＞

石
多

ｏ

，片
む

石
細
含

長
英
量

=存

。

図‐‐８

‐８

第
横ナデ。 横ナデ。 鼈̈鰍 「̈後，斜′、ヶ］斜′、ヶ口。

デ
板
指
残

計
斜
烈
痕
＞。

縦
後
ナ
頭
す

キ
縦

ｏ

々
ノ
　

，
日ロロ

タ
後

ケ

横

ロ

ハ

長石含む (

口縁部以
外ほぼ完
存。

横ナデ。 横 ナデ。 酬̈デ。＜下部＞鱚′ヽケロ。

(_ヒ部 )横 ,

左 上 リ タ

伴者励
ハケロ。

斜,横ナ
斜ハケロ

長石,石
英含 む。

口 縁 端 部

÷存。

削
縦

ｏ

ラ

　

，

デ

ヘ
後
ナ

縦
り
板

横タタキ
目後,縦
ハケロ。

横指ナデ《縦ハケロ
長石,石
英含む。 底部完存(
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第68表 第 7号集石墓伴出遺物観察表12)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内  面 外  面 内  面 外 面 内 面 外  面 内  面 外  面

第148図

21

横ヘラ削
り。 縦ハケロ 摩耗。

縦ハケロ
後,横ナ
デ。

わ
む
石
―
＾

れ婦は輸
底部

=存

封土。

(上司S,科

板ナデ。
(下部)斜
ヘラ削り

徊
夕
縦

，。摩

”夕
後，炒
詢

」脚相
ヘラ鰤“

石

ｏ
，む
石
含

長
英 胴部÷存

摩耗。 横ナデ。 摩耗。

秋
九
縦

り
ヶ

¨
『
［

ヘ ラ 肖
後
，

縦′
日

長石,石
英含む。 先存。

縦ナデ後
横ハケロ

左上リタ
タキロ後,

斜ハケロc

横ナデ。 縦ハケロ
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 胴部÷存(

デ

ハ

ナ
斜

ｏ

板

，日

斜
後

ケ
摩耗。 斜板ナデく摩耗。

石

ｏ
，む
石
含

長
英 底部完存 (

縦指ナデ( 縦板ナデ
縦指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

キ
縦

ｏ

“γ
　

，
一．ア

タ
後

ナ

横

目

板

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 底部

=存

〈

摩 耗 。 斜ハケロ 斜ハケロ
黒 斑 。

斜ハケロて長石,石
英含む。

底 部 完 存

縦,斜板
ナデ。

縦ハケロ
(指 頭 痕
残す。)。

雲母細片 ,

長石,石
英含む。

底部完存

摩耗。 横ナデ。 摩耗。

横 ,右上 り
タ タ キ ロ
後 ,横 ナ デ

す。)。

長石,石
英含む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
横指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

削
頭

ｏ
＞

ラ
旨
す

へ
け
残

縦

り
痕

横指ナデ(

縦ヘ ラ削
り。黒斑 (

長石含む( 完存。

横ナデ。

デ
状
よ

牌［原体‐こ観

指頭痕残
す。

ミ
丁ヘラ

諷
＞。

縦
ガ
寧

上
キ
横

一

，
左

″
後
，烈

＞
。

横
リ
ロ
ナ
部

長石,石
英含む。

=存

。

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口  縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内  面 外  面 内 面 外 面 内  面 外  面

第‖3図
29

ヘ
キ

横

ガ

縦

ラ
横ヘラミ
ガキ。

縦ヘラ削
り。横ナ
デ。

縦ヘラミ
ガキ。

長石,雲
母含む。

杯,脚上
部完存。

封土。

第69表 第 7号集石墓伴出遺物観察表13)
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第70表 第 8号集石墓伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置

口縁端部
口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第151図

1

横ナデ後
凹線 3条
施す。

横板ナデ 横板ナデ〈
斜ハケロ
後,縦 ミ
ガキ。

横ナデ。
石
含，量

石
多

ｏ

長
英
む

÷存。 封土。

2 横ナデ。
横

ｏ
＞

瓢
デヵ、

摩

ナ 横ナデ。

目

，

ｏ

ケ
後

デ

縦′、
翻

播
横ナデ。 長石含む ÷存。 封土上位

3 横ナデ。 横板ナデ 横板ナデ
`

横ナデ。 縦ハケロ
長石含む
精徴。 ÷弱存。

4

横ナデ後,

鋸歯文施
す。

摩耗。 横ナデ。 摩耗。
縦ヘラミ
ガキ。

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。 封土。

5

後
条

デ
２

。

ナ
線
す

横
凹
施

横ナデ。
ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
横ハケロ 縦ハケロ

長石,石
英含む。 ÷弱存。第 1号主

体部埋土

6

横ナデ後,

沈線2条
施す。

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 縦ヘラミ
ガキ。

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。

7

横 ナデ後 ,

ヘ ラ描鋸
歯文施 す。

横 ナデ。 横 ナデ。 長石含む 洗存。 封土上位

8

後
条

デ
２

。

ナ
線
す

横
沈
施

横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。 封土下位

9 横ナデ。 横ハケロ
縦,斜ハ
ケロ。

横ハ ケロ 縦 ハケロ
長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

摩耗。 斜ハケロ
長石,石
英含む。 十弱存。

(立上部)

横ナデ。
(立上部 )

横ナデ。 ］】藤施す。

長石,石
英含む。 ÷存。

(ウ ト音聰)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 七存。 封土上位 (

横ナデ後,

ヘラ描鋸
歯文施す。
睛付空帯^

横ナデ。
斜ハケロ
後,横ナ

石

ｏ
，む
石
含

長
英 ÷存。 封土。

横 ナ デ後

円形 浮 文
ヘラ描鋸
歯文施す

ロ

ナ
ケ
横

横
後
デ

斜
後

デ

，
ロ

ナ

横

ケ
横

石

ｏ
，
外リ

石
含

長
英 ÷存。 第 1号主

体部埋土|

横ナデ。
横ナデ後,

ヘラ描鋸
歯文施す。

長石含む 十存。 封土下位(

(立 上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。
横板ナデ 横ナデ。

長石,石
英含む。

口縁部ほ
ぼ完存。

封±6

横ナデ後,

凹線 3条
施す。

横 ナデ。 横ナデ。
横 ナ デ
(指 頭 痕
残す。)。

ロ

ナ

ケ
横

縦

後

デ
石英含 む ÷強存。

主
土

号
埋

１
部

第
体

後
状

ｏ

デ
波
す

ナ
描
施

横
櫛
文

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
ロ

ナ

ケ
横

縦

後

デ

長石,石
英含む。 ÷存。 封土上位|

第12図

20

(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。 ］］ヘラ描鋸̈］̈ヘラ描鋸動

目
指
指
残

ヽケ
斜
六
痕
＞
。

斜
後
ナ
頭
す

摩耗。
長石,石
英,雲母
少量含むく

十存。

(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

斜
後
デ

石
母
む

，雲
含

石

，量

長
英
少 ÷存。 封土下位 (
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第71表 第 8号集石墓伴出遺物観察表9)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第152図

22

(立上部)

横ナデ。

(立上部)

ヘラ描鋸
歯文施す(

横ナデ。 縦ナデ。
石
母，雲

ｏ

石

，
む

長
英
含 ÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。
斜ハケロ
後,横ナ
デ。

縦ハケロ
(細 )。

横ナデ。 長石含 む ÷存。

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 斜ヘラ削
り。 摩耗。

指頭痕残
す。 摩耗。 石英含む(

=存

。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
痕

ｏ

ナ
師
す。＞

縦
鮮
残

横ナデ。 石英含 む《÷存。
主
土

号
埋

１
部

第
体

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ハケロ

ロ

ナ
ヶ
横

縦
後
デ

長石含む
` ÷強存。封±。

横 ナデ。 横ナデ。

目
原
横

縦ノ、ヶ鰍体＞後，電

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 士存。 封土上位

横 ナデ後 ,

凹線 2条
施す。

デ

ラ
キ

ナ

ヘ
ガ

。

横
厳
ミ
則

斜ハケロ
後,横ナ 長 石 ,石

英 含 む。 ÷弱存。 第 1号主
体部埋土 (

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 長石含む

=存

。 封土上位

横ナデ。
横ヘラミ
ガキ。

横ヘ ラ
ガキ。

横ヘラ ミ
ガキ。

横ヘ ラ ミ
ガキ。

長石,石
英含 む。

口縁部ほ
ぼ完存。

主
土

号
埋

１
部

第
体

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

目

，

。

ケ
後
デ

縦ノ、翻彬
長石含む
精緻。

口縁部ほ
ぼ完存。

封土。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦 ハケロ
(細 )後 ,

横 ナデ。

長石,石
英 ,雲母
含む。

÷存。

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

ロ
ナ
管

６

ケ
横
竹
す

ハ

，
。施

縦
後
デ
文

石
，
む

石
含

長
英 ÷存 封土中位

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
長石,雲
母細片含
む。

十存。 封土。

横ナデ後,

沈線 1条
施す。

摩耗。 摩耗。 長石,石
英含む。 +弱存。第 1号主

体部埋土

縦ハケロ 縦指ナデ(

指頭痕残
す。摩耗

ハ ケ ロ
(摩耗)。

沈線 1条
施す。

長
英

の
石

ｏ

量

，
む

多
石
含

頸部
=存

〈封土中位(

横
後
デ

ケヽロ
横ナ 縦ハ ケロ

デ
痕

ｏ削

け
師

”
時

り
。

横
後
ラ

。

，ロ

ヘ
キ

縦
ケ
斜
ガ

横指ナデ

ロ

ヘ
キ

ケ
縦
ガ

ハ

，
ヽヽ
ヽ

縦
後
ラ

石英少量
含 む。

頸部+存て第 1号主
体部埋土

38 横ナデ。
後
帯

デ
突

ｏ

ナ
付
す

横
貼
施

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 頸部÷存封土。

第鵬図
39

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。

デ
痕

ｏ

け蜘残す。＞
摩耗。

石

ｏ
，む
石
含

長
英 頸部

=存

指ナデ。 縦ハケロ 指ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

長石,石
英含む。

体部
=存

第 1号主
体部埋土(
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第72表 第 8号集石墓伴出遺物観察表13)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内  面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第出図
42

横ヘラ削
り(摩耗)

横
り
下
ラ
＞
。

＜
・
‐・ 部＞
「
中
¨
¨

長石含む ÷存。 封土中位

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

後
条

デ

ー
　^
。

ナ
線

す

横
凹
施

横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。 t存。 封土中位

デ
原
る

ナ
ヶ
球
Ｌ

横
＜′
体
か

横板ナデ
`

横ナデ。
残
指

痕
縦

ｏ

頭

ｏデ

指
す
ナ

縦ハケロ
(細 )後 ,

横ナデ。

斜ヘラ削
り。

縦 ハケロ
(細 )。

細

。
ほ
含
徴

微
む
を
ど
精

母
含
粒
ん
ず

雲
片
砂
と
ま

÷弱存。封土上位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指 ナデく縦ハケロ
雲
片，細

ｏ

石
微
む

長
母
含 +強存。封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ
`

縦 ハ ケロ
(細 )。

長石,雲
母含む。 ÷存。

横ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
(細 )。

長石,雲
母微細片
含む。

÷弱存。封土上位 (

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。

長石,雲
母微細片
含む。

十弱存。 封土中位〈

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ヘラ削
り。

ロ
ナ

ケ
横

ｏ

ハ

，消

斜
後
デ

長石,雲
母微細片
含む。

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横指ナデ
( 摩耗。

長石,雲
母含む。 希存。 封土上位

`

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
縦ヘラ削
り。

縦 ハケロ
(月 日ヽ 1犬

原体 )。

長石,雲
母微細片
含む。

÷存。 封土。

後
条

デ
ー

。

ナ
線
す

横
凹
施

横ナデ。 横ナデ。 ヘ ラ削 り

横,右上
リタタキ
目後,縦
ハケロ。

雲母含む +存。

第血図
54

デ
状け回原体＞。

横ナデ。 横ナデ。
横ヘラ削
り。

ロ

ナ
ケ
横

縦
後
デ

石

ｏ
，
ｈり

石
含

長
英 ÷存。

後
条

デ
ｎ乙
　
。

ナ
線
す

横
凹
施

横ナデ。 横ナデ。 雲母含む( 十存。

横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ケ
横

斜
後
デ

デ
原

ナ
状

。

斜
販
匈

斜ハケロ
(板 状原
体)。

長石,貢
岩粒含む サ存。 第 1号主

体部埋土

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ハケロ

長
英

む

の
石
含

量

，片

少
石
細 ÷存。 封土。

横ナデ。 横板ナデ
`

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 +弱存。封土中位

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ
ナ
頭
♪

ノ、ヶ滞
鮨
射

縦
後
デ
痕

左,右上
リタタキ
目後,横
ナデ。

縦板ナデ 斜ハケロ 石英含む ÷存。 第 1号主
体部埋土(

横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
縦ヘラ削
り。

左上 リタ
タキロ後 ,

縦ハケロc

石英含む 胴部÷存( 封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦ヘラ削
り。

縦,斜ハ
ケロ。 i

長石,石
英含む。

=存

。 主
土

号
埋

１
部

第
体
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第73表 第 8号集石墓伴出遺物観察表14)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第崩図
62

横ナデ。
横ナデ。
(摩 耗著
しい。)。

横ナデ。
(摩 耗著
しい。)。

デ
痕

ｏ

け蜘残す。＞
摩耗。 石英含む(

=存

。 第 1号主
体部埋土(

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残
す。

縦ハケロ
(細 )。

長石含むて÷存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残
す。

縦指ナデ 縦指ナデ
`

縦指ナデ 長石含むてほぼ完存
`

第 1号主
体部埋土

ｏ条
デ
２

。

ナ
線
す

横
凹
施

横ナデ。 横ナデ。 長石含む( ÷存。 封土上位
`

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
指頭痕残
す。

縦ハケロ
(細 )。

長石,雲
母細片含
む。

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ
`

上
タ

右
夕

ｏ

，横
目

横
リ
キ

へ

。

斜

り

む含

。

石
緻

長
精

口縁部÷
存。

封土。

横ナデ。

上
上
キ

右
左
タ

横
り
り
目

長石含む 底部完存

横指ナデ
(指 頭 痕
残す。)。

摩耗。
石

ｏ
，む
石
含

長
英 底部完存

第 1号主
体部埋土〈

摩耗。 摩耗。
長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

71 斜ナデ。 横 ナデ。
長石,雲
母 含む。

底部÷存封土上位 (

摩耗。 摩耗。
長石,石
英含む。

底部完存 封土。

デ
痕

ｏ

肝蜘残す。＞

デ
痕

ｏ

鮨蜘残す。＞
雲母細片
含む。 底部完存

4 縦板ナデて斜ナデ。
雲母細片
含む。 底部完存( 封土上位

摩耗。
指頭痕残
す (摩 耗 )(

黒斑。

長石,石
英含む。

底部完存( 封土。

縦ヘラ削
り。 縦板ナデ

`

雲母細片
含む。

底部完存 封土上位 (

縦ヘラ削
り。

縦 ハケロ
後,縦ヘ
ラ ミガキ

長石,雲
母少量含
む。

底部完存

縦ヘラ削
り。

夕
後
デ

リ
ロ
ナ

。

上
キ
板
斑

左
夕
縦
黒

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 底部完存

縦板ナデ ( 斜指ナデ
長石,雲
母細片含
む。

底部完存{ 封±。

縦ナゲ。
斜板ナデ
黒斑。

長石,石
英少量含
む。

底部完存
`

封土上位

縦ハケロ
縦 ナデ。
黒斑。

長石,石
英含む。 底部完存

`

―-443-―



第74表 第 8号集石墓伴出遺物観察表(51

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 部 底 部

内  面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第Ы図
82

摩耗。黒
斑。

斜ハケロ
後,縦ヘ
ラミガキ

`黒斑
^

壼
〓　
ｏ

，
む

英
含

石
母 底部÷存封土。

斜板ナデ

(指 頭 痕
残す。)。

黒斑。

上
夕
黒

右
夕

ｏ

，横
目

ｏ

左
リ
キ
斑

石
母，雲

ｏ

石

，
む

長
英
含

底部完存

第馬図
84

縦ナデ。 縦ハケロ
雲母細片
含む。

底部完存
`

□
板
縦
ガ

ケ
斜

，ミ

（

，デ
ラ

。

横
後
ナ
ヘ
キ

黒斑。
長石,石
英 含む。

底部完存〈
主
土

号
埋

２
部

第
体

縦ヘ ラ削
|)。 縦板ナデ 長石含む

`

底部完存 封土。

ロ

ヘ
キ

ヶ
縦
ガ

（
　

，
ミ

斜
後
ラ

斜′ヽケロ 縦ヘラミ
ガキ。

縦 ハケロ 長石含む
`

底部完存

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデく

右上 り横
タタキロ
後,縦 ハ

ケ日^

石
母，壺

云

ｏ

石

，
む

長
英
含

÷存。 封土中位 (

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
痕

ｏ

け蜘残す。＞
斜ナデ。

石
量，多

。

石

，
む

長
英
含

+存。 封上下位 (

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ( 摩耗。 石英含む +存。 第 1号主
体部埋土

横ナデ。 横ナデ。
０残

デ
痕

ナ
頭

ｏ

横
指
す

ロ

ナ

ケ
横

ハ

，

（

横

後

デ

横 タタキ
目。

む含

。

石
緻

長
精 t存。 封土。

横ナデ。 横ナデ。
横ナデ後 ,

ヘ ラ描沈
線文施すc

横
後
デ

ケヽロ
横ナ 横ナデ。

長石,石
英含む。 ÷存。

主
土

号
埋

１
部

第
体

横ナデ。 横ナデ。
斜 ハケロ,

横ナデ。
横,斜ナ

斜ハケロ
右上リタ
タキロ。

長石含む
`

ほぼ完存 封土中位 |

横ナデ。 横 ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

ハ

，

。

斜

後

デ

横タタキ
目。

雲

ｏ
，
む

石
含

長
母 ÷強存。封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ 縦板ナデ
`

長石,雲
母含む。 ÷存。

第1,図

128
横ハケロ 横ナデ。

以
頭

ｏ
同誂所

(月 1可 音lζ 以~ド
)託モ ハ

ケロ (細 )

後,ナ デ
ツ肖̂

石
含，量

石
多

ｏ

長
英

む

口縁部一
部存。

封上下位

横板ナデ 横板ナデ(

デ

疸
Ⅸ
　
ｏ

時蜘残す。＞
縦ハケロ 横指ナデ( 縦 ハ ケロ

長石,石
英含む。

底部完存〈封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
(細 )。

ロ

ナ

ケ
横

縦

後

デ

石
母，壺

バ　
ｏ

石

，
む

長
英
含

ほぼ完存

横ナデ。 横ナデ。

横 ナ デ
(指 頭痕
残す。)。

里癖^

横ナデ。

デ
痕

ｏ

経蜘残す。＞黒斑。

削
横
黒

へ
後
デ

＾

縦
リ
ナ
嘉

長石,石
英含む。

ほぼ完存

縦指ナデ
`

縦指ナデ
(

デ
痕

ｏ

牌獅残す。＞
縦ナデ。 指ナデ。 縦ナデ。

石
含，量

石
少

ｏ

長
英

む
ほぼ完存

縦,横ナ 縦,横ナ 縦,横ナ
横ナデ。 縦板ナデ

`

縦指ナデ (

縦,斜指
ナデ。

長石含む〈完存。 封土。
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第75表 第 8号集石墓伴出遺物観察表(6)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内  面 外 面 内  面 外  面

第l,,図

135
横ハケロ 横ナデ。 縦板ナデ

`

一部縦ハ
ケロ。

長石含む ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。 長石含む ÷存。

横ナデ。

デ
痕
残

ナ
頭
量
ヽ
＾

横
鮨
多
す
（

デ
痕
残

ナ
頭
量
ゝ

横
鮨
多
す〈

石英含む
口縁部完
存。

第 1号主
体部埋土〈
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第76表 第 8号集石墓伴出遺物観察表171

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口 縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第11図

92
横ナデ。 横ナデ。 長石含む

` 士存。 封土。

第島図
93

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石細片
含む。 寺存。

第1“図
98

ナデ。 ナデ。
横ヘラ
ガキ。

ナデ。 斜ヘラ
ガキ。

長石,石
英含む。

小片。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
横ヘラミ
ガキ。

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 t存。

横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。 ∴存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石細片
含む。 t存。 封上下位〈

摩耗。
黒耗

ｏ

摩
斑 摩耗。

黒耗

。

摩
斑 摩耗。

長石,石
英多量含
む。

ほぼ完存
`

封土。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石英,雲
母含む。 +存。

横ナデ。 縦 ミガキ 横ナデ。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英

=強

存。第 1号主
体部埋土(

横ナデ。 横ナデ。

デ

ラ

、

。
ノ

け＜縦へ〕
摩耗。 横ナデ。

長石,石
英含む。 ÷存。 封土。

摩耗。 横板ナデ 長石含む〈t存。 封土中位|

横 ナデ。 摩耗。 摩耗。
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 七存。 封土上位|

横ナデ。
横ヘラミ
ガキ。

横ナデ。 長石含む〈士存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む
` 尭存。 封土。

横ハケロ

横
後

ラ

。

，ロ

ヘ
キ

縦
ケ
横

ガ

シポリロ
縦ヘラミ
ガキ。

石

ｏ
，
■‐、も

石
含

長
英 サ存。 封土中位

横ナデ。

縦

積

後

。

郵
″
郡

知

″

ｕ
指

０

（
横 ¨̈縦′、ラミ一̈‐‐

横ナデ。
長石,石
英含む。 十存。 封土。

縦ヘラ削
り後,横
ナデ。

ヘ
キ

縦

ガ
横ナデ後,凹線 1条
施す。

長石含む
( ÷存。

横ハケロ
(簾状)。

縦ヘラミ
ガキ。

横ナデ。
雲母細片
含む。 ÷存。 第 1号主

体部埋土

横ナデ。
縦ハケロ〈
一部ナデ〈

横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。

横ナデ。
シポリロ

縦

ｏ斜卿ノヽヶ口鰤規

横ナデ後,凹線 2条
施す。

雲
含，片

英
細

ｏ

石
母
む

金存。 封土中位
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第77表 第 8号集石墓伴出遺物観察表(8)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第1昴図
n6

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ

斜ハケロ
後,縦ヘ
ラミガキ̀

横ナデ。 長石含む +存。 第 1号主
体部埋土(

(上部)縦
指ナデ。
(下部)横
ナデ

^

縦
ガ
下
ナ

¨
一

キ
。

＜
帥

デ
。

横ナデ。 長石含む +存。

縦指ナデ(

縦ヘラミ
ガキ。

長石,細
片含む。

脚上部存(

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦 ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

横ナデ。 石英含む ÷存。

第57図

120

へ
　
。

斜

り
，削
横

ラ
横ヘラ
ガキ。

雲母細片
含む。 ÷存。

摩耗著し 縦ヘラ
ガキ。

縦指ナデ
`シポリロ̀
縦ヘラミ
ガキ。

雲母細片
含む。

脚上部完
存。 封土。

板
下

ヘ
キ

卿ナデ。＜中ゎ

ガ
凹
施

ミ

・条

ラ
後
２

ｏ

ヘ
キ
線
す

長 石 含 む
`

Hsn+# 第 1号主
体部埋土

`

摩耗。 斜ハケロ 摩耗。 Ⅷ̈
硼一」

長石,石
英含む。

脚部完存 封土中位〈

(_ヒ 部)横
ヘラ削 り
(下部)横
ナデ^

縦
後
ラ

ケロ
縦ヘ
ガキ(

片
む

細
含

母
量

雲
少 脚上部存 封土。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 縦 ハ ケロ 石英含む 脚部÷存封土中位 (

縦

下

ハ
　

，
ｏ

即

デ
。
＜

縦

酔

″

て
．

‐

ナ
部

ケ
縦

ロ

ヘ
キ

ケ
縦

ガ

ハ
　

，
ミ

縦

後

ラ
長石含む 脚上部存〈

第 1号主
体部埋土で

指

，日
横

＾
一̈け̈
′ヽケ日

↑卜婦縦 長石,石
英含む。

脚上部存て封上下位
`
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第78表 第 9号集石墓伴出遺物観察表

挿図

番号

& 成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置

口縁端部
口 縁  部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内  面 外  面 内 面 外 面

第11図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

指頭痕残
す。

斜ハ ケロ 雲母含む ÷存。 封土下位
`

2 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 雲母含む ÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
斜ハケロ(

斜指ナデ(

横,斜ヘ
ラ肖Jり 。

縦,斜ハ
ケロ。

長石少量
含む。 +存。

4 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
横ヘラ削
り。 摩耗。

雪
〓　
ｏ

，
む

石
含

長
母 ÷存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 縦指ナデ《摩耗。
長石,石
英含む。 ÷存。

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

残

へ

ｏ

痕
斜
り

頭

ｏ削

指
す
ラ

夕
後

ハ

リ
目
斜

ｏ

上
キ

，目

右
夕
縦

ケ

長石,雲
母含む。 +存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
へ
後
デ

斜

リ
ナ

，削
板

縦

ラ
斜

斜ハケロ
石

ｏ
，
む

石
含

長
英 士存。

8
縦ヘラミ
ガキ。

斜ヘラミ
ガキ。ナ 雲母含む 底部完存(

9 斜ハケロ(

摩耗。ナ
長石含む 底部÷存く

斜板ナデ
(

横,斜ナ
雲母含む 完存。

―-448-―



挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 部 底 部

内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面 内 面 外  面

第1“図
1

横ナデ。 横ナデ。 雲母細片
含む。 ÷存。 S T20

横ナデ。
横ナデ。
黒斑。

横 ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
斜ハケロ

含
緻

を
精

粒
ず

砂
ま +存。

横ナデ,

凹線 2条
施す。

横ナデ。 横ナデ。 石英含むく小片。

1 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

ハ

，

ｏ

斜

後

デ

内

ナ

部

横
卿
耐
デ。

(脚 部 外
面)斜 ハ
ケロ後,

横ナデ。

長石含む
底部,脚
部ほぼ完
存。

縦ナデ。
斜板ナデ
黒斑。 雲母含む 底部÷存

第79表 土拡墓伴出遺物観察表(1)

第80表 土拡墓伴出遺物観察表12)

挿図

番号

成 形 び 調 整 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口  縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外  面 内  面 外  面 内 面 外 面

第1“図
6

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 雲母細片 ,

長石含 む。
小片。 S T22
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第81表 壺棺墓伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第1,図

ｏ残
板

デ
痕
斜

ｏ

ナ
頭

ｏデ

縦
指
す
ナ

横 , 准f_lニ
リ ,/1 Jlり

後 ,斜 ハ ケ
目 後 ,縦 ,

斜 ヘ ラ ミ

斜ナデ。

上
リ
キ

（
　

，ラ

満

，
左
．

‐．
″
御
雌
淋

ガ キ
。

横
り
横
ロ
ケ
縦

ミ

石
含，片

石
細

ｏ

長
英
む

胴部ほぼ
完存。

S T01

第1"図

1
横ナデ。

横ナデ。
黒斑。

横 ナデ。

一
ラ
残
斑

ｏ
ヘ
キ
黒

デ
斜
ガ

ｏ

ナ
部

ミ
す

目
黒

ケ
　
。

ハ
耗

ｏ

斜
摩
斑

斜ナデ。
目
黒

ケ
　
。

ハ
耗

ｏ

斜
摩
斑

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ほぼ完存( S T02

2
斜ハケロ(

摩耗。

目
黒

ケ
　
。

ハ
耗

ｏ

斜
摩
斑

目
斜

ケ
　
。
。

ハ
耗
デ

斜
摩

ナ

縦,斜ヘ
ラミガキ

`

斜ナデ。

石
母，雲

ｏ

石

，
む

長
英
含

月同部ほぽ
完存。

第11図

1
横ナデ。 横 ナデ。 斜 ハケロ

斜ハケロ
黒斑。

斜 ハケロ
斜ハ ケロ
黒斑。

長石,石
英,雲母
含む。

ほぼ完存
`

S T03

2 横 ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ(

斜 ハケロ
黒斑。

斜ハケロ 斜ハケロ
黒斑。

石
母，雲

ｏ

石

，
む

長
英
含

月同音5ほ |ま

完存。

第171図

指ナデ。
指頭痕残
す。横,

斜ハケロ

縦,斜ハ
ケロ。黒
斑。

横,斜 ハ
ケロ。

縦,斜ハ
ケロ。

長石,石
英含む。

底部完存 S T04

第「 5図 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

指ナデ。
指頭痕残
す。斜ヘ
ラ肖1り

^

縦,斜ハ
ケロ。黒
斑。

石英,雲
母細片含
む。

胴部÷存(

第「 1図

1
横 ナデ。

横ナデ。
指頭痕残
す。

横ナデ。
指頭痕残
す。黒斑〈

指
横
り

斜

ｏ削

，
一．ア
ラ

縦

ナ

ヘ

縦斜ヘラ
ミガキ。
黒斑。

Ｌ
ア

縦

ナ

縦,斜板
ナデ。横
ナデ。

長石,石
英 ,雲母
少量含む

１

一
３

部縁
　
ｏ

□

存
S T05

指
縦
デ

斜

ｏ
ナ

，́．ア
板

縦
ナ
斜

ア
し
部

な
＞
。

一
嶼

』

¨
あ る

。
駆

級
目

て
分

り
ｍ

板
指
す

斜

ｏ残

，デ
痕

縦

ナ
頭

ヶ
し
＝

な
＞
。

“嗅ヽヽるかある。

縦
目
て
分
り

長石,石
英少量含
む。

胴音Fほ ぼ
完存。

第l'9図

1
横ナデ。 斜ハケロ

横ナデ。
指頭痕残
す。

横,斜ハ
ケロ。

縦,斜ハ

ケロ。黒
斑。

横,斜ハ
ケロ。

斜 ハケロ
黒斑。

長石,石
英含む。

ほぼ完存
`

S T06

横ナデ。 横ナデ。
ナデ。縦
斜ハケロ
摩耗。

取
縦
目

科

ｏ
ケ

ｏ

，デ

ハ
斑

紋
ナ
斜
黒

縦指ナデc

縦,斜板
ナデ。ナ
デ。

長石,石
英多量含
む。

月同音『ほ|ま

完存。

第硼図
横 ナデ。
刻 目。

横ナデ。

一
い
¨
”
鰤

＾

横
ラ
文
３
段

す

斜

後

デ

，
ロ

ナ

横

ケ
横

―
。沈
施
描

に
な

に

引
琳
麟

。′ヽ
ラ

颯
嗣

”
胤

斜

へ
線
す
列
　
る
刻

ナ
痕

（
ヘ

指
頭
斜
斜

，
。

洲
請
す
。Ｌ

帥

縦
デ
残
ヶ
ラ

日

，
ミ
黒

ケ
縦
ラ

。

（
　

，
ヘ
キ

ｏ

斜
後
斜
ガ
斑

斜ヘラ削
り。指頭
痕残す。

□□］
，
ミ
■
す

ケ
縦

ラ

。

ハ
　

，
ヘ
キ

ｏ

斜
後
斜
ガ
デ

石
含，量

石
少

。

長
英
む

□縁部÷
存。

S T07

第181図 縦,斜ヘ
ラ削り。 横 ナデ。

縦,斜ヘ
ラ削 り。 横ナデ。

石

ｏ
，む
石
含

長
英 底部完存《

2
へ

。

斜

り，削
縦

ラ 斜ナデ。
へ
　
ｏ

斜

り
，削
縦

ラ 斜ナデ。
長石 ,石
英,雲母
含む。

ほぼ完存

3
ｏ残

デ
痕

ナ
頭

ｏ

指
指
す

ナデ。
長石,石
英大粒含
む。

÷存。

第1譴 図

板
摩

斜

ｏ
Ｌ
ア
　
ｏ

横

ナ
耗

社“『縦，̈」

横
リ
タ
後
債
＝

摩耗。

横 ,右 _11

り,左上
リタ タキ
目後 ,縦 ,

斜 ′ヽ ケ ロ (

石
母，雲

ｏ

石

，
む

長
英
含

ほぼ完存 S T08

第1“図

指
斜

ｏ

斜

ｏ目

。

，デ
ケ
斑

縦
ナ

ハ
黒

“
¨

キ‐‥‐後
，一

い
一
中

。

横
左
夕
縦
目
斜
ガ
斑

斜ハケロ《
指頭痕残
す。

夕
後
ロ

ヘ
キ

リ
ロ
ケ
斜
ガ

上
キ

ハ

，
ミ

左
夕
斜
縦
ラ

長石,石
英含 む。

ほぼ完存

第187図

1

横,斜ハ
ケロ。

牽

`〔

,  11+ハ
ケ ロ。 横
ヘ ラ ミガ

目
指
指
す

ケ
斜

粋

ハ
　

，́．ア
痛

斜
縦
ナ
面

横ヘラミ
ガキ。ナ 長石,石

英含む。
底部完存 S T09
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第82表 壺棺墓伴出遺物観察表12)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置

口縁端部
口 縁  部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第1“ 図
2

帽姦晨稜
議:獅り、
ケロ。

縦,斜ハ
ケロ。黒
斑。

縦,斜ハ
ケロ。斜
ナデ。

縦,斜ハ
ケロ。斜
ナデ。

長石,石
英少量含
む。

，
存

崎
続

胴

底
S T09

第1“図
1

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
横,斜板
ナデ。

横,斜ヘ
ラミガキ 斜板ナデ

`

ミ
縦

ｏ

ラ
　
。デ

ヘ
キ
ナ

斜
ガ
斜

長石,石
英含む。

ほぼ完存( S T10

2
横ナデ。
刻 目。

縦指ナデ
(

指頭痕残
す。横,

斜ハケロ(

申朝′ヽヶ絶な

押
夕
″
後．へ聾

／‐‥
夕
後
＝
斜
″

横,斜ハ
ケロ。

神朝
′ヽヶ縦，な

Ｐ夕
絆
仏
へ芝

生
夕
後
日
斜
″

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。

第硼図 横ナデ。 横ナデ。
箇 み 7条
施 す。 斜
ハ ケロ後 ,

構 ナ デ ^

石

ｏ
，
む

石
含

長
英

口縁部完
存。
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第83表 不明遺構伴出遺物観察表(1)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
□縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内  面 外  面

第11図
横,斜ヘ
ラ肖Jり 。

縦,斜ハ
ケロ。黒
斑。

斜指ナデ 斜ハケロ 石英含む
`

底部完存 S X01

第l"図

1

ヘラ鋸歯
文施す。

横ナデ。 横ナデ。
石英細片
含む。 ÷存。 S X02

横ナデ。

横,斜ヘ
ラミガキ
後,横ナ

横,斜ヘ
ラミガキて

横,斜ヘ
ラミガキ̀

横,斜ヘ
ラミガキ

英
量

石
少

。

粒
母
む

大
雲
含 ÷存。

3

ロ

ナ

ケ
横

（

，

＾

斜

後

デ
横ナデ。

斜ヘラ肖リ
リ後,斜
ナデ。黒
嘉 ^

左上 リタ
タキロ後 ,

斜 ノ、ケロ(

黒斑。

縦,斜ヘ

ラ削 り。
黒斑。

黒斑。

石
含，量

石
少

ｏ

長
英
む

ほぼ完存

1 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ほ
含

。

存
二
」
い

粒

ん

な

砂

と

ま
+存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
砂粒 をほ
とん ど含
まない。

士存。

6 横ハ ケロ

斜

後

デ

，
ロ

ナ

横

ケ
横

斜ナデ。 斜ハケロ
砂粒をほ
とんど含
まない。 ÷存。

斜ノ、ケロ
黒斑。

ロ

ナ

ケ
横

（

，

。

斜

後

デ

砂粒をほ
とんど含
まない。

+存。

8 横ナデ。 横ナデ。

ロ
ナ
斑

ケ
斜
里
¨

ハ
　

，

。

斜

後

デ

ロ
ナ
斑

ケ
斜
里
一

ハ
　

，
０

斜
後
デ

長石,石
英少量含
む。

十存。

9 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
横ナデ。 斜 ハ ケロ

キ

縦

ｏ

夕

　

”
日
一

夕

後

ケ

横

ロ

ハ

ほ
含

ｏ

を

メ
ヽ
い

粒

ん

な

砂

と

ま
+存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
ほ
含

ｏ

を

メ
）
い

粒

ん

な

砂

と

ま
十存9

横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

（

，

（

斜

後

デ
横ナデ。

斜ハケロ
後,ナ デ(

縦,斜 ^
ケロ。

長石,石
英少量含
む。

+存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。

¨
い
一
¨
¨

一

級
日
斜
デ
て
李

縦 ナデ。

Ｈ
縦
デ
て
分

′ヽァ飢一】榔」

科
後
十
消
い
お

ほ
含

ｏ

一τ
い
¨
い

粒

ん
な

砂

と

ま
+存。

横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
縦ナデ。
黒斑。

斜ナデ。
黒斑。

縦ナデ。
黒斑。

石英多量
含む。

底部完存

14 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
l)。 横ナデ。

砂粒をほ
とんど含
まない。

□縁部ほ
ぼ完存。

横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ

右上 リタ
タキロ後 ,

斜ハケロ。

斜ヘ ラ削
|)。

夕
後
目

リ
ロ
ケ

上
キ

ハ

右
夕
斜

長石細片
含む。 十存。

横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
黒斑。

横,斜ハ

ケロ後 ,

横ナデ。

斜ハ ケロ
黒斑。

長石含む
` 十存。

第l"図

17

ロ

ナ

ケ
斜

斜

後

デ

ハ
黒

斜

ｏ
，日

。

縦

ケ
斑

デ
痕

ｏ

牌蜘残す。＞
斜ハケロ

砂粒をほ
とんど含
まない。

底部完存

斜ヘラ削
り。

縦,斜ハ

ケロ。黒
斑。

石英少量
含む。 底部完存

ロ

ナ
ケ
横

横

後

デ
横ナデ。

横ハケロ
後,横ナ
デ。

横,斜ナ
ロ

ナ

ケ
横

斜
後

デ

斜ヘ ラ削
り後,斜
ナデ。

長石,石
英含む。
雲母少量
含む^

十存。
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第84表 不明遺構伴出遺物観察表9)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内  面 外  面

第1“図
26

横ナデ。 横ナデ。
斜ハケロ
後,横ナ
デ。

縦,斜ハ
ケロ後,

横,斜ナ

ロ

ナ

ケ
斜

斜

後

デ

ロ

ナ

ケ
斜

斜

後

デ

縦ハケロ
後,縦ナ 長石含む 鳥存。 S X02

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横,斜ハ
ケロ。

削
斜

ｏ

ラ
　

，日
口

へ
後

ケ

斜

リ

ハ

石
含，量

石
少

ｏ

長
英
む

轟存。

横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。 斜ハケロ 斜ナデ。
縦,斜ハ
ケロ。

斜ヘラ削
り。

石

ｏ
，
む

石
含

長
英

=存

。

横ナデ。
黒斑。

横ナデ。
黒斑。

斜板ナデ( 斜板 ナデ
砂粒 をほ
とん ど含
まない。

ほぼ完存て

斜ハケロ 横ナデ。 斜ハケロ
縦,斜 ナ

斜ハ ケロ 縦 ナデ。
砂粒 をほ
とん ど含
まない。

ほぼ完存〈

第1%図

1
摩耗。 横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。 斜ハケロ 横 ナデ。 斜ハケロ 長石含む ÷存。 S X03

2
ヘラ描鋸
歯文施す 横 ナデ。 横 ナ デ。

雲母細片 ,

長石含むて÷存。

3 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

ほ
含

ｏ

を

ど

い

粒

ん
な

砂

と
ま

÷存。

4 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
雲母細片
含む。 +存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 縦 ハケロ
雲母細片
含む。 尭存。

6 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ
片
む

細
含

母
石

雲
長 轟存。

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 雲母含む ( ÷存。

8 斜ハケロ
夕
後

ｏ

リ
ロ
デ

上

キ
ナ

右

夕
横

雲母含む 底部÷存

9 横ナデ。 横ナデ。
長石,石
英含む。 ÷存。

斜
後
デ

ケヽロ
横ナ 横ナデ。

雲母細 片 ,

長石含むc
底部完存

`

第l“図
1

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 Ｌ
ア

デ
ナ

ナ
指

横
縦 横ナデ。

デ
残

へ

〈

ナ
痕
斜
り

指
頭

ｏ削

縦
指
す
ラ

石
含，量

石
少

。

長
英
む

÷存。 S X04

2

横ナデ。
凹線2条
施す。

横,斜 ハ
ケロ。 横ナデ。

横,斜ハ
ケロ。

横ナデ。 雲母含む ÷存。

指頭痕残
す。

ミ
右

夕

，日

ラ

。
夕
後

ケ

ヘ
キ

リ
ロ

ハ

縦
ガ
上

キ
斜

斜ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

石

，
む

，片
含

石
細
母

長
英
雲

=存

。

4 横ナデ。
横,斜ハ
ケロ。

横ナデ。
縦,斜指
ナデ。斜
ヘラ削り

，
キ
縦
目

リ
タ

，
ケ

上

夕
後

ハ

右
横
目
斜

斜指ナデ
`

，
キ
縦
目

リ
タ

，ケ

ｏ

上
夕
後

ハ
デ

右
横
目
斜
ナ

雲母含む ÷存。

横ナデ。
沈線 1条
施 す。

横 ナデ。
横ナデ。
指頭痕残
す。

縦 ナデ。

キ
縦
目

ノ々
　

，
ル／

夕
後

ハ

横
目
斜

縦 ナデ。

キ
縦
目

力′
　

，
ルノ

タ
後

ハ

横
目
斜

雲母含む

=存

。
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第85表 不明遺構伴出遺物観察表13)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出土位置
口縁端部

口  縁  部 頸 部 部 底 部

内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外 面 内 面 外 面

第1“図
6

指頭 痕 残
す。 検 ,

斜 ヘ ラ削
1)。 κモ1旨

ナデ。

，
，キ
縦
目

り

リ

タ

，
ケ

上
上
夕
後
（

右
左
検
目
斜

縦指ナデ(

縦ヘラミ
ガキ。

壺
〓　
ｏ

，
む

英
含

石
母 ÷存。 S X04

第18図

横ナデ後,

凹線 1条
施す。

横ナデ。 横ナデ。

削
斜

ｏ

ラ
　

，日
ロ

ヘ
後

ケ

斜

り

（

キ
斜

。

々
′

　

，
ロ
ロ

タ

後

ケ

横
目

（

横,斜ハ
ケロ。

斜ハケロ(

黒斑。

長石,石
英雲母細
片含む。

口縁部ほ
ぽ完存。

S X05

第86表 不明遺構伴出遺物観察表(4)

挿図

番号

成 形 J び 調 整 の 痕 跡

胎   上 遺 存 度 出上位置
Ll縁端部

[1 部 14・ 脚

脚 端 部
内  面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第鵬図
19

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 石英 含む
` +存。 S X02

横,斜ヘ
ラミガキ(

横,斜ヘ
ラミガキ
黒斑。

横ヘラミ
ガキ。

横,斜ヘ
ラ削り後,

ヘラミガ
キ6

長石含む ( ÷存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 石英含む( +存。

横ハケロ
後,縦ヘ
ラミガキ
里Jll^

縦 ハケロ
後,縦 ヘ
ラ ミガキ(

黒斑ハ

ヘ
キ
ナ

斜
ガ
横

縦
ラ
後
デ

目

，
ミ

ヶ
縦
ラ

。

ハ
　

，
ヘ
キ

斜
後
斜
ガ

石英含むて trxrlr+,

シポリロ
横ナデ。

縦ヘ ラ ミ
ガキ後 ,

縦 ハケロ(

長石含む ffr"gilF,

横ナデ。

斜

後

デ

ケヽロ
横ナ 長石 含む +存。

第1%図

11 縦ナデ。 横ナデ。 砂粒を含
まず精緻

`

+存。 S X03

第1%図
横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 斜′ヽケロ 石

ｏ
，
む

石
含

長
英 ÷存。 S X04

8 。日
口

デ
リ

ナ
ボ

縦

シ
縦 ナデ。 横ナデ。 雲母含む( w*slr+

9 斜ヘラ削
|)。

，

　

，

セ

ｆ

上
上
夕

＾

右
左
横
日

横ナデ。
少量の長
石,雲母
含む。

脚部サ存〈

―-454-―



挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口 縁  部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内  面 外 面 内 面 外 面

第Ⅲ図
1

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
右上リタ
タキロ後,

斜ハケロc

雲
含，量

石
少

ｏ

長
母
む

÷存。 S B07

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む〈小片。

横ナデ。 横ナデ。
斜ハ ケロ,

横ナデ。

含
緻

を
精

粒
ず

砂
ま

横ナデ。 横ナデ。
横 ナデ。
凹糸泉1条
施す。

長石含む ′
lヽ 月

―
。

横 ⌒ケロ 摩耗。 横 ^ケ ロ 摩耗。
含
緻

を
精

粒
ず

砂

ま +存。 S B08

横ナデ。
横
後
デ

ケヽロ
横ナ 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ

ケ
横

斜

後

デ
長石含むて÷存。 S B09

斜ヘ ラ削 縦 ナ デ。
黒 斑 。

石

ｏ
，む
石
含

長
英 nisB+/+,

11 斜ナデ。

右上リタ
タキロ後,

斜′ヽケロc

黒斑。

砂粒を含
まず精緻(

rg*l*r+

摩耗。 摩耗。 摩耗。 石英 含む( 卜片。 S B10

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 石英 含む
`

ヘラ描鋸
歯文施す(

横ナデ。 横ナデ。 長石含む +存。

横ナデ。 横ナデ。

斜
後
デ

ケヽロ
横ナ 雲母細 片

含む。
÷存。

l
横ナデ。
凹線施す 横ナデ。 横ナデ。 雲母細 片

含む。
′
lヽ 11‐ 。

第87表 掘立柱建物跡伴出遺物観察表(1)

第88表 掘立柱建物跡伴出遺物観察表(2

挿図

番号

1文 形 オ び 調 整 の 痕 跡

胎   土 遺 存 度 出上位置
口縁端部

口  縁  部 脚 部

脚 端 部
内 面 外 面 内  面 外 面 内  面 外  面

第期図
1

摩耗。 摩耗。
含
緻

を
精

粒
ず

砂

ま 士存。 S B07

縦ヘラミ
ガキ。

横ナデ。 縦ナデ。 縦ヘラミ
ガキ。

石

ｏ
，
む

石
含

長
英 +存。 S B09

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石英多量
含む。 lヽ 片。 S B10
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第89表 掘立柱建物跡伴出遺物観察表(3)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壼

内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外   面 内   面 外  面

第204図
6

回転ナデ
回転ナデ

回転ナデ
回転ヘラ
肖」り。

か。 SB

回転ナデ 4

5

ラ
　
　
デ

ヘ
　
。
ナ

転

り
転

回
切
回

争。

3 回転ナデ〈 ．〉
後
ガ̈

転

り
転

回
削
回

杯部:存 `

l

2
3
4

回転 ナデ
(

回転 ナデ
`

回転 ナデ
(

回転ナデ
`

デ
デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ
ナ

転
転
転
転

回
回
回
回

許。

(註 )

須恵器の観察表に用いたアラビア数字の表わす部位は下記の通りである。

杯 蓋  1 頂部  2 肩部  3 端部  4 かえし部

杯 身  1 かえし部  2 回縁部  3 胴部  4 底部  5 高台部

高 杯  1 回縁端部  2 回縁部  3 杯部  4 脚部  5 脚端部

壺・璽  1 口縁端部  2 El縁部  3 頸部  4 胴部  5 底部
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第90表 不明遺構伴出遺物観察表151

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口 縁 端 部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第209図
1

(立上部内面 )

横 ナデ。
(立上部外面 )

横 ナデ。

横ナデ。 横ナデ。
石 英 ,

雲母細
片含 む

`

金存。SX 06

横ハケロ
後,横 ナ

ロ
デ
帯
施

′ヽ ヶ
繊
燿
鳩

。

斜
後

貼

に
す

長 石 ,

国慮‰
片 含 む

頸畔
存。

横ナデ。 横ナデ。
長 石 ,

石英含
む。

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長 石 ,

石英含
む。

静。

横ナデ。
黒斑。 横ナデ。

デ
残

ナ
痕

指
頭

ｏ

縦
指
す

横 ナデ。 石，難
。

長
石
む ÷存。

横,斜 ナ
デ

ナ伊
，横
。

縦
後
デ

横ナデ。 斜ナデ。 石，始
。

長
石
む

=存

。

第217図
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

を
ず

。

粒
ま
緻

砂
含
精 鳥存。 SX 09

横ナデ。 横ナデ。 長石含
む。

=存

。

横ナデ。
凹線施す。 横ナデ。 横ナデ。

を
ず

。

粒

ま
緻

砂
含
精 静。

(立 上 部 内面 )

横 ナ デ。
(立 上 部 外面 )

ヘ ラ描 鋸 歯 文
竹 管 文施 す。

横ナデ。
雲母細
片多量
含む。

発存。

横ナデ。 横ナデ。 石英含
む。

=存

。

摩耗。 摩耗。 石英含
む。

底部÷
存。

縦 ナデ。 縦 ナデ。
長 石 ,

石英少
量含 む

底部完
存。

横ナデ。 横ナデ。 雲母細
片含む 底部。

第219図 縦斜 ナデ 斜ナデ。
石英含
む。

底部完
存。
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第91表 不明遺構伴出遺物観察表(6)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出土位置
口縁 端 部

口  縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内  面 外  面 内  面 外  面 内 面 外 面

第209図
7 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

長 石 .石
英含む。
雲母細片
含む。

群。 SX 06

摩耗。 摩耗。
石英大粒
含む。

小片。

へ

ｏ

斜
り

縦
ラ 縦板ナデ

`

長石含むて
脚部

=存。

第217図
6

横ナデ。 摩耗。 長 石,石
英含む。

小片。 SX 09

7 摩耗。 摩耗。 摩耗。 砂粒を含
まず精緻(

小片。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

石
母

石
，

，
雲

む
。

長
英
含

=存

。
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第92表 第 4層上面検出ビット群伴出遺物観察表(1)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内  面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

第227図
15 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。

を
ず

粒

ま
緻

砂
含
精

小片。 SP 4

横ナデ。
横ナデ。
斜ハケロ 横ナデ。 斜ハケロ

長石含
む。

頸皓
存。

SP 6

(立 上 部 内 面 )

横 ナ デ
(立上 部 外 面 )

摩 耗 。

，細
む

英
母
含

石
雲
片

口縁部

÷存。SP 18

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 摩耗。
斜ヘラミ
ガキ。

石英含
む。

口縁部

予。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石 ,

石英含
む。

頸畔
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
横,斜 ノ
ケロ。

右上リタ
タキロ。

雲母細
片含む

肩畔
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩 耗 。
長 石 ,

石 英 含
こ∫。

口縁部

iらfrrO

SP 35

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 雲母含
む。

小片。

斜 ヘ ラ削

'ク

 後 , 斜
ハ ケロ。

デ
痕

ｏ

経蜘残す。＞
石，始
。

長
石
む

底畔
存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ハケロ 横ナデ。

綱

石

片

ｏ

石

，細

む

長

片

英
含

口縁部

+存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
細

む
母
含

雲
片

口縁部

分存。

凹

ｏデ後，綱
ナ

ー

横

線 横ナデ。 横ナデ。
長石含
む。

小片。 SP 45

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
石英含
む。 小片。 SP 46

斜ハケロ 縦 ナデ。
雲母含
む。

底部完
存。

横 ナデ。
デ
　
。

ナ
斑

横
黒 横ナデ。

横ナデ。
黒斑。

横 ナデ。 石，剤
訥

長
石
片

口縁部

分存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
を

な

粒

ま

＾

砂
含

い

口縁部

士存。
SP 50

横ナデ。
黒斑。 横 ナデ。

横 ナデ。
黒斑。

横ナデ。
デ
　
。

ナ
斑

横
黒

砂粒 を
含 まな

口縁部

士存。
SP 70

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ 斜ハケロ
，
，細

む

石
英

母
含

長

石
雲
片

口縁部

金存。
SP 73

縦 ナデ。
斜ナデ。
黒斑。 摩耗。

右 上 り夕
タ キ ロ。
黒 斑 。

石，始
。

長
石
む

底畔
存。

SP 142
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第93表 第 4層上面検出ビット群伴出遺物観察表(21

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口 縁 端 部

口  縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内  面 外  面

第227図
19 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

雲母細片
含む。精
緻。

小片。

斜ハケロ 横ナデ。 横ナデ。 雲母含む 小片。 SP 56

第94表 第 4層上面検出ピット群伴出遺物観察表13)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出上位置杯 蓋 杯 身 高 杯 〓空

内  面 外   面 内  面 外  面 内   面 外  面 内  面 外  面

第227図
17

回転ナデ
回転ヘ ラ

肖Jり 。

2

3
回転 ナデ
回転ヘ ラ

肖Jり 。
÷存。 SP 6

ア́。デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ
ナ

け
睛
睛
睛

2

3

ラ
　
ラ
　
デ

ヘ
　
。
へ
　
。
ナ

転
り
転
り
転

回
削
回
削
回

ほぼ完存(

回転ナデ
回転ナデ

「ア
デ

ナ

ナ

転

転

回

回 En*n+E

4 回転 ナデ
`

回転ナデ
`

回転ナデ
(

脚部
=存

SP 35

回転 ナデ
回転ナデ

デ

デ
ナ

ナ

転

転
回

回
口縁部

分
存。

SP 40

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

転

転

転

回

回

回

回転ナデ
回転ヘラ
肖Jり 。

口縁部

=
存。

回転 ナデ 回転ナデ jヽ 片。 SP 50

回転ナデ 2 回転ナデ jヽ 片。

4 回転 ナデ
`

デ

デ
ナ

ナ

転

転

回

回 脚部÷存 SP 64

3
4

回転 ナデ (

回転 ナデ
`

ラ
　
　
デ
デ

ヘ

。
ナ
ナ

転
り
転
転

回
削
回
回

脚部
=存

SP 85

3
4

回転ナデ
`回転ナデ
`

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回 脚上部存 SP 95

4 青海波。 4 ″
後
，用

子
ロ

ハ

格
キ
斜

体部一部
存。

回転ナデ 回転ナデ 口縁部島
存。
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第95表 第5層上面検出ビット群伴出遺物観察表(1)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置

口 縁 端 部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第226図
1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。 斜ナデ。
長 石 ,

雲母含
む。

口縁部

■。SP 175

2
縦,斜 ナ

横ナデ。 石，始
。

長
石
む

底部完
存。

5 摩耗。 摩耗。
黒斑。

石英含
む。

底畔
存。

SP 206

6 斜ハケロ
縦ハケロ
黒斑。

縦,斜 ノ
ケロ。

，
斜

目
。

縦

ケ
英，踏
。

石
雲
む

底畔
存。

7 横ナデ。 横ナデ。
砂粒を
含まな 頸畔

存。

SP 208

8 摩耗。 摩耗。 摩耗。
細

む
英
含

石
片 小片。 SP 215

9 横ハケロ
ナ デ 後 ,

凹 線 ,波
状 文 施 す〈

砂粒 を
含 まな 体 部 小

片。

横ナデ。
横ナデ。
摩耗。

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

÷存。SP 230

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
横 ナ デ ,

斜ヘ ラ削
り。

デ
，野

目
。

ナ
上
キ

横
右
タ

砂粒 を
含 まな

端
。鑑
。

口

存

顎

存

SP 235

横ナデ後,凹
線1条施す。 横ナデ。 横ナデ。

石英含
む。 小片。 SP 245

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
砂粒を
含まな

口縁部

士存。
SP 246

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置

口縁 端 部
口  縁  部 杯 部 脚 ' 部

脚 端 部
内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第226図
3

摩耗。 摩耗。 摩耗
砂粒含ま
ない。

小片。 SP 206

4 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石 英 細 片 ,

雲 母 細 片
含 む 。

小片。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
少量の長石細
片,少 量の石
英細片含む。

小片。 SP 246

第96表 第 5層上面検出ビット群伴出遺物観察表(21
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第97表 第 5層出土遺物観察表(1)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第229図
1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ハケロ 縦ハケロ
縦 ハケロ ,

斜ヘ ラ削
り。

夕
後
目

リ
ロ
ケ

上
キ
ハ

右
夕
斜

雲母細
片含む(

口縁部

÷存。
10-H

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦 ハケロ
雲母含
む。

口縁部

=存

。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横 ナ デ ,

一 部 斜 ,

ヘ ラ削 り

縦′ヽケロ(横

十デにより
一部消える)。

雲母多
量含む(

口縁部

÷存。12-1

4
横ナデ後,凹
線1条施す。 横ナデ。 横ナデ。 縦板ナデ

`

縦 ノヽケロ
凹 線 l条
施す。

石英含
む。

□縁部

=存

。10-1

横ナデ。
ロ
ナ

ヽヶ
横

縦
後
デ

横ナデ。
横 ナ デ。
指頭 痕 残
り
'。

縦 ハ ケロ(

石，始
。

長
石
む

口縁部

サ存。
10-H

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
長 石 ,

石英含
む。

口縁部

=存

。12-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 石，始
。

長
石
む

口縁部

静。10-H

横ナデ。 横ハケロ( 横ナデ。
縦ハケロ
後,横 ナ

六
得
タ

プ。

ヘ
キ
ナ

縦
ガ
横

雲母含
む。

口縁部

=存

。12-G

凹後
す

デ
施

ナ
礫

横
線

壁蘇稜ハ
ケロ。

横ナデ後,

斜ハケロ(

摩耗。
一部ハ ケ
Iヨ |。

横ナデ後,

斜ハケロc

長石含
む。

口縁部

÷存。15-I

横ナデ。
横ナデ。
斜ヘ ラ ミ
ガキ。

横ナデ。
ヘ
キ

縦
ガ 縦 ハ ケロ

長石含
む。

□縁部

=存

。

横ナデ。 摩耗。 斜ハケロ 横ハケロ 斜ハ ケロ

指
残

（
ヘ

「痕
。＞斜目。斜」

縦
頭
す
ケ
ラ

斜ハ ケロ(

長石含
む。

口縁部

=存

。10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石英多
量含む(

口縁部

=存

。10-G

横ナデ。
ロ

ミ
ハ

ヘ
キ

横

斜

ガ

ロ
ヘ
キ

，
，斜ヨ

横
後
ラ

ロ
ヘ
キ

ノ、ヶ
，斜ジ

横
後
ラ

雲母含
む。

口縁部

÷存。12-I

横ナデ後,凹
線1条施す。

横ナデ。

ロ

ヘ
キ

の
中

ゎ

＜太＞
。

ミ

一
え

ヘラ颯
消

。＞

斜
ガ
部
る

ロ
ヘ
キ

ノ、ヶ拗̈
ョ

縦
後
ラ

長石含
む。

頸号
存。

11-H

横ナデ後,凹
線2条施す。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
ロ

ナ
ヽヶ
横

縦
後

デ

長石含
む。

口縁部

÷存。
10-G

第230図
16

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 縦ハケロ
雲母微
細片含
む。

口縁部

÷存。
n― H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ハケロ
雲母含
む。

口縁部

÷存。10-I

凹後
す

デ
施

ナ
榛

横
線 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

縦
後
デ

斜ハケロ
ロ

ナ
ヽヶ
斜

縦

後

デ

雲母細
片含むく

口縁部

=存

。H― H

凹線1条施す。 横ハケロ 摩耗。
縦ナデ後
横ナデ。 摩耗。

雲母多
量含む

`

口縁部

÷存。11-G

〃  20 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

縦 指 お さ

亀競痕残
りに。

縦 ハケロ

`炎

,オlξ ハ
ケロ。

雲母細
片含む(

口縁部

=存

。11-F
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第98表 第5層 出土遺物観察表12)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

図２３０

２‐

第 横 ナ デ後,凹
線2条施す。 横ハケロ 縦ハケロ 横ハケロ 簗tt各暑:

石英含
む。

口縁部

÷存。12-H

黛襟孔争:凹
横ナデ後
横ハケロ 横ナデ。

ロ
デ
る

ノ、ヶ
，ナれ

横
後
消

整爺γ昇
て

消 され る
`

ロ
デ
る

′ヽ ヶ

，
ナ
詢

横
後
消

斜ハケロ
ー部ナデ
シ肖さオtる

砂粒 を
含 まな

口縁部

鳥存。
15-1

刻後デ
す
。

ナ
施

横
目

横ヘラミ
ガキ。

後

ミ
デ
ラ
　
。

ナ
ヘ
キ

横
斜
ガ

少

む
英
含

石
量

口縁部

=存

。11-G

横ナデ後,凹
線3条施す。 横ナデ。 摩耗。 石，栃

訥

長
大
英

口縁部

=存

。n― K

横ナデ後,沈
線6条施す。 横ナデ。

後
目

デ
ケ

ナ

ハ

横
斜 横ナデ。 斜ナデ。 長石含

む。
口縁部
完存。

11-H

横ナデ。
。ロ
ナ

ガ
′ヽヶ
，横。

横
縦
後
デ

横ナデ。
ロ

ナ
ヽヶ
横

横

後

デ
縦ハケロ

石
，英
，飴

。

長
石
雲
む

口縁部

=存

。10-G

糠み見争L凹 横ナデ。 横ナデ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。

デ
痕
斜
り

け
¨

残 す＞
。「

横斜ナデ 石英含
tr。

口縁部

■。11-H

横ナデ後,凹
線2条残す。 横ナデ。 横 ナデ。 石英含

t∫ 。

口縁部

÷存。10-H

横 ナ デ後,凹
線2条施す。

横 ナデ。 摩耗。 横 ナデ。 摩耗。
多
む

英
含

石
量

口縁部

=存

。 12-H

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ヽヶ
斜

斜

後

デ

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

=存

。11-H

横 ナ デ後,凹
線3条施 す。

横ナデ。 横ナデ。

を
ん
ま

ｏ

粒
と
合

い

砂
ほ
ど
な

口縁部

÷存。11-G

横ナデ後,凹
線6条施す。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

÷存。12-H

横ナデ。 横 ナデ。
後
条″細す。

横
凹
施

横ナデ。 横ナデ。
砂粒を
含まな

口縁部

÷存。10-I

横 ナデ。 横ナデ。
横 ナデ後 ,

凹 線 6条
施 す 。

横 ナデ。 横ナデ。
砂粒を
含まな

部
　
ｏ

縁

存

口
■
４

10-H

剥落。 剥落。

」
（
胸
め

る
。

落
る
ケ
な
残

剥

い
ハ
様
が

長石細
片含む〈

口縁部

÷存。15-1

剥落。 剥落。 脱
ず

竹
斜

の
デ
す

英，船
。

石
雲
む

口縁部

■。10-H

横ナデ。
六
後
タ

ア。

ヘ
キ
ナ

横
ガ
横

横 ナデ。

斜 ヘ ラ ミ
ガ キ ,斜
ハ ケ ロ後 ,

横 ナ デ。

横 ナデ。
長 石細
片 少 量
を含 むて

口縁部

÷存。n― H

横ナデ。 横ナデ。
後
文

デ
子

ｏ

ナ
格
す

横
斜
施

ロ

ナ
ヶヽ
横

横
後
デ

横ナデ後
縦ハケロ

石，英，珈詢

長
石
雲
片

口縁部

=存

。12-G

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長 石 ,

石英含
む。

口縁部

=存

。11-H

横 ナデ。 横 ナデ。
斜格子文
施す。 横 ナデ。

ロ
ナ
　
す

ノ、ヶ湘
０助

斜
後
デ
刻

石，建訥

長
石
母

口縁部

予。 11-I

―-463-―



挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎 土 遺存度 出土位置
口縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第231図
41 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

横 ナ デ 後 ,

指 頭 痕 残
りに。

摩耗。
横ハケロ(

横板ナデ(

ロ
ケ
　
が

舛

，
縦′、

。 綺
耗
。

夕
後
目
大
摩

細
量

ｏ

母
多

む

雲
片
含

頸畔
存。

12-H

横ナデ。 横ナデ。
ｏ残

デ
痕

　

ｏ

ナ
頭

ｏ斑

斜
指
す
黒

長 石 ,

石英含
む。

頸峙
存。

11-H

横 ナデ。
横 ナデ,

斜ハケロ 横ナデ。 横ナデ後,

横ハケロc

横ナデ。 英，珊訥

石
雲
片

口縁部

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

指頭 痕 残
す。 縦 指
ナ デ 後 ,

横 ヘ ラ削
り。

横ナデ。
石英含
む。

口縁部

予。11-F

横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ
す

ｏ

施
デ

ロ

ナ
刻
横

雲母細
片含 む

頸部
=存。

10-H

横 ナデ。 摩耗。

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

摩耗。

ロ

ナ
ヶヽ
斜

斜
後
デ

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

=存

。11-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ
`
縦ハケロ 石，難

む。

長
石
含

頸畔
存。

12-I

横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。 摩耗。 縦ハケロ 摩耗。 ，
斜

目
。

縦

ケ
雲母含
む。

口縁部

予。10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石英含
む。

口縁部

予。11-G

横ナデ。 横 ナデ。
竹 管 文 ,

斜 格 子 文
施 す。

，含
石
英

ｏ

長
石
む

小片。 11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
摩耗。
斜ヘラ削
り。

斜 ハ ケ ロ
後 ,斜 ナ 石，始

。

長
石
む

□縁部

歩。10-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
指頭痕残
す。

斜ハケロ
黒斑。

石英含
む。

口縁部

÷存。
11-F

凹後
す

デ
施

ナ
榛

横
線

横 ハ ケ ロ ,

摩 耗 に よ
り不 明 瞭 。

斜 ハ ケ ロ ,

摩 耗 に よ
り不 明 瞭 c

斜 ハ ケ ロ ,

摩 耗 に よ
り不 明 瞭 〈

斜 ハ ケ ロ ,

摩 耗 に よ
り不 明 瞭 c

石，始
。

長
石
む

口縁部

=存

。n― H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
を
ず

。

粒
ま
緻

砂
含
精

口縁部

÷存。
10-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
指頭痕残
す。

横ハケロ
石英含
む。

口縁部

=存

。10-H

横ハケロ 斜ハケロ 斜板ナデ( 斜ハケロ
を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い

部
　
ｏ

哺
÷存

11-1

第232図
57

横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。
デ
削

ナ
ラ

板

へ

ｏ

斜
斜

り

右上 タタ
キ ロ 後 ,

斜ハ ケロ

細

む
母
含

雲
片

口縁部
ほぼ完
存。

11-H

横ナデ。 横板ナデ
の先

ｏ

ラ
跡

へ
痕

縦ヘラ削
り。

剥落。
石英少
量含む

`

口縁部

予。

横ナデ。 横ハケロ 横ナデ。 ヘラ削り 縦ハケロ
雲母含
む。

口縁部

予。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
摩耗。

縦ハケロ
雲母含
む。

口縁部

=存

。10-H

第99表 第 5層出土遺物観察表13)
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第100表 第5層出土遺物観察表14)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第232図
61 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

『
［

′ヽ ケ ロ
。

斜
り
縦

キ

ハ
黒

夕
斜

。

夕
後
，日

。

横
ロ
ケ
斑

雲母細
片含む

部
　
ｏ

哺
予 10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜 ヘ ラ 削
り後 ,斜指

表 晨斐
頭

横 タ タ キ
目後 ,斜 ハ 雲母含

む。

部

　
ｏ

哺
静

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ 縦板ナデ
`

ほ とん
ど砂 粒
を含 ま
んoい 。

□縁部

■。10-I

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

削

指

頭

ヘ ラ
御

秘
残 す

。

斜

リ

ナ
痕

タキロ,斜

縦挙昇賃'

英，胎
。

石
雲
む

口縁部

÷存。10-H

横ナデ。
横ナデ後
横ハケロ 縦ハケロ 斜ヘラ削

り。 縦ハケロ 雲母含
む。

口縁部

=存

。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ

雲母細
片含む

`

口縁部

=存

。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 嬉畠農姦(
縦ハケロ
後,斜 ハ
ケロ。

石，踏
。

長
雲
む

口縁部

■。 12-I

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

後
目
残

デ
ケ
痕

ナ

ハ
頭

ｏ

横
横
指
す

斜ハケロ
摩耗。

長石含
む。

口縁部

=存

。10-F

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。

斜ハケロ
黒斑。

雲母多
量含む

`

口縁部

=存

。10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
後
目

デ

ケ
ナ

ハ

横
斜

タタキロ

`凝

,揃モハ
ケロ。斜
′、ケロ。

雲母含
む。

口縁部

=存

。

ハケ原体で横
ナデ。 横ハケロ̀

ハケ原体
で横ナデ

縦
指
残

ガ
″
痕

。
＞
。

横
指
頭
す

タキロ
`た

,

斜ハケロ。
雲母細
片含む

口縁部

=存

。10-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 指頭痕残
す。

部 分 的 に

利;マレロ
石
量

ｏ

粒
少
む

大
英
含

口縁部

予。

第233図
73 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

縦 指 ナ デ
(指 頭 痕
残 す 。)。

縦ハケロ
砂粒 を
含 まな

口縁部

÷存。10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横 ナ デ
(指 頭 痕
残 す。)。

斜ハケロ,

不明瞭。

を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い

口縁部

予。

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横斜ナデ 縦ハ ケロ
雲母含
む。

部
　
ｏ

縁

存

ロ
ー
一４

11-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
デ

ミ

ナ
ラ

。

板

ヘ
キ

横

斜

ガ
剥落。

大粒長
石少量
含む。

口縁部

←。12-1

横ナデ。 横 ,斜 ナ
横ナデ。 雲母含

む。

口縁部

÷存。
11-F

横ナデ後,凹
線1条残す。 横ナデ。 横ナデ。 隷父ぢ昂

り。 黒 斑 (

横 ,右 上
リタ タ キ
目 後 ,斜
ハ ケ ロ。

細
量

ｏ

母
多

む

雲
片
含

口縁部

予。10-H

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 斜板 ナデ
キ
斜

ｏ

″
後
，用

斜
ロ

ハ

石，始
。

長
石
む

口縁部

争
。

12-I

ハ ケ原 体 に よ

島子ょ
い凹線 横ナデ。

斜ハケロ,一

部横ナデに
より消され
る。

指
頭
＞
。削

六
指
す
。ラ

ナ
デ
残

へ

ｏ

斜
ナ
痕
斜
り

斜ハケロ 長石含
む。

口縁部

予。11-H
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第101表 第 5層出土遺物観察表(51

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出土位置
口縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第233図
81

凹線2条施す。 横ナデ。 横ナデ。
縦ヘラ削
り。

斜ハケロ
黒斑。

石
，処
勝
む。

口縁部

÷存。
11-G

横ナデ。
凹線らしきも
の1条施す。

横ナデ。 横ナデ。
縦指ナデ(指

頭痕残す)。

縦ナデ。

デ
の
き
残

ナ
ラ
し
が

板

へ
ら
の

ｏ

縦
の
痕
も
る

砂粒を
含まな

口縁部

■。12-I

横ナデ後,凹
線1条施す。 横 ナデ。 横 ナデ。 サγ製

ハケロ。

ロ
ナ
斑

ヽヶ
横
黒

縦
後
デ

雲母細
片含む

口縁部

=存

。11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。

キ
斜

ｏ

″後，用

横
ロ

ハ

雲母細
片含む

口縁部

÷存。
10-1

横ナデ後,凹
線2条残す。

横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。

縦ハケロ
雲母多
量細片
含む。

口縁部

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。

ロ
ナ
斑

ヽヶ
斜
黒

斜
後
デ

雲母 細
片 多量
含 む。

口縁部

静。11-H

横ナデ。

ハケの原
体で横ナ
デ。

横ナデ。
斜ヘラ削
り。

獲

`ざ

早
ラ
′

。

雲母含
む。

口縁部

÷存。
10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 斜ハ ケロ(

砂粒を
含まな

口縁部

÷存。
上
キ
縦

ｏ

，
右
″
後
，用

横
リ
ロ

ハ

斜ヘラ削
り後,斜
ハケロ。

雲母含
む。

口縁部

予。

横ナデ後,凹
線1条施す。

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

横ナデ。
斜ヘラ削
り。

キ
斜

ｏ

″
後
，用

横
ロ

ハ

長石含
む。

口縁部

÷存。

凹後
す

デ
施

ナ
珠

横
線 横ナデ。 横ナデ。

縦,斜 ヘ
ラ肖Jり 。

縦,斜 ノ
ケロ

雲母細
片少量
含む。

口縁部

=存

。

横ナデ後,凹
線2条施す。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ハケロ
を
な

粒

ま

ｏ

砂
含

い

口縁部

静。10-1

第234図
93

凹後
す

デ
施

ナ
榛

横
線 横 ナデ。 横ナデ。

斜ヘラ削
り。

右上 リタタ
キロ,縦 ハケ

目後,横 ナデ
(

を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い

口縁部

予。10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。

右 上 リタ
タ キ ロ後
斜 ハ ケ ロ

砂粒 を
含 まな

口縁 部

静。12-G

凹後
す

デ
施ナ

躁
横
線 横 ナデ。 横ナデ。

削
横́〉簿タア。

横
リ
ナ

縦ハケロ
長 石 ,

石英含
む。

口縁部

予。11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ナ デ
，『

静
残 す

。

横
斜
り
痕

キ
横〃

なＰア。

横
ロ
ナ

雲母細
片多量
含む。

口縁部

÷存。
10-H

摩耗。 摩耗。 摩耗。
斜ヘラ削
り。

斜ハケロ
雲母含
む。

□縁部

■。10-G

横ナデ。 横ナデ。
デ
状

ナ
ヽヶ
体＞

。

横
＜ノ
原

斜ヘラ削
り。

キ
縦

ｏ

″
後
，知

横
ロ

ハ

石，馴
詢

長
雲
片

口縁部

=存

。11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦ヘラ削
り。

ロ
ナ
ハ

ノ、ヶ
，

横

。 斜
目。

縦
後
デ
ケ

石，始
。

長
石
む

口縁部

=存

。11-I

横ナデ後,沈
線状1条施す。 横ナデ。

横 ナ デ
(ハ ケ状
原体)。

横ヘラ削
り。

斜ハケロ
後横 ナデ〈
黒斑。

大粒石
英少量
含む。

口縁部

÷存。
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第102表 第5層 出土遺物観察表(6)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置

口縁 端 部
口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第234図
101 横ナデ。 横ナデ。

横 ナ デ
(ハ ケ状
原体)。

斜ヘラ削
り。

キ
縦

ｏ

″
後
，知

横
ロ

ハ

雲母含
む。

口縁部

予。11-H

横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。
横 ナ デ
〈指 頭 痕
残 す。)。

夕
後
目

リ
ロ
ケ

上
キ

ハ

右
夕
斜

雲母微
細片含
む。

口縁部

静。10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦,斜 ヘ
ラ肖」り。

横タタキ
目。

石英含
む。

口縁部

÷存。
15-1

横指ナデ 横ナデ。 ［痕残す。例鮨

縦

頭

縦

後

縦ハ ケロ
`

縦ヘラ削
り。

縦ハケロ 石，印凱む。

長
雲
片
含

口縁部

=存

。12-H

摩耗。 摩耗。
縦 指 ナ デ

幾謡「
摩耗。 縦指ナデ 摩耗。

黒斑。

多

む

英
含

石
量

底部完
存。

10-H

横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
横 タタキ
目。

デ
削

ナ
ラ

板

へ

ｏ

斜
斜

り

キ
縦

ｏ

″
後，用

横
ロ
ハ

縦ヘラ削
り。 縦 ナデ。

長 石 ,

石英含
む。

ほぼ完
存。

11-1

横 ナデ。 斜ハケロ 横 ナデ。 斜ハケロ 斜ハケロ
雲 母 細

答客F
部

　

ｏ

縁

存

ロ
ー
７

10-H

横ナデ。
デ
，用

ナ

ハ

横
横 摺諾蓑磯

」「 。

斜 ハ ケ ロ
後 ,横 ナ

晨 嚇 手雰 〈

″

`て

, `こ斗 ハ
ケ ロ 後 ,

横 ナ デ。

を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い

口縁部

÷存。9-H

横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ
長石細
片含む

口縁部
ほ |:,「 完
存。

11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石英含
む。

哺
静 10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ヘラ削
り。

横ナデ。
石英含
む。

口縁部

÷存。15-H

第235図
112 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

横,斜 ′
ケロ。

縦,斜 ノ
ケロ。

石英含
む。

口縁部

÷存。
12-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ〈
斜タタキ
目。

雲母細
片含む

口縁部

÷存。10-1

第236図
146 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

目

。
ミ”［斜ヘラガキ。

縦,横 ヘ
ラミガキ

石英含
む。

口縁部

=存

。12-1

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 縦ナデ。 横 ナデ。

ftt Z5,
75 ,に ,

雲 母 含
と,。

口縁部

静。11-F

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラミ
ガキ。

横ナデ。
砂粒を
含まな

口縁部

=存

。11-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
キ
横

〃
雑
タ

ア。

横
ロ
ナ

雲母含
む。

口縁部

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 僻書弓籍晨
残 す 。)。

横ナデ。
夕

。

り

目

上
キ

右
タ

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

争。

横ナデ。 横ナデ。
斜 ハ ケ ロ
後 ,横 ナ
デ。 黒 斑 (

横ナデ。
縦 ハ ケ ロ
後 ,横 ナ
デ。 黒 斑

長石含
む。

口縁部

予。10-I

横 ナデ。 横ナデ。
横 ナデ。
黒斑。

斜ナデ。
右 上 リタ
タ キ ロ。
黒 斑 。

縦,斜 ナ 摩耗。
黒斑。

長 石 ,

石英含
む。

完存。 11-G
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第103表 第5層 出土遺物観察表(刀

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第236図
153 横ナデ。

ロ
ナ

ヽケ
横

横
後
デ

キ
横
黒

″徹一デ。。

横
ロ
ナ
斑

ロ
ナ

ヽヶ
斜

縦
後
デ

夕

，
横

斑
。

議
お
慎
里
¨

ハ ケ ロ
(簾状)。

横ナデ。
雲母細
片含む 完存。 12-G

第237図
154 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

縦,斜 ′
ケロ。

縦,斜 ′
ケロ。

縦,斜 ′
ケロ。 横ナデ。

長石含
む。

口縁部

=存

。13-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 ケヽロ。 ケヽロ。
細

む

。

母
含
緻

雲
片
精

口縁部

÷存。10-H

斜ハケロ
ヘラ痕残
す。 摩耗。

横タタキ
目。

雲母細
片含む

`

口縁部

予。10-1

横ナデ後,凹
線2条施す。 横ナデ。 横ナデ。 横ヘラミ

ガキ。

横ヘ ラ ミ
ガキ。縦
ヘ ラ ミガ
キ。

ftt Zヨ ,

75 '嗜 ,

雲 母 含
を,。

口縁部

t存。n― H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長 石 ,

石英含
む。

Jヽ 片。 11-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
斜ヘラミ
ガキ。

横ナデ。 長石含
む。

口縁部

÷存。n― H

横ナデ後,凹
線2条残す。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石英含
む。

口縁部

轟存。
n-1

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長 石 ,

石英含
む。

口縁部

=存

。10-G

摩耗。

ロ

ナ
ヶヽ
横

横
後
デ

摩耗。

ロ

ナ
ヶヽ
横

横
後
デ

摩耗。
石英細
片含む

`

口縁部

=存

。12-H

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
デ
　
。

ナ
斑

横
黒 縦ハケロ 斜 ナデ。 縦ハケロ(

雲母細
片含む(

全体の

=存

。12-I

横ナデ。
ロ
ナ

ヽケ
横

斜
後
デ

ロ

ナ
ヽヶ
斜

斜

後

デ

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

ロ

ナ
斑

ヽヶ
斜

黒

斜

後

デ

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

斜ナデ。
雲母細
片多量
含む。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
削
斜

ｏ

や後，用

縦
リ
ハ

板 ナ デ
(簾状)。

縦ヘラ削
り。

fミ  Z5,
75 ,に ,

雲 母 含
を,。

完存。 11-G

横ナデ。

ロ
ナ
摩

ヽヶ
横
＜

。

斜
後
デ
耗

横ナデ。 ケヽロ齢
一科
各
餐
ア

横ナデ。
斜ヘラ削
り。

⌒ ケ ロ
(簾状)。

斜ヘラ削
り。

石英含
む。 完存。 9-H

横ナデ。
斜ハケロ
後,ナ デ。

ナデ。 斜ハケロ
後,ナ デ。

ナデ。
斜ハケロ
後,ナ デ。

ナ デ (1旨

頭 痕 残
す。)。

細
量

ｏ

母
多

む

雲
片
含

完存。 11-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
。
主
ｆ

デ

タ

ナ

タ

。

横
横
目

横ナデ。 斜ナデ。
石英含
む。

日縁部を
一部欠く
がほぼ完
存。

12-1

横ナデ。 横 ナデ。 斜ハ ケロ 横板ナデ 斜ハ ケロ
板 ナ デ
(簾状)。

斜ハ ケロ
長石含
む。

ほぼ完
存。

11-G

横ナデ。
ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ

縦,斜 ナ
斜ハケロ 縦,横 ナ

デ。黒斑〈
ハ ケ ロ
(簾状)。

斜ナデ。
石英含
む。

日縁部を
一部欠く
がほぼ完
存。

斜ハケロ

キ
斜

″
復
軍

ア。

横
ロ
ナ

斜ハケロ

後,アプ
キ
縦
黒

″
復
〓

ア。
。

横
ロ
ナ
斑

斜ナデ。 横ナデ。
雲母細
片含む 完存。 9-H

摩耗。
斜ハケロ
(摩耗)。

摩耗。
斜ハケロ
(摩耗)。

摩耗。
ハ ケ ロ
(簾状)。

摩耗。指
頭痕残す(

f尋  75,
75 ,に ,

雲 母 含
と,。

完存。 11-G
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第104表 第 5層出土遺物観察表(8)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出土位置
口縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第238図
173 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

横ナデ。
黒斑。

ロ

ナ
ヽヶ
横

縦

後

デ
横ナデ。 横ナデ。

石英含
む。

部
　
ｏ

哺
〓存

12■ G

横ナデ。
斜板ナデ
黒斑。

横 ナ デ
(指 頭痕
残す。)。

斜板ナデ
`黒斑。

デ
痕

ｏ

肝獅残す。＞
斜板ナデ 縦斜ナデ

`

雲母細
片含む 完存。 10-H

斜ハケロ 斜ハケロ 斜ハケロ 斜ハケロ( 斜ハケロ 縦ハケロ 雲母細
片含む

部

　

ｏ

縁

存

ロ

ー
一３

11-G

横ナデ。 横ナデ。

′ヽ ヶ

ヘ ラ

，
斜

斑
。

縦ナデ。
指頭痕残
す。黒斑(

斜ナデ。
長 石 ,

石英含
む。

口縁部

=存

。

177 横ナデ。 斜ハケロ
斜ナデ。
黒斑。

斜ハケロ(

指頭痕残
す。

斜ナデ。
黒斑。

縦指ナデ
(指 頭痕
残す。)。

縦ナデ。
黒斑。

長石含
む。

10-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ
上

目

後

石，燿
蜘
齢

長

英

雲

多

口縁部

轟存。

横 ナ デ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ 長 石 含
t,。

口縁部

許。 15-H

横ナデ。 横ナデ。

デ

状
ナ

ヽ ヶ
体＞

。

横
＜ノ
原

目

削
ケ

ラ
ハ

ヘ

。

斜

斜

リ
斜ハケロ

長石含
む。

口縁部

=存

。11-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ 斜ナデ。
斜ヘラ削
り。 横ナデ。

雲母細
片含む

ほ|ま完
存。

10-H

摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
石，英，踏
。

長
石
雲
む

口縁部

=存

。12-G

横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

斜ハケロ
を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い

口縁部

÷存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
砂粒を
含まな

口縁部

÷存。
11-I

横 ナデ。 横 ナデ。
横 ,斜 ヘ

ラ削 り後 ,

斜ナデ。
横ナデ。

削
斜
摩

ヘラ
後
，烈

＞
ｏ

横
リ
ナ
耗

を

な
粒
ま

ｏ

砂
含
い

口縁部

=存

。12-1

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い

口縁部

÷存。
11,H

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 石，妙舗

長
石
量

小片。 10-G

横ナデ。
横ナデ。
黒斑。 横ナデ。

井形ヘラ
ミガキ。

井形ヘラ
ミガキ。
黒斑。

ヘ
キ

形
ガ

井

ミ
ヘ
キ

形
ガ

井

ミ

雲母細
片含み ,

精 lgl。

一九部

ｏ

杯
存 11-F

横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。 斜ハケロ

後

ミ
デ
ラ
　
。

ナ

ヘ
キ

横
縦
ガ

を

な

粒

ま

ｏ

砂
含

い

口縁部

轟存。
10-H

摩耗。 摩耗。 横 ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。

上 り
，″

キ ロ
。

右
左
タ

石英含
む。

口縁部

=存

。

―-469-―



第105表 第 5層出土遺物観察表(9)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口 縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外 面 内 面 外  面 内  面 外  面

第235図
114 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長 石,石

英含む。

部
　
ｏ

哺
静 10-11

横ナデ。
黒斑。 横ナデ。 横ナデ。

ヘラミガ
キ。 摩耗。 長石細片

含む。

口縁部

÷存。11-H

横ナデ。 縦ヘラミ
ガキ。

斜ハケロ
横ナデ。

縦ヘラミ
ガキ。

横ヘラ削
り。

雲母細片
含む。

口縁部

=存

。11-1

横ナデ。
斜ヘラミ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。

雲母細片
含む。

口縁部

=存

。10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長 石 ,雲
母含む。

小片。 10-I

摩耗。 摩耗。 摩耗。 石英含む
口縁部

=存

。10-G

横 ナデ。 横ナデ。 縦ヘラミ
ガキ。

ラ
　
。

ヘ
キ

縦
ガ 縦 ナデ。

石英少量
含む。

口縁部

=存

。11-H

横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 雲母含む〈小片。 10-I

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長 石,石
英含む。

小片。 10-G

摩耗。 摩耗。 縦ヘラミ
ガキ。 摩耗。

ロ
ヘ
キ

ノ、ヶ縦
ジ

横
後
ラ

石英含む(

口縁部

÷存。11-H

横ナデ。
縦ヘラミ
ガキ。 横ナデ。 ヘ

キ

縦

ガ 斜ハ ケロ 砂粒を含
まない。

口縁部

÷存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ

ロ

ヘ
キ

′ヽヶ
，斜
ヨ

斜
後
ラ

雲母含む
口縁部

静。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 ヘ
キ

斜
ガ

横

ラ 長石含 む
口縁部

=存

。11-F

横ナデ後,凹
線施す。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 石英含む(

口縁部

予。11-H

横ナデ後,凹
線1条施す。

斜ヘラミ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。 摩耗。

縦ヘラミ
ガキ。 石英含む

(

口縁部

士存。
10-1

129 摩耗。 摩耗。 摩耗。 石英含む
`

口縁部

予
。

10-G

摩耗。
黒斑。 摩耗。

ミ
摩

や
颯

＞
。幾

縦
ガ
耗
黒

摩耗。 摩耗。 大粒石英
大量含む

`

部

　

。

縁

存

ロ
ー
一６

n― H

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 雲母含む
`

口縁部

÷存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラミ
ガキ。

斜ヘラミ
ガキ。

雲母細片
含む。

口縁部

予。

横ナデ。 横ナデ。
ミ
摩ヘライ

＞。

横
ガ
耗

縦ヘラミ
ガキ。 横ハケロ 石英含む

口縁部

静。12-H
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第106表 第5層出土遺物観察表00

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口 縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外 面 内 面 外  面 内  面 外  面

第235図
134 摩耗。 摩耗。 摩耗。

黒斑。 摩耗。 摩耗。
黒斑。

石

ｏ
石，訥

長
英

口縁部

÷存。
12-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ハケロ
(摩耗)。

摩耗。 石英少量
含む。

杯部鳥
存。

10-H

第236図
136 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

。目
ロ
ナ

ガ利
ノ、ヶ淑
６

横
シ
斜
後
デ

縦ヘラミガ
キ。縦 ハ ケ
目。黒斑。

横ナデ。
石

ｏ
石，舗

長
英

ほぼ完
存。

11-G

摩耗。 摩耗。 横ナデ後,凹 線 3

条施す。
大粒石英
含む。

脚部÷
存。

10-H

斜 ヘ ラ ミ

経事ン。
斜ヘラミ
ガキ。
横ナデ。

横ナデ。
砂粒を含
まない。

脚部÷
存。

10-G

横ハケロ 縦ハ ケロ
横ナデ後,凹線1条
施す。

長 石,石
英含む。

脚部÷
存。

10-H

摩 耗 。 摩耗。 横 ナデ。
砂粒 を含
まない。

↓
。

脚

存
10-I

横板ナデ
縦ヘラミ
ガキ。
横ナデ。

横 ナデ。
長 石 ,石
英含む。

脚部÷
存。

11-H

横ナデ。
縦ヘラ削
り 後 ,横
ナデ。

横ナデ。 長石含 む
`

↓
。

脚

存
10-H

日
里
ア

リ

ナ

ポ
板

シ
縦

ロ

ヘ
キ

ノ、ヶ縦
ョ

縦
後

ラ

横ナデ後,凹線1条
施す。

砂粒を含
まず精緻(

脚峙
存。

H― H

シポリロ
斜ヘラ削
り。

縦ヘラミ
ガキ。横
ナデ。

横ナデ後,凹線2条
施す。

石

ｏ
石，舗

長
英

脚部一
部欠。

10-H

摩デ
＞
。
斑
。

ナ
耗
黒

耗
斑

摩
黒

ハケロ。
石

ｏ
石，舗

長
英

脚部ほ
ぼ完存く

12-G
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第107表 第 4層出土遺物観察表(1)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置

口縁 端 部
口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内  面 外  面 内 面 外  面

第245図
1

斜ハケロ後,ヘ ラ描
lE歯文施す。

横,斜 ハ
ケ ロ後,

横ナデ。
斜ハケロ 石，始

。

長
石
む

部

　
ｏ

哺
↑ 10-G

2 案施ζ:凹
線3

摩耗。 横ハケロ
雲母含
む。

口縁部

=存

。

3 凹線8条施す。 横ナデ後1

横ハケロ(

指頭痕残
す。
ハケロ。

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

■。11-H

4 凹線3条施す。
縦ヘラミ
ガキ。

横ナデ。
砂粒を
含まな

口縁部

÷存。
11-G

凹線7条施す。
横,斜 ノ
ケロ。
ハケロ。

斜ハケロ 斜ハケロ
`

大粒石
英含む〈

口縁部

=存

。12-F

凹線3条施す。 横ナデ。
横ナデ後,

斜ヘラミ
ガキ。

雲母含
む。

口縁部

=存

。10-1

凹線4条 ,円形
浮文施す。

横ナデ。 す。占躍)

横 ナ デ。

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

=存

。10-G

竹毒
文施す

。

横
管 横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

縦
後
デ

，
斜

目
。

横
ケ

縦ハケロ
横ナデ。

石，胎
。

長
雲
む

部
　
ｏ

哺
争 11-1

横ナデ後,凹線7条
,

竹管文施す。 横，斜ノ、ケロ後，け」

ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ

雲母含
む。

口縁部

静。ll― H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ftt Z5,
そヨ  フに ,

雲 母 含

t∫ 。

□縁部

=存

。11-I

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 石，始
ｏ

長
石
む

口縁部

=存

。11-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
雲母含
む。

口縁部

÷存。
10-G

横 ナデ。 横ナデ。 ，斜′雖
ナデ。

縦
ケ
横

縦ナデ。
縦,斜 ハ
ケ ロ後,

ナデ。

長石含
む。

口縁部

÷存。
11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ
砂粒を
含まな

口縁部

=存

。10-F

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ヽヶ
横

横
後
デ

斜ハケロ
雲母含
む。

口縁部

÷存。
13-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
砂粒 を
含 まな

口縁部

÷存。
11-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜″ヽケロ 斜ハケロ
雲母含
む。

口縁部

予。10-G

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
雲母含
む。

口縁部

許。 12-H

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ
雲母含
む。

口縁部

÷存。
10-I

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 縦ハケロ

fそ  Zヨ ,

7ヨ  フに ,

雲 母 含
t∫ 。

口縁部
完存。

12-H

―-472-―



第108表 第4層出土遺物観察表12)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内  面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第245図
21 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。 ，

縦
目
。

斜

ケ

長 石 ,

雲母含
む。

口縁部

÷存。
11-H

横ナデ。 横ナデ後
横ハケロ 横ナデ。 横ハケロ 斜ハケロ 雲母含

む。

口縁部

=存

。12-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 ，
斜

目
。

縦

ケ
雲母含
む。

口縁部

÷存。11-I

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ハケロ

砂粒を
ほとん
ど含ま
ない。

口縁部

=存

。10-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

縦
後
デ

長 石 ,

雲母含
む。

口縁部

=存

。10-G

第246図
26 横ナデ。

(立上 部 )

駐 ■蔀
以 下 )横
ナ デ。

¨̈文，円形̈］̈一キ。

横ナデ。
斜ヘラミ
ガキ。

長 石 ,

石英含
む。

部

　

ｏ

縁

存

ロ
ー
一５

11-H

横ナデ。

(立上部)横

ナデ。
(立 上部以
下)横ナデ。

¨̈中文施す。̈̈ナデ。

石，始
。

長
石
む

小片。 12-H

横 ナデ。 ］横ナデ。］嚇ナデ。

(立 _Lり
部 )波 状
文 3条 施
りに。
(立 上 り
以 下 部 )

横 ナ デ。

長石含
む。

口縁部

÷存。10-H

横ナデ。

(立上部)

横ナデ。
(立 上部
以 下)横
ナデ。

(立上 部 )

円 形 浮 文 ,

奮長魔響。
(立 上 部
以 下 )横
ナ デ。

石 英 ,

雲母含
む。

部
　
ｏ

哺
静 11-I

横ナデ。 ］横ナデ。］呻ナデ。

(立上 部 )

竹 管 文 ,

ヘ ラ描 鋸
歯 文施 す (

(立 上 部
以 下 )横
ナ デ。

雲母細
片多量
含む。

口縁部

轟存。
10-H
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第109表 第4層出土遺物観察表13)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置

口縁 端 部
口  縁  部 頸 部 部 底 部

内  面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第246図
31

横ナデ,凹線1

条施す。 』̈̈一耗。
一̈状文４条，一』̈毎

石，始
。

長
石
む

口縁部

=存

。12-H

横ナデ。 横̈ナデ，臨̈̈
『落。

(立上部)

横 ナデ,

ヘラ描鋸
歯文施す〈

指 ナデ,

剥落。
石，柘
訥

長
大
英

口縁部

予。13-G

横ナデ。 ］横ナデ。］嚇ナデ。

(立上 部 )

横 ナ デ ,

ヘ ラ 描 ,

鋸 歯 文施
ぅに。
(立 上 部
以

~ド
)横

ナ デ。

横ナデ。 石，始
。

長
石
む

小片。 11-G

横ナデ。

(立上部)

横ナデ。
(立 上部
以 下)横
ナデ。

ポ̈̈
ナ̈デ。

横ナデ。 横ナデ。
雲母微
細片含
む。

口縁部

島存。
10-G

横ナデ. ］横ナデ。］］′ヽケロ。
榊̈け̈̈
』

横ナデ。
一部斜ハ
ケロ。

摩耗。 横l旨 ナデ(

摩耗。
刻目施す

長 石 ,

石 英 ,

雲母含
む。

口縁部
完存。

11-H

ナデ。 ］け］嚇ナデ。

裂駿要麓

下 )横 ナデ ,

ナ デ,斜 ハ
ケロ,指頭
痕 残 す。

横ナデ。
横ナデ後,

刻目施す(

石，英，胎
ｏ

長
石
雲
む

口縁部

÷存。10-G

横 ナデ。 ］横ナデ。］嚇規
¨̈柳条施す。̈̈横ナデ。

横 ナデ。
綾杉文施
す。

長 石 ,

雲母含
t∫ 。

口縁部

=存

。11-G

横 ナデ。
(立上部 )

横 ナデ。

(立上部 )

櫛描波状
文 ,円 形
浮文の痕
跡残す。

雲母含
む。

口縁部

=存

。10-G

(立上部)

指頭痕残
す。 ］岬文施す。

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

=存

。11-H

横ナデ,凹線1

条施す。 ］横ナデ。］嚇ナデ。

］』施す。］嘲ノ、ヶ口。

石，動
詢

長
石
量

口縁部

許。10-G
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第■0表 第 4層出土遺物観察表14)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎 土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内  面 外  面 内 面 外 面

第246図
41 横ナデ。

(立 上 部 )

横 ナ デ。
(立上 部以
下 )横 ナデ

(立 上 部 )

横 ナ デ。
(立上 部以
下 )横 ナ デ

石，妙詢

長
石
量

口縁部

÷存。
n― H

横ナデ。
(立 上 部 )

横 ナデ。
(立上 部 以
下 )横 ナ デ

(立 上 部 )

横 板 ナデ。
(立上 部以
下 )横 ナデ

長石含
む。

口縁部

■。10-H

第247図
43 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。

斜ハ ケロ
後 ,横 ナ

夕
後
，日
。

上
キ

（

左
夕
斜

横 タ タ キ
日後 ,斜 ハ
ケロ。

石，胎
。

長
雲
む

口縁部

÷存。10-G

横ナデ。

ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ
横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

雲母多
量含む{

部
　
ｏ

縁

存

ロ
ー
一４

12-I

凹線1条施す。 横ナデ。 横 ナデ。
石英含
む。

口縁部

轟存。
11-H

横板ナデ 刻目施す 縦指ナデ
`

斜ヘラミ
ガキ。

石，始
。

長
石
む

頸畔
存。

11-F

横 ナデ。
横ナデ後,

横ハケロ(

横ナデ。
デ，刑

ナ

ヘ

。

横
横
り

横 ナ デ,

縦斜ハケ
目。

雲 母 含
t,。

部

　

ｏ

縁

存

ロ
ー
一６

11-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 デ，刑
ナ
ヘ
　
。

横
斜
り

ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

予。10-G

摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩 耗,指
頭痕残す(

摩耗。
長 石 ,

石英含
む。

小片。 10-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横,斜 ヘ
ラ削り。

，
斜

目
。

縦

ケ
長石含
む。

口縁部

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。

斜ハケロ
雲母含
む。

口縁部

=存

。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横 ナデ,

斜ヘラ削
り。

，
縦

目
。

斜

ケ

砂粒を
含まな

口縁部

÷存。

横 ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
夕
後
目

リ
ロ

ケ

上

キ

ハ

右

夕
縦

長 石 ,

石英含
む。

口縁部

許。10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横斜ハケ
目。

斜ハケロ
後,ナ デ。

雲母細
片含む 1

口縁部

=存

。11-G

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 ，
斜

目
。

縦
ケ 石，印詢

長
雲
片

口縁部

÷存。11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜 ナデ,

斜ヘラ削
り。

雲母細
片含む

口縁部

←。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ヘラ削
り。 縦ハケロ

f1 71,
雲 母 微
細 片 含
t,。

口縁部

予。10-G

第248図
58

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

目

削
ケ
■
フ

ハ
　
ヘ
　
。

斜

斜

り

夕
後
目

リ
ロ
ケ

上
キ

ハ

右
夕
縦

雲母含
む。

口縁部

÷存。
11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削り,

指頭痕残す。

ロ

ナ
ヽヶ
斜

斜

後

デ

雲母含
む。

部
　
ｏ

哺
↑ 11-I

凹後
す

デ
施

ナ
榛

横
線 横ハケロ 横 ナデ。 縦 ナデ。

キ
縦

ｏ

″
後
，用

横
ロ

ハ

石

母

む

石，虐
齢

口縁部

÷存。
11-H
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第Hl表 第4層出土遺物観察表15)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内  面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第248図
61 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ヘラ削

り。
縦,斜 ノ
ケロ。

雲母含
む。

部

　

ｏ

縁

存

ロ
ー
一
４

10-G

横ナデ。 横ナデ。 ，
斜

目
縦

ケ

横 ナデ,

縦ヘラ削
り。

縦 , 斜  ハ

ケ ロ

`た

,

横ナデ。

長石含
む。

部

　

ｏ

縁

存

ロ

ー
一
４

12-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 悽,■■
ラ 肖」り。

縦ハケロ
長 石 ,

石英含
む。

口縁部

=存

。10-1

横ナデ。 横ナデ。
縦,斜 ハ
ケロ後,

横ナデ。
斜ナデ。

縦,斜 ′
ケロ。

砂粒を
含まな

口縁部

許。10-H

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ
斜ハケロ
(摩耗)。

雲母含
む。

口縁部

=存

。10-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横タタキ
目後,縦
ハケロ。

長石含
む。

口縁部

予
。

11-I

横ナデ,凹線2

条施す。 横ナデ。 横ナデ。

ロ
ナ

ヘ

。

ヽヶ
横
斜
”

横
後
デ
ラ

縦ハケロ 雲母細
片含む

`

口縁部

÷存。10-G

凹線1条施す。
横 ナ デ
(摩耗)。

横 ナ デ
(摩耗)。

け

ヘ ラ肖り
［

斜
縦
り

斜ハケロ
(摩耗)。

砂粒 を
含 まな

口縁部

=存

。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦,斜 ヘ
ラ肖」り。

キ
斜

ｏ

〃後，用耗。

斜
ロ
ハ
摩

砂粒を
含まな

口縁部

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 デ，刑
ナ

ヘ

。

斜

斜

り

斜 ハ ケ ロ
後 ,斜 ナ

fモ  Zl,
石  英 ,

雲 母 含
を,。

口縁部

÷存。
11-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 ，
斜

目
。

縦
ケ

雲母含
む。

口縁部

÷存。10-G

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜ナデ。
縦,斜 ハ
ケロ後,

斜ナデ。

長 石 ,

雲母含
む。

口縁部

÷存。11-H

横ナデ。 横ナデ。
ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ
横ナデ。

斜ハケロ
後,斜 ナ
デ6

雲母含
む。

口縁部

÷存。10-G

横ナデ。 斜ハケロ〈斜ハケロ 斜ハケロ 斜ハケロ
砂粒 を
含 まな

口縁部

÷存。10-I

横ナデ。

ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ
横指ナデ

縦 ナデ,

指頭痕残
す。

縦 ナデ。

を
ん
ま

。

粒
と
含

い

砂
ほ
ど
な

口縁部

=存

。11-1

横ナデ。 横ハケロ 横 ナデ。

斜 ,縦 ヘ
ラ 削 り,

指頭 痕 残
,「 。

f斗 , 縦  ハ
ケ ロ (摩
耗 )。

長石含
む。

口縁部
ほ|:II完

存。
10-G

第249図
77 横ナデ。 ＜立．‐二部＞』＜立．‐二部以”

(立 _1二 部 )

横 ナ デ 。

(立上 部以
下 )横 ナデ

`

斜ナデ。 斜ハケロ
を
ず

。

粒
ま
緻

砂
含
精

部

完

縁

ぼ

ｏ

口
ほ
存

11-H

摩耗。
(立 上 部 )

摩 耗。
〈立上 部以
下 )摩耗。

検 ナ デ後 ,

凹線 2条施

を上部以
摩 耗,指
頭痕残す 摩耗。 長石含

む。

部

　

ｏ

縁

存

ロ

ー
７

10-1

横ナデ。

(立 上部)横

ナデ。
(立 上部以
下)摩耗。 』̈̈”

摩耗。 横ナデ。 長石細
片含む

`

口縁部

=存

。12-H

横ナデ。

(立 上部)横

ナデ。
(立 上 部以
下)横ナデ。ナ̈デ後，ｍ］一

横ナデ。 横ナデ。
雲母細
片含む

`

口縁部

←。10-G
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第H2表 第 4層出土遺物観察表(6)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置

口 縁 端 部

口  縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第249図
81 横ナデ。 ］ナデ。］諧

(立 上 部 )

横 ナ デ。
(立上 部以
下 )横 ナデ

`

横ナデ。 横ナデ。
砂粒を
含まな

部

　

ｏ

縁

存

ロ
ー
一５

11-I

横ナデ。

(立 上部)横

ナデ。
(立 上部以
下)横ナデ。

(立 _L部 )

凹線 2条施
す。 (立上
部以 下 )横

横ナデ。 横ナデ。
雲母細
片含む

口縁部

=存

。12-H

凹後
す

デ
施

ナ
榛

横
線 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

石英含
む。

口縁部

÷存。11-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハ ケロ
雲 母細
片 多量
含 む。

口縁部

=存

。10-G

横 ナデ。 斜ハケロ(

夕
後

ｏ

リ
ロ
デ

上
キ
ナ

右
夕
横

斜ハケロ
後,ナ デ。 一いデ。右上リタキロ後，い

ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ

石，胎
。

長
雲
む

一
九ほ

存 11-I

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ
夕

後
，

ヽヶ・」り相
，縦′。

右
夕
斜
目

を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い

口縁部

=存

。10-H

横ナデ。 横 ナ デ。 横ナデ。 横ナデ。
横 ナデ,

斜ハケロ

砂粒 を
含 まな

口縁部

=存

。 n― H

斜ハケロ 斜ヘラ ミ
ガキ。

長石含
む。

底部完
存。

10-G

へ
り
著

ｏ

縦
削
耗
つ

横
，ラ
暉
ぃ

指
残

デ
痕
＞
。

ナ
頭
す

長 石 ,

石英含
む。

小片。 10-H

斜 ハ ケ ロ
後 ,横 ナ
ラ

′
。

縦 ,斜 ハ

ケ ロ 後 ,

横ナデ。

長 石 ,

石英含
む。

底崎
存。

11-H

へ

ｏ

斜
り

縦
ラ ，斜ノ雖

ナデ。

縦

ケ
縦

少
む

英
含

石
量

底畔
存。

ガ
斜六

後，デ。

ヘ
キ

ナ
摩耗。 石，始

。

長
石
む

底部完
存。

10-1

縦板 ナデ
`

縦 ,斜 ナ
デ。黒斑 (

雲母細
片含むく

底部完
存。

11-H

第251図
123 横ナデ。 横ナデ。

横ナデ。
黒斑。 横ナデ。

斜ハケロ
黒斑。 横ナデ。 斜ハケロ

石英含
む。

日縁 部
一部 欠

ぼ完存

15-1

横ナデ。 斜ハ ケロ 横ナデ。 斜ハケロ 横 ナデ。
ハ ケ ロ
(簾状)。

デ
痕

ｏ

経蜘残す。＞
雲母細
片含む(

口縁部

=存

。12-H

横ナデ。
斜ハケロ
斜ナデ。

デ
痕

ｏ

け師残す。＞
斜ハ ケロ

デ
痕

ｏ

ナ
師
す。＞

縦
け
残

ハ ケ ロ
(簾状)。

縦ナデ。
雲母多
量含む(

口縁部

=存

。12-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ 縦,横 ナ
デ

　

。

ナ
状

板
篠

縦 指 ブ‐デ
(指 頭 痕
残 す。)。

を

な

粒

ま

ｏ

砂

含

い

口縁部

÷存。10-G

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
横ナデ後,

縦ヘラミ
ガキ。

摩耗。
長石細
片含む(

口縁部

=存

。H― H

ナデ。 ナデ。 ナデ。
砂粒 を
含 まな

|ま 11,I完

存。
11-1

斜ハケロ。 斜ハケロ 斜板ナデ ( 斜ハケロ 斜板ナデで斜ナデ。
板

，
斜

デ
ｏ

縦

ナ

石
，卸

処

む
。

長

雲
片
合

口縁 部
を一 部
欠 くが
ほ ぽ完

11-H
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第H3表 第 4層出土遺物観察表171

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口  縁  部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面 内 面 外 面

第251図
130 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

ミ
不

ゃ
諷

瞭＞
。

縦
ガ
明

斜板ナデ
`

を
ず

。

粒
ま
緻

砂
含
精

口縁部

■。n-1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。
横 タ タ キ
日 ,縦 ヘ
ラ 肖リリ。

縦ナデ。
上

キ，右″
。

横
り
目

長石含
む。

部
部
が
完

縁

一
く
ぼ

〔

口
を
欠
ほ
存

9-H

横ナデ。 斜ハケロ
斜ヘラ削
り。

斜ハケロ
縦,斜 ヘ
ラ肖」り。 斜ナデ。

縦,斜 ヘ
ラ肖」り。

石，始
。

長
石
む

口縁部

=存

。12-H

横 ナデ。 斜ハ ケロ 横ナデ。 斜ハケロ 縦ナデ。
ハ ケ ロ
(簾状)。

縦ナデ。
雲母含
む。

一九
部

ｏ

底
存 11-G

横ナデ。 ナデ。 横 ナデ。 ナデ。 ナデ。
長 石 ,

石英含
む。

小片。 11-1

横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。 斜ハケロ

ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ

ハ ケ ロ
(簾状)。

斜ナデ。
雲母細
片含む

口縁部

=存

。11-F

横ナデ。
黒斑。

ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ
横 ナデ。 斜ハケロ

夕

指

頭

Ｄ
臓
瓢
残す。

斜ハケロ 横,斜 ヘ
ラ肖」り。

母，硫
。

雲
長
む

完存。 11-H

横ナデ。 斜ハケロ 横ナデ。 斜ハケロ 縦,斜 ノ
ケロ。

ハ ケ ロ
(簾状)。

夕
後
目

リ
ロ

ケ

上
キ

ハ

右

夕
横

雲母含
む。

日縁 部
を一 部
欠 く力

'ほぼ完
不7。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 ，
斜

目
。

縦

ケ 横ナデ。 石，始
。

長
石
む

口縁部

=存

。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 斜ナデ。 斜ナデ。 斜ナデ。
雲母多
量含む(

口縁部

鳥存。

横ナデ。
斜ハケロ
後 ,横 ナ
う
言

。

斜板ナデ
後,横 ナ
デ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

デ

ナけ
，横
。

斜
後
デ

石，影
舗

長
雲
量

口縁部

÷存。

摩耗。 摩耗。 ，
斜

目
。

縦

ケ 摩耗。 ，
斜

目
。

縦

ケ
長石含
む。

口縁部

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横,斜 ノ
ケロ。

縦 ,斜 ナ
斜ハケロ

縦,横 ナ 臥

妙
詢

雲

石

量

口縁部

=存

。11-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
7ヨ  フに ,

雲母細
片含む

`

口縁 部

÷存。
11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横斜ハケ

目
斜ハケロ(

長石含
む。

口縁部

÷存。
11-I

ナデ。 ナデ。 ナデ。 石，難
。

長
石
む

小片。 10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ
`

横ナデ。 斜板ナデ 縦ナデ。
長 石 ,

石英含
む。

完存。 12-1

第252図
147 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

横ナデ後,

横ヘラミ
ガキ。

摩耗。
長 石 ,

石英含
む。

口縁部

予。10-H

摩耗。 摩耗。 摩耗。
砂 粒 を

高晟」
口縁部

÷存。
10-F

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 石，始
。

長

石

む

口縁部

予。10-G
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第H4表 第 4層出土遺物観察表(8)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内  面 外  面 内  面 外 面 内  面 外  面

第252図
150 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

右上 リタ

各事昇多'
斜ハケロ 石，始

。

長

石

む

口縁部

予。10-I

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 斜ハケロ 石，始
。

長
石
む

口縁部

予
。

12-I

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

石，始
。

長
石
む

口縁部

÷存。10-G

斜ハケロ
縦,斜 ハ
ケロ後,

横ナデ。
斜ハケロ 斜板ナデ

`

長石含
む。

底部完
存。

11-H

―-479-―



第H5表 第 4層出土遺物観察表(9)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎 土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第249図
94

ナデ。 ナデ。 横ヘラミ
ガキ。

摩耗。
横ヘラミ
ガキ。

長 石,石
英細片含
む。

口縁部
小片。

11-F

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石含む(

口縁部

予。10-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む
`

口縁部

鳥存。
11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。 斜ヘラミ
ガキ。

雲母細片
含む。

口縁部

静。10-H

横ハケロ
後,縦 ヘ
ラミガキ(

ロロ
ヘ
キ

′ヽヶ
，斜ヨ

横
後
ラ

ロ

ヘ
キ

′ヽヶ
，斜
ヨ

横
後
ラ

斜ハケロ
長 石 ,石
英含む。

口縁部

予 0

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。

雲
含石，絣

。

長
母
む

部
　
ｏ

縁

存

口
■
４

11-H

第250図
100 横ナデ。

縦ヘラ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。

縦ヘラミ
ガキ。

長石含む(

口縁部

争。11-G

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石含む
`

口縁部

静。10-G

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石含む (

口縁部

÷存。
11-G

摩耗。
縦ヘラミ
ガキ。

摩耗。
長 石,石
英含む。

口縁部

÷存。
13-G

摩耗。 摩耗。
斜ハケロ
縦ヘラミ
ガキ。

摩耗。 長石含む
口縁部

÷存。
11-H

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 斜ハケロ 長石含む
口縁部

=存

。10-G

摩耗。
縦ヘラ
ガキ。 摩耗。

縦ヘラ
ガキ。 摩耗。

長 石,石
英含む。

口縁部

希存。
10-1

横ナデ。 横ナデ。
ミ
横

．ν
キ
Ｐ

ア。

縦
ガ
ナ

縦ヘラミ
ガキ。

斜ハケロ 長石含む (

口縁部

=存

。n― H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石含む
口縁部

=存

。10-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

大
含

石
，薇

。

長
粒
む

口縁部

=存

。12-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
長 石,石
英含む。

口縁部

÷存。
H一 H

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 石英含 む
`

口縁部

=存

。10-I

ミ
摩
し

ヘライ
著

。＞。

斜
ガ
耗
い

横ナデ。
ロ

ヘ
キ

ノ、ヶ
，斜ジ

斜
後
ラ

口
国
ヘ
キ

ノ、ヶ
，斜ヨ

斜
後
ラ

石英含 む〈

口縁部

許。

斜,横 ナ 斜,横 ナ
横ナデ。 長石含 む〈

脚崎
存。

12-I
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第H6表 第 4層出土遺物観察表00

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口 縁 端 部

口 縁  部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第250図
114

中
ナ デ

，部 斜′、
目
。

シ
横

一
ケ

斜ハケロ〈横ナデ。 長石含む 脚部÷
存。

10-G

，
横

目
。

斜
ケ

斜ハケロ,

横ナデ。 横ナデ。 長石含む 脚部嘉
存。

斜ハケロ
横ナデ。

横 ナデ,

斜ハケロ 横ナデ。
長石少量,

石英含むc

脚部
=存。

15-I

横ナデ。
ミ
横一》土「デ。

縦

ガ

ナ
横ナデ。 長石含む

脚部÷
存。

10-I

横ナデ。
縦,斜 ハ
ケ ロ,横
ナデ。

横ナデ。 砂粒を含
まない。

脚部÷
存。

11-G

ヘ
キ，横ヨ

斜

ラ 斜ハケロ 斜板ナデ,

斜ハケロ
`

斜ハケロ,

横ナデ。 横ナデ。 砂粒を含
まない。

崎

。

脚

存
16-I

シポ リロ 斜ハケロ 横 ナ デ。 石 英 含 む
`

↓
。

脚

存
15-H

斜ハケロ ，
斜

目
。

縦

ケ 横ナデ。
長 石 ,石
英含む。

脚部
=存。

11-G

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石含む (

脚畔
存。

11-H

―-481-―



第H7表 第 4層出土遺物観察表CD

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壺

内   面 外   面 内   面 外  面 内  面 外   面 内  面 外  面

第253図
179

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

1

2
回転ナデ(

回転ナデ
` 口縁部÷

存。
11-G

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

1

2

3

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

口縁部÷
存。

10-G

回転 ナデ
回転 ナデ
回転 ナデ

1

2

3

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回

全体の÷
存。

11-H

l

2
3

仕 上 げ ナ

回転 ナ デ〈
回転 ナ デ

`

1

2
3

ラ
　
　
デ

デ

ヘ

。
ナ

ナ

転
り
転
転

回

切

回

回

口縁部

=
存。

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回

酬̈
Ｌ
ア

デ

デ

回転ヘラリ後，ナ崚崚

全体の÷
存。

10-H

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

ラ
　
　
デ
デ

ヘ

。
ナ
ナ

転
り
転
転

回
削
回
回

口縁部

=
存。

11-G

1

2
回転ナデ〈
回転ナデて 回転 ナデ

小片。 11-H

1

2
回転 ナデ

(

回転 ナデ
`

回転ナデ 口縁部

=
存。

11-G

1

2

3

4

デ

デ

デ

一ア

ナ

ナ

ナ

ナ

転
転
転
転

回
回
回
回

回転ナデ
回転ナデ
回転ヘラ
肖Jり 。

口縁部

=
存。

10-F

1

2
回転ナデ

(

回転ナデ
(

1

2 回転 ナデ(

小片。 10-G

回転ナデ
(

回転ナデ
(

回転ナデ
(

回転ナデ(

1

2

3

4

回転ナデ(

回転ナデ(

回転ヘラ
肖」り。

口縁部÷
存。

11-F

デ

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ
ナ

転
転
転
転

回
回
回
回

1

2

3
4

回転 ナデ
`

回転 ナデ
`

回転ヘ ラ

肖Jり 。

口縁部
=存。
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第H8表 第4層 出土遺物観察表0

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壺

内  面 外  面 内  面 外   面 内   面 外   面 内  面 外   面

第253図
191

回転ナデ
回転ナデ
回転ナデ
回転ナデ

1

2

3

4

デ
デ
ラ

ナ
ナ

ヘ

。

転
転
転
り

回
回
回
削

口縁部希
存。

10-G

回転ナデ〈
回転 ナデ〈
回転 ナデ

(

回転 ナデ
(

デ
デ
ラ

ナ
ナ

ヘ

。

転
転
転

り

回
回
回
削

口縁部
=存。

10-H

デ

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

ナ

転

転

転

転

回

回

回

回

回転ナデ
回転ナデ
回転ヘ ラ

切 り。

口縁部÷
存。

10-G

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

1

2

3
回転 ナデ
回転 ナデ

口縁部÷
存。

デ

デ

デ
デ

ナ

ナ
ナ
ナ

転

転

転
転

回

回

回
回

回転ナデ
回転ナデ
回転ヘラ
削 り後 ,

回転ナデ

口縁部+
存。

1

2

3

回転ナデ
回転ナデ
回転ナデ

1

2

3
回転ナデ(

回転ナデ
`

口縁部÷
存。

12-H

1

2

3

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

転

転

転

回

回

回

1

2

3
回転ナデ(

回転ナデ(

口縁部÷
存。

11-G

回転ナデ
回転ナデ
回転ナデ
仕上げナ
デ。

デ
デ
ラ
回
方
デ

ナ
ナ

ヘ

，定
ナ

転
転
転
り
不
の

回
回
回
削
転
向

口縁部

=
存。

12-H

1

2

回転ナデ〈
回転ナデて

1

2 回転 ナデ( 口縁部÷
存。

200

1

2

回転 ナデ
`

回転 ナデ
`ハ ケロ状

の痕跡。

凹線が施
されてい
る回転ナ
デ。

口縁部÷
存。

11-G

1

2
回転ナデく
回転ナデ(

l

2 回転 ナデ
` 口縁部÷

存。

回転ナデ(

回転ナデ
`

1

2 回転ナデ( 口縁部÷
存。

12-F
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第H9表 第 4層出土遺物観察表OЭ

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壺

内  面 外   面 内  面 外   面 内   面 外   面 内  面 外  面

第253図
203

一ア
デ

デ

デ

ナ
ナ
ナ
ナ

転
転
転
転

回
回
回
回

回転ナデて
回転ヘラ
肖Jり 。
回転ヘラ
肖りり。

口縁部÷
存。

10-G

デ

一ア
デ

一ア

ナ

ナ

ナ

ナ

転

転

転

転

回

回

回

回

デ
デ
ラ

ナ
ナ

ヘ

。

転
転
転
り

回
回
回
切

口縁部÷
存。

11-F

デ

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

ナ

転

転

転

転

回

回

回

回

デ
デ
ラ

ナ
ナ

ヘ

。

転
転
転

り

回
回
回
削

口縁部÷
存。

11-G

回転ナデ
`

4

5

回転ヘラ
削 り後,

横ナデ。
回転ナデ̀

高台部十
存。

ナデ。 4

5
横ナデ。
横ナデ。 高台部

=
存。

11-H

回転ナデ
3

4

回転ヘラ
削 り後,

ナデ。
回転ナデ

`

底部
=存

10-H

回転ナデ 4

5

回転ヘラ
削 り後,

ナデ。
回転ナデ

高台部÷
存。

16-1

回転ナデ
(

回転ナデ
(

回転ナデ
(

回転ナデ
回転ナデ
回転ヘラ
肖」り。

口縁部÷
存。

10-H

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

転

転

転

回

回

回

3

4

5

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回 脚畔在11-H

耗
耗
耗

摩
摩
摩

耗
耗
耗

摩
摩
摩

杯 ,脚部

予。 11-I

4

5
回転ナデ
回転ナデ

4

5

回転ヘ ラ
肖」り。
回転 ナデc

ffiH\+e 11-G

4

5
回転ナデ

`

回転 ナデ
`

回転ナデ
回転ナデ 脚部号存
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第120表 第4層出土遺物観察表00

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壺

内  面 外   面 内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面

第253図
215

4 回転ナデ
`

デ
状

軒

，
波

。

回
後
文

脚部÷存10-G

5 回転 ナデて 回転ヘラ
肖Jり 。

底畔存̀10-H

回転ナデ
(

回転ナデ
(

回転ナデ
(

回転ナデ
(

デ
デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ
ナ

転
転
転
転

回
回
回
回

口縁部÷
存。

15-H

第121表 第 4層出土遺物観察表09

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出上位置杯 蓋 杯 身 高 杯 甕

内  面 外   面 内  面 外   面 内   面 外   面 内   面 外   面

第253図
218

回転ナデ
`回転ナデ
`

1

2

回転ナデ《
回転ナデ

` 口縁部÷
存。

10-F

ナデ。ナデ，奮曇切しヽる。＞

横
横
ナ
か
な
て

1

2
横 ナデ。
横ナデ。 口縁部÷

存。
n― H
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第122表 第 4層包蔵自然礫群伴出遺物観察表

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口 縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内  面 外  面

第258図
1 ¨̈̈̈す。

(立上部)

横ナデ。
(立上部)

横ナデ。
横ナデ。

ナ
ロ

。日

湘
。＜刻すｏ＞′ヽケ

縦
デ
施
縦

石，砂
訥

長
雲
量

存
１

一
３

11-G

摩耗。
帯
目

突
刻

付

に

貼
上

長石含
む。

頸畔
存。

デ
痕

ｏ

レ蜘残す。＞
縦,斜 ′
ケロ。

ロ
ナ
頭

ｏ
＞

ヶ
旨
旨
す

ハ
＝
け
残

斜
後
デ
痕

，
斜

目
。

縦

ケ
石，始
。

長
石
む

頸部÷
存。

4
横ナデ。凹線
施す。 横ナデ。 横ナデ。

削
指
指
残

や後，【痕∴

横
リ
ナ
頭
す

縦ハケロ̀
摩耗。黒
斑。

雲母細
片含む

存
１

一
８

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ハケロ

ロ

ナ
ヽヶ
横

縦

後

デ

長石含
む。 争。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ 斜板ナデ
`

細

む

母
含

雲
片

存
１

一
４

7 横ナデ。 横ナデ。 縦ヘラ削
り。

キ
斜

ｏ

”
後，用

横
ロ

ハ

雲母細
片含む

( ÷存。

ロ

ナ

ヶ

し
日

斜
後
デ

キ
横
黒

″
後
，一ち

。

横
ロ
ナ
斑

を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い

底部完
存。

斜板ナデ
`

，
斜

目
。

縦

ケ
雲母細
片含む(

底峙
存。

斜ナデ。

ロ
ナ
斑

ヽヶ
斜
黒

斜
後
デ

雲母細
片含む《

存
１

一
４

へ
　
。

縦

り

キ
子
分

夕
格

部

ｏ

夕

ｏ
の
り

斜

目
状

あ

砂粒 を
含 まず
精緻。

一九部

ｏ

底
存

ラ
耗

へ
摩

ロ

ヘ
キ

ノ、ヶ
洲

ジ
斑

。

斜

後

ラ
黒

長石含
む。

底部

=存。

指頭痕残
す。

縦,斜 ノ
ケロ。

指頭痕残
す。

斜ハケロ(

黒斑。
長石大
粒含むく

胴部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ 斜ナデ。
黒斑。

斜ハケロ
斜ナデ。
黒斑。

砂粒を
含まな 完存。

横ナデ。 横ナデ。
り
目

上
キ

右
タ 横ナデ。

右上 リタ
タキロ。

横ナデ。
右上 リタ
タキロ。
黒斑。

長石含
む。 完存。

横ナデ。凹線
1条施す。

横ナデ。
右上リタ
タキロ。

横,斜 ′
ケロ。

夕

。

り

目
上
キ

右
タ

を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い
÷存。
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第123表 第3層 出土遺物観察表(1)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口縁 端 部

口 縁  部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内  面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第261図
1

刻目施す。 横ハケロ

ロ

ナ
ヽヶ
横

縦

後

デ

を
な

粒
ま

ｏ

砂
含

い

口縁部

÷存。
1011‐ 1

ヘ ラ描文施す 横ナデ。 横ナデ。

ロ

ナ
ヶヽ
横

斜
後
デ

縦ハケロ
砂粒を
含まな

口縁部

÷存。10-G

横ナデ後,凹
線1条施す。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハ ケロ 横ナデ。 英，踏

。

石
雲

む

口縁部

÷存。11-H

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 曇笏]

口縁部

÷存。

凹線2条施 す。 横ナデ。
縦 ,斜 ハ
ケ ロ 後 ,

横ナデ。

を
ず

。

粒

ま
緻

砂
含
精

口縁部

÷存。
面
　
面

内
　
外

部

ｏ部

ｏ
く立．上けく立̈‐．け

横ナデ。

ロ

ナ
ヽヶ
横

斜

後

デ
摩耗。 縦ハケロ 石，珊

舗

長
雲
片

口縁部

÷存。
11-G

7 横 ナデ。
横ナデ。
黒斑。

横 ナデ。
多
む

母
含

雲
量

口縁部

争。10-G

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石含
む。

口縁部

÷存。
12-H

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 ′ヽケ菱
斜
後
ナ
痕

細
石
片

石

，細
む
。

長
片
英
含

部

　

ｏ

縁

存

ロ
ー
一
４

11-H

斜ナデ。
横,斜 ハ
ケロ後,

横ナデ。

長石含
む。

底部完
存。

摩耗。 ，斜ノ降
ナデ。

縦
ケ
縦

長石多
量 ,石
英含む

底部
=存。

斜ナデ。 斜ナデ。 英，影
舗

石
雲
量

底部完
存。

縦ヘラ削り,

斜ハケロ後,

縦ナデ。 タタキロ，斜′、ヶ口紘

横

縦

後

縦斜ハケ
目後,縦
ナデ。

縦斜ハケ
目後,縦
ナデ。

長石少
量含む

`

底部完
存。

後
条ガ細

す。

横
沈
施

縦 ,斜 ハ

ケ ロ 後 ,

横ナデ。

石，始
。

長
石
む

小片。 10-H

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
斜ハ ケロ
黒斑。

斜ナデ。 斜ハケロ 雲母含
む。

口縁部

÷存。
10-G

横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
斜ナデ。
黒斑。

斜ナデ。 斜ナデ。 石，踏
。

長
雲
む

口縁部

=存

。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
斜ヘラミ
ガキ。

長石少
量含む〔

底部完
存。

lo― F

第124表 第 3層 出土遺物観察表(21

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎  土 遺存度 出上位置
口 縁 端 部

口  縁  部 杯 部 脚 部
脚 端 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第261図
14

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長 石,石
英含む。

口縁部

詐。10-F

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長 石,石
英含む。

口縁部

予。10-H
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挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 士亜

内   面 外  面 内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外  面

第262図
23

2

4

デ
文

ナ
波

ｏ

転
海
す

回
青
残

回転ナデ
`

格子状タ
タキロ後,

回転ナデ(

口縁部

=
存。体,底
部 ほぼ完
F子。

12-1

2

3

仕上 げナ

回転 ナデく

回転ナデ
回転ナデ Irdfil5ltfT 9-H

1 1 〉́
簿
”ガ

転

り
転

回
削

回

頂部小片
(つ まみ
付)。

10-F

1 回転ナデ
`

1 ．》
簿
鼻
″

転
り
転

回
削
回

頂部÷存

(つ まみ
付)。

9-H

1 回転ナデ
`

1 回転ヘラ

削 り後 ,

回転 ナデ

頂部小片
(つ まみ
付)。

11-H

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回

1

2

ラ
　
　
デ
デ

ヘ

。
ナ
ナ

転
り
転
転

回
削
回
回

ほぼ完存(
I

横ナデ。
横ナデ。

横ナデ。

端部÷名11-H

「ア
コア

ナ

ナ

転

転

回

回
1

2

3

回転 ナデ《
回転ヘ ラ
肖」リ

口縁部

=
存。

12-G

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

1

2

3

ガ
や
後
，ガ

転
転
り
転

回
回
削
回

Ele輪
イア。

11-H

回転 ナデ
回転ナデ

1

2 回転 ナ デ
`

口縁部
=存。

12-G

回転ナデ

回転ナデ
回転ナデ

仕上 げナ
デ。

2
3

ガ
．や
後
，ガ

．）

。

転
転
り
転
転
り

回
回
削
回
回
削

哺峙
存。

11-F

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

1

2

3

回転ナデ
`

回転ナデ (

口縁部÷
存。

第125表 第 3層出土遺物観察表(3)
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第126表 第 3層出土遺物観察表14)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出上位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壺

内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外  面

第262図
35

回転ナデて
回転ナデ〈 回転 ナデ

`

口縁部
÷

存。

13-G

回転 ナデc

回転 ナデ〈
回転ナデ《
回転ヘラ
削 り後,

回転ナデ
`

口縁部÷
存。

10-G

回転ナデ
`回転ナデ
`

1

2 回転ナデ ( 口縁部÷
存。

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

横

横

横
横ナデ。
横ナデ。

畔
縁
　
ｏ

日

存
11-H

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

転

転

転

回

回

回

回転 ナデ
`

回転 ナデ
`回転ヘ ラ

肖」り。

口縁部÷
存。

10TI

回転 ナデ
回転 ナデ
回転 ナデ

回転ナデ
`回転ナデ
`

回転ヘラ
肖」り。

口縁部÷
存。

10-F

軒
，仕ガ
け

回
後
げ
回

4

5

回転ヘ ラ
肖」り。
回転 ナデ 高台部÷

存。
11-H

回転 ナデ〈
回転 ナデ

`

回転 ナデ
回転 ナデ 高台部÷

存。
12-H

回転ナデ(

回転ナデ(

4

5
回転ナデ
回転ナデ 高台部÷

存。
11-H

摩耗。
回転ナデ

4

5

回転ナデ
`回転ナデ( 高台部÷

存。

デ
上

ｏ

け
，仕ガ

回
後
げ

回転ヘラ
削 り後,

ナデ。
回転ナデ

`

高台部÷
存。

12-G

4

5

耗
耗

摩
摩

耗
耗

摩
摩 底,高 台

畔 存。
12-H
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第127表 第 3層出土遺物観察表15)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出上位置杯 蓋 杯 身 高 杯

内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外  面 内  面 外  面

第262図
47

4

5
回転ナデ(

回転ナデ(

回転ナデ
回転ナデ 高台部÷

存。

11-H

回転 ナデ
(

回転 ナデ
(

回転 ナデ
(

3

4

5

デ

デ

デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

高台部÷
存。

1

2 回転 ナデ〈
回転ナデ(

回転ナデ( 口縁部÷
存。

1

2 回転 ナデ〈
回転 ナデ(

回転ナデ〈哺畔
存。

1

2

3
横ナデ。
横ナデ。

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

横

横

横
口縁部

÷
存。

2 横ナデ。 2 横 ナデ。
口縁部÷
存。

回転ナデ
1

2
回転 ナデ (

回転 ナデ ( 口縁部÷
存。

12-H

回転 ナデ
1

2

デ

デ
ナ

ナ
転
転

回
回 口縁部÷

存。
10-F

回転ナデ
青海波文
残す。

1

2

デ
タ
得
いデ

ナ
状
ロ
ナ

転
子
キ
転

回
格
夕
回

口縁部

=
存。

11-I

第263図
56

回転 ナ デ

1

2

デ
デ

ナ

ナ

転
転

回
回

鎌
縁

　

ｏ

口

存
11-F

回転 ナデ デ
ロ

ナ
キ

転
タ

回
タ

頸部÷存̀10-G

横ナデ。
横ナデ。
青海波文
残す。

横ナデ。
格子状タ
タキロ後
横ナデ。

口縁部÷
存。

11-H
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挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺 存 度 出上位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壺

内  面 外   面 内  面 外   面 内  面 外   面 内   面 外  面

第263図
59

2

4

横ナデ。

横ナデ。

2

4

横ナデ。

摩耗。

口縁部
=存。

11-F

デ
デ
Ｌア
　
　
デ

ナ
ナ
げ

　
ナ

転
転
上

ｏ転

回
回
仕
デ
回

2
3

4

5

デ
デ
ラ
　
デ
デ

ナ
ナ
ヘ

ｏナ
ナ

転
転
転
り
転
転

回
回
回
削
回
回

脚部完存

回転ナデ
回転ナデ

2

3

回転ナデ(

回転ヘ ラ
削 り後 ,

回転 ナデ
`

口縁部

=
存。

11-H

回転ナデ(

回転ナデ
`

3

4

5

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

転

転

転

回

回

回 脚部完存 12-H

1

2

4

横 ナデ。

斜ハケロ

1

2

4

横ナデ。
回転ナデ

(

斜ハケロ(

口縁部÷
存。

回転ナデ〈
回転ナデ〈

ヘラ
後
，ガ

ヘラ
後
，ガ

転
り
転
転
り
転

回
削
回
回
削
回

底部完存 10。 11-I

横ナデ。 4 回転ナデ,

回転ヘラ
削 り後,

横ナデ。

胴部÷存̀11-H

4

5

回転ヘラ
肖Jり 。
回転ヘラ
肖Jり 。

デ

デ

ナ

ナ

転
転

回
回 底部÷存(

回転ナデ
回転ナデ

デ

デ
ナ

ナ

転

転

回

回 口縁部÷
存。

11-F

第128表 第 3層出土遺物観察表(6)
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第129表 石器一 覧表

挿図番号 遺 物 名 称 位  置
出土遺構・
層序名 特  記  事  項 材   質

第89図 1

〃  2

第 141図

第 146図

第 158図

第159図 3

〃  2

舅彗160Eコ 4

〃   6

〃   5

賃彗265Eコ 1

〃   2

月彗255Eコ 1

〃   2

〃  3

舞彗256優ヨ4

〃   5

〃  6

〃   7

舅彗2415コ 1

〃   2

砥 石

〃

〃

〃

〃

打製石包丁

不  明

古
日 器

打製石包丁

禽
円 器

砥 石

打製石包丁

砥 石

斧

〃

　

蛎磨

〃

磨 石

削   器

打製石包丁

〃

不 明

15,16-H

〃

ll― H

〃

10-G

〃

〃

〃

〃

〃

12-G

10-G

〃

ll― G

10-G

13-G

12-H

15-I

12-F

10-G

12-G

S B01

〃

S T16

S T17

S T18

〃

〃

S T18
第 1号主体部

〃

〃

層

〃

IV 層

〃

　

　

〃

〃

〃

　

　

〃

　

　

〃

V 層

〃

2面に使用痕が残る。

3面に使用痕が残る。

2面に使用痕が残る。

3面に使用痕が残る。

2面に使用痕が残る。

挟入り。刃部の摩耗が著しい。

穿孔のある自然石。

刃部は鈍い両面加工。

調整のある象J片。

2面に使用痕が残る。

快入り。

2面に使用痕が残る。

2面に使用痕が残る。

蛤刃磨製石斧。刃部欠損。

柱状磨製石斧。基部に敲打痕
残る。

側縁部の一部に敲打痕残る。

外湾刃タイプ。

穿孔のある自然石。

砂 山石

安 山 山石

頁 山石

安 山 山石

頁 山石

サヌカイ ト

砂 山石

頁 山石

結 晶 片 岩

サヌカイ ト

安 山 岩

サヌカイ ト

頁 山石

安 山

　

山

山石

安 岩

緑 色 片 岩

砂 山石

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

砂 山石

一-492-―



第130表 鉄製品一覧表

挿図番号 遺物名称 位  置
構遺

名
土
序

出
層 特  記 事  項 遺 存 状 態

第91図 1

〃   2

〃   3

第118図 1

〃   4

〃   3

〃   5

〃   6

〃   7

第 211図

舅彗2435コ 1

〃   2

〃   3

〃   4

〃   5

〃   6

〃   7

〃   9

〃   8

〃

ヤ リガンナ

〃

打 グ ワ

刀   子

鏃

ヤ リガンナ

鏃

鏃

不  明

ヤ リガンナ

〃

〃

〃

鏃

〃

子刀

明

明

鏃

不

不

明不

明

　

子

　

明

不

　

刀

　

不

鎌

15-H

16-H

10,11-G

11-I

11-H

12-I

〃

ll― H

10-G

〃

12-G

12-F

ll― H

〃

ll― I

10-G

10-H

15-H

ll― F

ll― G

ll― F

10-F

10-H

ll― G

12-I

S B 02

S B 03

S B 05

S T ll

S T 12

S T 15

〃

S T 16

S T 18

S X 06

Ⅲ  層

IV  層

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

層V

明不

〃

茎部に比 して刃部幅の拡がら
ない形態。

茎部に比 して刃部幅がやや拡
がる形態。

長方形の鉄板の両側縁部を折
り返す形態。

刃部は反を有する。

鏃身部は柳葉形の形態。

鏃身部はかえしを有する形態《

釘状の形態であり,先端部が
屈曲する。

銅鏃の模造品と考えられる。

両端部が肥厚する棒状製品。

茎部に比 して刃部幅がやや拡
がる形態。

先端部の尖る棒状製品。

板状製品。

基部が屈曲する形態。

鏃身部は柳葉形の形態が考え
られる。

刃部は刀子状の形態を呈する(

背部に屈曲を有することから
鉄鎌の可能性あり。

刃部は柳葉形の形態。

先端部のみ存。

刃部の一部が存。

ほぼ完存。

刃部のみ存。

ほぼ完存。

先端部のみ存。

鏃身部完存。

基部を欠 くがほぼ完存

先端部を欠 く。

器形復元不可能。

鏃身部完存。

基部を欠 く。

鏃身部完存。

ほぼ完存。

先端部 と茎部を欠 く。

刃部のみ存。

基部を欠 く。

器形復元不可能。

茎部のみ存。

先端部 と茎部を欠 く。

ほぼ完存。

刃部の一部が存。

先端部を欠 く。

刃部の一部が存。
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図版 1

(1)N R 8301全 景 (東から)

(2 N R8301全景 (南から)
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図版 3

(1)N R 8301遺 物出土状況

②ビット群全景 (南から)



図版 4

(1)ピ ット群近景 (東から)

健)ピ ット群近景 (南から)



図版 5

N R84190 N R84200 N R8421全景 (南か ら)



図版 6

A地区出土土器(1)



図版 7

13

A地区出土土器12)



図版 8

(1)A地区出土石器(1)

12)A地区出土石器(21



図版 9

(1)A地 区出土石器0)

(2)A地区出土石器(4)



図版10

(1)A地区出土石器15)

12)A地区出土石器(61



図版11

(1)A地区出土石器171

υ)A地区出土石器18)



図版12

(1)A地区出土石器(91

12)A地区出土石器00



図版13

(1)A地区出土石器OD

12)A地区出土石器 l121



図版14

(1)A地区出土石器l131

鯰)A地区出土石器l141



図版15

(1)A地 区出土石器(D

② A地区出土石器00



図版 16



図版 17

i写 縦

(1)B3地区遠景写真 (西から)

12)B3地区遠景写真 (北から)
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図版38
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